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序章

1 .本研究の対象 :r駒 形 丸事件 』 とは何か 9

本研究は、 1914年に起こった 「駒形丸事件Jの歴史社会学的考察である。それは、大英

帝国における移民管理が逆説的に生み出した帝国統治のほころびを、帝国臣民の移動の自

由と制限がどのように場合分けされたかという経過を検証することによって、明らかにす

るものである。

「駒形丸事件」として知られる一連の出来事は、1914年 3月、シンガポールで事業を営

むインドのパンジャーブ州出身の商人グノレジット ・シンが、カナダへの移住を志すインド

人を、香港からヴァンク ーヴァーまで輸送するため、日本の神栄汽船合資会社から 隻の

汽船を傭船したことに端を発する九この船の名が 「駒形丸Jである。4月 4日に 165名の

インド人を乗せて香港を出航した駒形丸は、グァンク ーヴァーへ向かう途中、上海、門司、

神戸、横浜でさらなる移民希望者を募り、最終的に乗客数は 376名となった(ヒンドゥー

教徒 12名、イスラム教徒 24名、シク教徒 340q'，) ，。

写真 1

ヴァンクーヴァー到着直後の

駒形丸上の乗客たち

(前方左側がグルジット ・シン)

出所 Vanco山田 PublicLibrary. VPL6231 

1本研究を通じて 「インド」という呼称は、1947年のインド ・パキスタン分割独立以前の

「英領インド帝国Iの意瞭で用いる。それゆえ、ここでいう 「インド人」とは、現在の国

名を用いれば、インド、 パキスタン、パングラディシュ、スリランカ、ミャンマー (ピノレ

マ)を含む広大な地理的範囲の出身者を指している。

2 写真 1を参照。
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5月 3日に横浜を出港した駒形丸は、 21日にはカナダのヴィクト りアを通過し、 2日後

の 23日、ヴァンク ーヴァーに到着する。しかし、有色移民のこれ以上の流入を望ましく恩

わないカナダ内務省移民局は、同船の埠頭への接岸を許可せず、陸から 1キロ以上離れた

沖合に投錨するよう命じた。そして駒形丸は、武装した警官隊を乗せた数隻の汽艇によっ

て昼夜を間わず監視され、外部との交通はほぼ全面的に遮断された。船上で実施された入

国審査の結果、移民局は以前にカナダに居住していた事実を証明できた 22名の乗客に対し

ては 「再入国」を認めたものの、グノレジット ・シンを含む他の数百名には上陸の機会すら

与えなかった。ここから彼らの 2ヶ月に及ぶ入管闘争が始まる。

グルジット シンらは移民官と幾度となく交渉を繰り返し、カナダ太平洋岸のインド人

コミュニティは船上の同胞たちを助けるため、「海岸委員会 (theShore Committee)を設

立し、物心両面からさまざまな支援活動を行った。移民局による厳密な医務監察と入管手

続きの意図的な遅延、入国可否をめぐる裁判、裁判結果を受けた退去勧告とそれに応じな

い乗客の抵抗。7月 19日の深夜、送還を強制的に執行するため汽艇で乗 り付けた警察隊が、

乗客たちの果敢な応戦によって阻まれたことから、カナダ政府は事態の鎮圧のために海軍

巡洋艦 HMCSレインボ一号の出動と 、百名を越える民兵の動員を決定する。そして、この

ような軍事的威圧を背量として実施された最終交渉により、 7月 23日に駒形丸はヴァンク

ーヴァーを出港することになったのである。

しかしながら、 「事件jはそこで終わりはしない。同じ大英帝国の一員であるカナダによ

る駒形丸に乗ったインド人乗客たちが強制的に送還させられたという事実が、インドにお

ける反英独立闘争の激化を招来する可能性を懸念したインド政庁は、 9月 25日にカノレカッ

タ近郊の港に上陸した駒形丸の乗客たちを捕縛するために警官隊と軍隊を派遣し、ほとん

どの乗客たちの出身地であるパンジャーブ州へ特別列車で強制連行しようした。そして、

このような治安当局の措置に対して乗客たちは再び抵抗の姿勢をみせ、警官隊 軍隊との

衝突の結果、少なくと も261，の死者と多数の負傷者、逮捕者を出すという晴海たる結末を

迎えたのであった。
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House, 1975; Hugh Johnston, The Voyage of the Komagata Maru: Sikh Challenge to 
Canada’s Colour Bar, 2nd edition, Vancouver: University of British Columbia Press, 
1989; Ali Kazmi, Undesirables:White Canada and the Komagata Maru, An Illustrated 
History, Vancouver: Douglas & McIntyre, 2012. 
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図 1 駒形丸の航路

2 本研究の目的と意義、および先行研究の評価

以上のように概観できる 「駒形丸事件」は、これまでもさまざまな観点から歴史研究の

対象となってきた。実際、本事件を主題にした実証的モノグラフが、現在までに少なくと

も 3冊上梓されている九 「駒形丸事件j に関する既存の研究は、概ねインドとカナダとい

う2カ国で蓄積されてきたといえるが、本事件の 「事件性Iを何処に置くのかという点で、

両国における研究動向には非常に大きな差異が見られる。

インドにおける 「駒形丸事件j への歴史的関心は、在外インド人草命家や商人、移民労

働者に関する歴史的資料を収集し、彼ら/彼女らの独立運動への貢献を再評価しようとい

う 1970年代以降の研究動向を背量として高まった。そこではカナダの排他的な移民政策

3 日ohanSingh Josh， Tragedy of K0111aga臼 Maru，New Delhi : People's Publishing 

House， 1975; Hugh Johnston， The Voyage ofthe K0111agata Maru: 8ikh Challenge to 

Canada包 ColourBar， 2nd edition， Vancouver: University of British Colu皿 biaPress， 
1989; Ali Kaz皿 i，UndesIrabJes:White Canada and the Komagata Maru， An Illustrated 

History， Vancouver: Douglas & McIntyre， 2012 

6 



 7 

4

1975 5

6  

7

8

20

9

1979

                                                   
4 Harish K. Puri, Ghadar Movement: Ideology, Oraganisation and Strategy, Amritsar: 
Guru Nanak Dev University, 1993, pp. 88-96 ; Khuswant Singh, A History of the Sikhs: 
Volume Ⅱ: 1839-2004, 2nd edition, New Dehi: Oxford University Press, 2004, pp. 
178-181. 
5 Josh, op. cit. 
6 1915 2007

Government of India, Report of the Komagata Maru Committee of Inquiry and 

Some Further Documents, with an Introduction by Darsham S. Talta, Chandigarh : 
Unistar Books, [1915] 2007, p. 11. 
7 Aran Dutton, ed., Beyond the Komagatamaru: Race Relations Today, Surrey: The 
Progressive Indo-Canadian Community Service Society, 1990. 
8 R. Sampat-Mehta, International Barriers: Aliens, Immigration and Citizenship in 
Canada, Ottawa : Canada Research Bureau, 1973, pp. 152-76 ; Peter Ward, White 
Canada Forever: Popular Attitudes and Public Policy Toward Orientals in British 
Columbia, 3rd edition, Montreal and Kingston: McGill-Queen's University Press, 2002, 
pp. 79-93. 
9 Norman Buchignani, Doreen M. Indra and Ram Srivastava, Continuous Journey: A 
Social History of South Asians in Canada, Toronto : McClelland and Stewart, 1985, pp. 
53-64 ; Joan M. Jensen, Passage from India: Asian Indian Immigrants in North 
America, New Haven ; London : Yale University Press, 1988, pp. 121-138. 

に真っ向から挑戦した駒形丸の乗客たちの行動と 、イ ンド内外の反植民地主義運動との影

響関係が主たる検討課題となってきた九ソーハン ・シン ジヨツシュの『駒形丸の悲劇』

(1975年)は、こうした路線で進められた先駆け的な研究である九そもそもグノレジッド ・

シン自身が晩年、国民会議派のナショナリズムに接近する過程で、駒形丸での航海を反英

闘争の 働として回顧的に再定義していたことが、 「駒形丸事件jをインド独立運動の文脈

のなかで評価する見方を後押しする 因となっている九

他方のカナダでは、 「駒形丸事件Jは過去の人種差別と移民排斥政策を典型的に示す出来

事として記憶され、歴史的反省の対象として研究が進めらてきた7。ここでの焦点は、駒形

丸の入港を妨げた移民法に結晶化されるカナダの白人至上主義とアジア人差別の歴史を批

判的に検討するとともに、カナダ史における南アジア系住民の貢献を顕彰することに置か

れている。たとえば、北米太平洋岸におけるアジア人排斥主義を背景としたカナダの排他

的な移民政策の成立過程を洗い直す研究において、本事件には多くの紙幅が割カ通れている8。

また、カナダにおけるインド人移民(とくに 20世紀半ばまでのインドから北米への移民の

大部分を占めたシク教徒)を対象とした移民史あるいはマイノ りティ史のなかでも 「駒形

丸事件Jは大きく取り上げられている九現在のところ 「事件」に関する最も詳細な歴史学

的モノグラフであるといえるヒュー ・ ジョンストンの『駒形丸の航海~ (初版は 1979年)

4 Harish K. Puri， Ghadar Movement: IdeoJogy， Oraganisation and Strategy， A皿 ritsar

Guru Nanak Dev University， 1993， pp. 88-96 ; Khuswant Singh， A History ofthe Sikhs 

VoJume 11: 1839-2004， 2nd ed比ion，New Dehi: Oxford University Press， 2004， pp 

178-181 

5 Josh， op. cit 
6 この点は、インド政庁が緩めた「駒形丸調査委員会報告書J(1915年)が 2007年に再版

された際に巻頭に付された歴史学者ダーシャム ・s.タルタによる序文のなかで指摘され

ている。Governmentof India， Report ofthe Komagata Maru CommIttee of lnquiry and 

Some Further D OCI1111ents， with an lntroduction by Darsha皿 s.Talta， Chandigarh 

Unistar Books， [1915] 2007ヲ p.11
7 Aran Dutton， ed.， Beyond the Komagata111aru: Race Relations Today， Surrey: The 

Progressive Indo.Canadian Community 呂田viceSociety， 1990 
8 R. Sa皿 pat-Mehta，International Barriers: Aliens， 1.皿 migration and Citizenship in 

Canada， Ottawa : Canada Research Bureau， 1973， pp. 152-76; Peter Ward， White 
Canada Forever: Popular Attitudes and Public Policy Toward Orientals in British 
CoJum恒久 3rdedition， Montreal and Kingston: McGill-Queen's University Press， 2002， 
pp. 79-93 

9 Norman Buchignani， Doreen M. Indra and Ram Srivastava， Continuous Journey: A 

Social History of South Asians in Canada， Toronto : McClelland and Stewart， 1985， pp 

53.64; Joan M. Jensen， Passage from lndia: Asian lndian lmmigrants in North 
America， New Haven; London: Yale University Press， 1988， pp. 121.138 

F ， 
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10 Johnston, op. cit.  
11 

Baba Gurdit Singh, Voyage of Komagata Maru, or India’s Slavery Abroad, 

with An Introduction by Darshan S. Talta, New Delhi : Unistar and Punjab Centre for 

は、このようなカナダにおける歴史研究の集大成であるといえる叱

筆者自身が 「駒形丸事件Jに初めて関心を抱き、本研究のテーマとして選ぶに至ったの

も、このようなカナダで蓄積されてきた諾研究に触れたことをきっかけとしている。筆者

は 2005年当時、カナダの多文化主義政策を主題とした修士論文を執筆していたが、その

資料収集過程で 「駒形丸事件」に出会ったのであった。カナダという国民国家の内部での

多文化主義や移民政策の歴史を語る文脈ではこれほど有名な出来事が、例えば日本籍の汽

船が主人公であるにも関わらず日本ではほとんど知られていないということに、また、当

時のカナダも駒形丸の乗客たちの主たる出身地であるインドも、ともに大英帝国の 部で

あったにもかかわらず、大英帝国史の反植民地主義運動の語りの中にもほとんど姿を見せ

ないでいることに、大きな違和感を抱かざるをえなかった。

この違和感の原因の つは、 「駒形丸事件Iを主題とした既存の研究が 「インドJと 「カ

ナダj というナショナルな枠組みのなかで行われ、それに関する歴史的考察が基本的には

それぞれの国民史的語りを追認するに留ま ってきたからだと考えられる。前者においては、

駒形丸の航海は、カナダでの人種差別的暴力に対峠した乗客たちが 「インド人Jとして覚

醒してゆく国民神話として読まれ、後者においては、多文化主義を国是とした 「現在j の

カナダ社会をより嬢びやかに浮き立たせるための暗い過去として引き合いに出されてきた。

このような 「駒形丸事件」のナショナノレな歴史語りに対して、本研究は駒形丸の航海を 「帝

国Jという歴史的 ・空間的布置のなかで捉え直 し、「駒形丸事件Iを大英帝国における移民

管理に関わる統治にほころびをもたらすきっかけになった出来事として再考察するもので

ある。

そもそも 「駒形丸事件jおよびその事件に至るまでの 20世紀初頭におけるインド人移民

の移動は、 「インド」と 「カナダ」というナショナノレな枠組みでは捉えきれないものだった

のである。たとえば、駒形丸の航海を主導したグノレジット ・シンの経歴を辿るだけでも、

そのことは明らかとなるだろう。

インド北部に位置するパンジャーブ州の中心都市アムリットザノレに生まれたグノレジッ

ト・シンは、マラヤを拠点としてさまざまな事業を行い、一代で財を築いたシク教徒の商

人であった"。父親が兵士としてマラヤに駐屯した関係から、グノレジット ・シンも若い頃

10 Johnston， Op. cit 
n グルジット ・シンの経歴、とくにマレ一時代のそれについては以下の文献に基づいて再

構成した。BabaGurdit Singh， Voyage of Komagata Maru， or lndia包SlaveryAbroad， 
with An Introduction by Darshan S. Talta， New Delhi : Unistar and Punjab Centre for 

8 
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A

12

 

13

                                                                                                                                                               

Migration Studies, [n. d.] 2007, pp. 10-11 ; Rajini Srikanth, “The Komagata Maru: 
Memory and Mobilization among the South Asian Diaspora in North America,” in 
Josephine Lee, L. Lim and Yuko Matsukawa, eds., Re/Collecting Early Asian 
American: Essays in Cultural History, Philadelphia : Temple University Press, 2002, p, 
83. 
12

Confidential Letter from British Consulate-General, Kobe, to British 

Embassy, Tokyo, 25 November 1914, FO262/1168, National Archives, UK. 
13 Cited in Josh, op. cit., p. 29. 

に同地に渡っている。その新天地で彼は門番から身を起こし、現地に駐屯するインド兵連

隊への貴糧供給の開負業や、鉱山開発や鉄道敷設事業、ゴム栽培農園に労働者を斡旋する

人夫請負業を展開することで経済的成功を納めていく 。グノレジット ・シンは、英語はもち

ろんのこと中国語とマレ一語を流暢に操り 、またマラヤとシンガポーノレ、香港、パンジャ

一プを定期的に往来しながらさまざまな事業を行う、まさしく 「国際的Jな商人であった。

このように彼自身が大英帝国の内部を移動しながら、それをいわば常態として、帝国規模

でビジネス キャリアを積んでいたのである。

海峡植民地を股にかける 連のビジネスの延長として、インド人移民の輸送業に手を出

そうとしていたグノレジッド ・シンだが、香港、シンガポーノレ、カノレカッタのあいだを飛び

まわってもなかなか彼の要求に見合う船が見つからなかった。そんな折、 ドイツ人の船舶

仲介業者 A プーネから、神栄汽船合資会社という日本の小さな汽船会社が所有船する駒

形丸を紹介された。駒形丸はそれまで門司と香港のあいだで右炭を運搬する貨物船だった

が、香港を基点として中国 南洋聞での 「苦カ」輸送に経済的可能性をみた神栄汽船は、

駒形丸を貨客船に改造するため九億のドックに繋留させていた"。駒形丸とグノレジット ・

シンの趨遁そのものが、大英帝国と、日本のようなその周縁を取り込む、 トランスナショ

ナノレな舞台で生起した出来事だったのである。

このような経緯で船を手に入れヴァンクーヴァーに向かったグノレジット ・シンをはじめ

とする駒形丸の乗客たちの行動は、大英帝国における臣民としての地位と、それが保証し

ているはずの移動の権利を争点にしていた。「我々は英国の市民であり、帝国のいかなる場

所をも訪れる権利がある」、 駒形丸がカナダの海域内に入った際、グノレジット ・シンはカナ

ダの移民富に対してそのように語った"。そして彼の船に乗ったインド人がカナダ政府に

いかに取り扱われるかによって、イ ンド人が 「我々が大英帝国の全土で平穏を保てるか否

Migration Studies， [n. d.] 2007， pp. 10-11 ; Rajini Srikanth， "The Komagata Maru 

Memory and Mobilization a皿 ongthe South Asian Diaspora in North America，" in 

Josephine Lee， L. Lim and Yuko Matsukawa， eds.， Re/Collecting Early AsIan 

American: Essays in Cultural History， Philadelphia : Temple University Press， 2002ヲp，
83 

" r駒形丸事件Iの後、その背景調査のために神戸の英国総領事が神栄汽船会社の代理庖

である佐藤商会に事実確認を行った際、同社員の 「オダギリ Iなる人物は、駒形丸が香港
に寄航していたのは、中国沿岸での 「苦力I輸送を行うための免状を取得するためだった

と答えている。Con白dentialLetter from British Consulate-General， Kobe， to British 

E皿 bassy，Tokyo， 25 Nove皿 ber1914， F0262/1168， National Archives， UK 

13 Cited in Josh， Op. cit.， p. 29 

9 



 10 

14

400

 

 

 

  

 

15

16

17  

National 

Archives

 

                                                   
14 The Vancouver Province, 22 May 1914. 
15 Government of India, op. cit. ; Baba Gurdit Singh, op. cit. 
16 Malwinderjit Singh Waraich and Gurdev Singh Sidhu, Komagata Maru: A 
Challenge to Colonialism, New Delhi : Unistar, 2005. 
17 The  Komagata  Maru  Incident Project, Simon  Fraser  University  Library, Availa
ble  from: http://www.lib.sfu.ca/about/projects/komagata-maru (Accessed  10  June  19
13). 

が決まるj とも述べた"。 ヴァンク ーヴァーの波打ち際で行われた入管闘争に賭けられて

いたのは、400人近くのインド人移民のカナダへの上陸可否だけでなく、 大英帝国を統合

する原理自体だったのである。

3. 本研究で用いる史料について

「駒形丸事件Iが香港、上海、神戸、横浜、ヴァンク ーヴァ一、シンガポーノレ、カルカ

ッタを舞台にして起きたという性格上、 当事件に関係する一次史料は世界各地の文書館に

散在しており、包括的な歴史研究を進めるのがこれまで閏難な状況であった。 しかしなが

ら、近年、公文書や希少な史料などを収集 ・整理し、公刊するという作業が進められ、研

究環境が飛躍的に向上している円たとえば、マノレウィンダー ・シン ・ワライチとグルデ

プ シン ・シデューは、インド国立公文書館の所蔵史料のなかから 「駒形丸事件j に関係

する文書を発掘し、それらを整理した上で 冊の書籍として出版している"。またより最

近の展開として、カナダの国立公文書館や、ヴアンク ーヴァー市立文書館などに所蔵 され

ている 「駒形丸事件J関連の多数の史料が、カナダにおける 「駒形丸事件I研究の第一人

者である前述のヒュー ・ジョンストンの協力のもと、サイモン ・フレーザー大学図書館に

よってデジタル化され、インターネットを通じて閲覧できるようになったn。

こうした公刊 ・公開された史料に加えて、本研究は筆者が英国国立公文書館 (National

Archives)での史料調査の過程で収集した植民地省および外務省文書を利用している。植

民地省ファイノレには、カナダ政府、香港政庁などから送付された報告書や、通信文や電報

などが含まれる。外務省のファイルには日本、 中園、合衆国の各都市に置かれた英国大使

館 ・領事館から送付された報告書の類が含まれている。

さらに特筆すべき点として、本研究は上述したソーハン ・シン ジヨツシュやヒュー

ジョンストンらによる 「駒形丸事件」に関する既存の歴史研究では全く使用されていない

14 The Vancou四 rProvInce， 22 May 1914 

15 Government of India， Op. ciι; Baba Gurdit Singh， Op 白 t

16 Malwinderjit Singh Waraich and Gurdev Singh Sidhu， Komagata Maru: A 

Chal1enge to CoJonialism， Ne岬 Delhi:Unistar， 2005 
17 The Komagata Maru Incident Project， Simon Fraser University Library， Availa 

ble fro皿 httn:I/www.lib.sfu.ca/abo旧 t/nroiects/ko皿 a!!ata皿 aru(Accessed 10 June 19 

13) 
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日本語史料を使用している。駒形丸が日本籍の民間汽船であり、日本人船員が巻き込まれ

た関係上、当該事件に関しては、数多くの日本語史料が残されている。まず、外交史料館

には、 「駒形丸事件」に際して、日本の外務省がヴァンクーヴァーやカノレカッ夕、シンガポ

ーノレなどの在外公館、神奈川県や兵庫県の警察署などの関係各機関と交わした電信や文書

を鎮めたファイノレ、『加奈陀ニ於テ東印度人入国禁止 件・駒形丸事件』が保管されている。

こうした公文書以外にも、事件当時、 等機関士の立場で駒形丸に搭乗していた塩崎与

吉からの聞き取りに基づき、吉田禎男が 『駒形丸事件~ (1936年)という書物を残してい

る"。塩崎は後年、海運業などで成功を収め日本実業界での存在感を増していく人物であ

るが、吉田による 『駒形丸事件』はこの塩崎の立志伝の体裁をとりながら、塩崎がどのよ

うに 「事件Iを経験したのかを語るノレポタージュ風の読み物となっている"。元来は、 『産

経新聞』の前身のひとつである 『日本工業新聞』に 1936年 2月から 5月にかけて連載さ

れた記事であったが、同年 8月に 1冊の書籍に緩められ、出版されているへ

さらに 「事件J当時、 『朝日新聞』や 『毎日新聞』、『読売新聞』などの日本の大手新聞社

が、その動向を伝えるために連日に渡って多くの紙面を割いていたという事実も指摘して

おきたい。それゆえ、こうした同時代の新聞報道も貴重な史料となりうる。

本研究は、 「駒形丸事件Jを同時代の日本政府や日本の人々がどのように観察していたか

を考察することを主たる目的としてはいないが、このような日本語資料の利用によ って、

カナダやインドに残された史料を批判的に読解する視点を確保でき 、また 「事件j に関す

る歴史記述に厚みを持たせることができると考えられる。

"吉田禎男 『駒形丸事件』大阪教科書印刷株式会社、 [1936年]1960年。

" r駒形丸事件Iの後、塩崎与吉は一時的に海運業界を離れ、鉄鋼や漁業の会社を設立し

て経営者としての地保を固める。1924年に再び海運業に戻ると塩崎汽船部を設立し、主と

して貸船業で成功を収めた。戦中は松下飛行機、松下汽船などで取締役を歴任し、戦後は

三洋電機の監査役を務めている。塩崎の経歴に関しては以下を参照した。海事糞報社 『海

運興国史付録』海事葉報社、 1932年、218頁，人事興信所編 『人事興信録』第 四 版上、

人事興信所、 1959年 ，日本図書センター 『日本産業人名資料事典(2 ).s日本図書センタ

一、 2001年、 991頁，宇佐美昇三 『笠戸丸から見た日本 したたかに生きた船の物語』海

文堂、 2007年、 274-275頁。

加付言 しておけば、 1936年 1月に塩崎与吉本人が、海軍有終会の会誌 『有終』に 「駒形

丸事件Jに遭遇した際の体験を回顧する短い文章を寄せている。時期的に考えれば、おそ

らくこの文章を目にした吉田が、塩崎に取材を申し入れ、この連載を執筆する運びとなっ

たのではないかと推察される。塩崎与吉「世界の耳目を聾動せし駒形丸事件の真相JW有終』

23巻 1号 (1936年 1月)、 133-134頁。
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4. 各章 の構成

本研究の構成は以下のとおりである。

第 1章は、本研究全体が依拠する理論的枠組を練り上げることが目指される。ここでは

まず 「駒形丸事件Iに至る大英帝国内におけるインド人移民の前史と、 19世紀末から 20

世紀初頭にかけての、大英帝国内におけるインド人の移動、とくにカナダに向けたインド

人移民の渡航過程が成立する社会、経済、政治的背量が説明される。この歴史過程を追う

ことを通して、 「駒形丸事件」の前史と 「事件」そのものを理解するための方法論的困難に

取り組む。「駒形丸事件Iを帝国と国民国家の二重性という点から理解するため、従来の移

民研究が素朴な前提としてきた、「移民j を 「出身国Jと 「受入国Iという二項のあいだの

往来という定点観測モデルに乗せて考察する傾向と、さらには移民というトランスナショ

ナノレな現象を把握するためにナショナノレな領域や国民という範鴫を前提とする 「方法論的

ナショナ りズム」を批判的に検討し、本研究全体の理論的枠組を提示する。

第 2章は、 20世紀初頭に始まるインド人移民の渡航がカナダ社会でどのような反応を引

き起こしたのかを概観した後、 「英国臣民jであるインド人の移動を管理することが移民行

政の当事者たちに困難な課題を提出していたことを指摘する。その上で、帝国領内の移動

に対して、閉じ帝国領の 部であるカナダが、どのような法制度を整備し、それを現場の

移民富がどのように運用していたかを具体的に追いかけながら、帝国領内の移民管理が場

当たり的かつなし崩し的に既成事実化されていた経緯を詳述する。

第 3章は、ヴァンクーヴァーに到着した駒形丸に対するカナダ移民局の対応干、その乗

客たちの送還の法的正当性が確定されたブリティッシュ コロンピア州控訴裁判所におけ

る審議内容、そして駒形丸の送還が実施される際の具体的な状況を詳しく跡づける。 駒形

丸の乗客たちのカナダへの入国は、カナダ自治領は大英帝国の一部を構成してはいるが、

移民管理においては絶対的な主権を有するという論理によって拒否された。本章では駒形

丸をめぐる一連の出来事を細かく検証することを通して、駒形丸の乗客たちの移民管理が

カナダの国家主権に内在する法的な権限であるとの言説が正当化されていく過程には、法

領域の外部における赤裸々な暴力が用いられていたことを明らかにする。

第 4章では、「駒形丸事件Iとインド独立運動とのかかわりについて考察する。駒形丸に

乗ったインド人乗客がカナダから強制退去させられたという事実によって、北米太平洋岸

地域を拠点に、武力草命によるインド独立を掲げて活動していた在外インド人の政治組織
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であるガダル党の活動が大きく勢いづいた。 しかし他方では、こうした反英独立運動の激

化のために、カナダ政府やインド政庁などの施政者たちは、駒形丸の動向に警戒の眼を向

けるようになる。ここでの課題は、インド政庁が作成した諸々の報告書や、関係各国に残

された外交史料、そして 20世紀初頭におけるインドの反植民地主義運動に関する記録文書

などを読み解きながら、カナダへの上陸を拒否された後の駒形丸が、ガダル党の側からは

「革命の船Iとして、植民地帝国側からは帝国の治安維持に悪影響をもたらす不穏分子と

して意味付けられていった過程を詳細に検討することである。

入国を求める多数のインド人を前にしてカナダ政府がとったなし崩し的対応、その法外

な対応が裁判を経て法制度化されてしまう過程、そしてその結果革命の船として象徴化さ

れざるをえなくなってしまう駒形丸の運命。終章では、帝国内の秩序を維持するために採

られた 連の方策によって悲劇に追い込まれた 隻の船の運命が、実はその帝国の秩序自

体を揺さぶり、脅かし、ほころびさせるきっかけになった顛末をまとめたうえで、移民管

理に関する歴史社会学的アプローチに対する本研究の貢献と 、残された今後の課題につい

て整理し、さらなる研究の展望と見取り図を提示したい。
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Englismman

第 1章

移動が生み出す境界 本研究の理論的・方法論的視座について

1 .はじめに

本章には二つの目的がある。第 1に 「駒形丸事件Jに至る大英帝国内におけるインド移

民の前史と、 19世紀末から 20世紀前半にかけての、 大英帝国内におけるインド入、とく

に 20世紀初頭から始まるカナダへのインド人移民の渡航過程が成立する社会、経済、政治

的背景を説明することである。この歴史過程を追うことによって、第 2の目的が浮かび上

がる。それは 「駒形丸事件」の前史と、 「事件Jそのものを理解するための方法論的困難に

取り組むことである。そもそも移民を対象とする従来型の歴史社会学的研究では、本来移

動の自由を保証されていたはずの大英帝国臣民が、その移動を管理 ・制限される過程が十

分に説明できない。本章ではその理由を、移民研究の分野では未だ 「方法論的ナショナリ

ズムjが支配的な枠組を提供しているという現状に求め、「駒形丸事件Jに関して本研究が

依拠する先行研究もまた、その方法論的限界を露呈していることを明らかにすることによ

って、本研究全体が依拠する理論的枠組を練り上げることを 目指すものである。

2. r駒形丸事件」前史 「航路』 から 考える移民のノレート

1887年、世界周遊旅行の道中、サンフランシスコから日本を経由して香港に立ち寄った

ジョ ーシカーゾンは、ヴィクトリア女主即位 50周年記念祭の開催に湧く極東の植民地都

市について、次のような言葉を残したと言われている。

香港に上陸したイングランド人 (Englism皿 an)で、自らのナショナリティへの衿持

で身震いを覚えぬ者はいないだろう。ここはスベインから中固まで地球半周をとりま

14 
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Inspector-General of Fortifications

26

19

27

                                                   
21 Jan Morris, Hong Kong: Epilogue to an Empire, New York : Vintage Departures, 
1997, p. 138. 1995

171-172  
22 1994 50  
23 58-65  
25 

 
26 George Musk, Canadian Pacific: The Story of the Famous Shipping Line, 2nd ed., 
Newton Abott : David & Charles, 1989, p. 11. 
27 Daniel R. Headrick, The Tools of Empire : Technology and European Imperialism in 
the Nineteenth Century, New York ; Oxford University Press, 1981. D. R. 

1989  

く要塞の鎖の最果ての環なのである"。

地球的規模で大英帝国の栄華を誇るカーゾンが、同年 5月に香港を出航したアピシニア

号の消息を耳にしたとすれば、この稀代の帝国主義者にして将来のインド総替の自尊心は

さらにくすぐられたに違いない。 というのも、このアピシニア号の試験航海の成功を契機

として、1885年に開通したばかりのカナダ大陸横断鉄道の西の終着駅ヴァンク ーヴァーと

香港を結ぶ定期航路が開設されることになるからである叱

1891年に英国政府とカナダ政府から郵便輸送助成を得たカナダ太平洋鉄道会社

(Canadian Pacific R.ailway) は、本格的に航路経営に着手 し、 大英帝国の基幹航路を担

うとの意気込みから 「エンプレス」の名が冠された 3隻の最新鋭大型貨客船、すなわちヱ

ンプレス ・オプ チャイナ号、エンプレス ・オプ ・ジャパン号、ヱンプレス オプ ・イン

ディア号を同航路に投入 した"。カナダ太平洋鉄道会社の太平洋航路は、英国諸島からス

エズ運河を抜け、インド、シンガポーノレを経由して香港まで伸びていた既存の航路網と接

続された。これによって地球を半周どころか大英帝国の交通網だけで世界一周が可能とな

る 「オール ・レッド ・ルー ト (AllR.ed Route) Jが完成したのであるお。

本航路開設が計画段階であった 1885年、オーストラリア、インド、海峡植民地などで

要職を歴任し、当時は英国の軍事施設総監 (Inspector-Generalof Fortificat即日)の地位

にあったサー ・アンドノレー ・クラークは、 「カナダと太平洋を経由した東洋との定期汽船の
スデシ，ン

運航が確立されれば、帝国全体が強固に結び付けられ、英国の駐屯地聞のコミュニケーシ

ヨンの鎖は文字どおり世界を取り巻くことになろう Iと期待感を込めて語っていた21科

学技術史家ダニヱル ・へツドリクの言葉を使えば、 19世紀を通じて普及した鉄道や電信と

ともに、汽船網はまさに 「帝国の手先」として帝国支配への貢献が期待されたのであるへ

21 Jan Morris， Hong Kong: Epilogue to an Empire， New York : Vintage Departures， 

1997， p. 138. (~ ジャン ・ モリス 『香港』、飯島渉 ・ 伊藤泉美 ・ 西線美紀訳、講談社、 1995

年、171-172頁。]

n 三浦昭男 『北太平洋定期客船史』、出版共同社、 1994年、 50頁。

n 向上、58.65頁。

"図 2を参照。なお、 「オール ・レッド ・ルー ト」という呼称は、大英帝国の版図が当時

の世界地図で赤く塗られていたことに由来する。

26 George Musk， Canadian PacIfic: The StO.ly ofthe FalllOUS Shipping LIne， 2nd ed.， 

Newton Abott : David & Charles， 1989， p. 11 

27 Daniel R. Headrick， The TooJs of Empire . Technology and European ImperIalism in 

the Nineteenth Century， New York; Oxford University Press， 1981. (=D. R ヘッドリ

ク 『帝国の手先 ヨーロッパ膨張と技術』原因勝正ほか訳、日本経済評論社、 1989年。]
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13  
33 Robert Eric Barde, Immigration at the Golden Gate, Passenger Ships, Exclusion, 
and Angel Island, West Port : Praeger, 2008, pp. 96-99. 

大英帝国が世界の隅々にまで伸ばした航路網は、各地から宮を吸引するとともに、 「本国J

と 「植民地j を迅速かっ安定的な連絡を可能にし、両者の関係をそれまで以上に緊密化す

る手段であった。

図 2 カナダ太平洋鉄道会社の航路網(1915年)

出所 横浜開港資料館 『繍浜&パンクーパ 太平洋を纏えて』横浜開港資料館 2005年 10頁。

他方で重要なのは、カナダ太平洋鉄道会社の定期航路に就航した汽船が 「移民船Jでも

あったことである。そもそも移民の輸送は 19世紀から 20世紀にかけて世界の定期航路の

経営を支える柱のひとつであり 、移民という継続的かっ大規模な船客需要がなければ、航

路自体の維持が非常に困難であった"。カナダ太平洋鉄道会社が投入したエンプレス ・シ

リーズも、大量の 3等客を収容できるように設計されており 、後に投入されるタータ一号

やモントイ ーグル号とともに、文字通りインド、日本、中国から大量の労働者をカナダへ

運んだ"。

プリティッシュ ・コロンピアの経済開発を底辺で支える下層労働力として、こうした定

期船が輸送した雑多な人々のなかにインド人移民たちがいた。少なくとも 19世紀以降の大

英帝国の歴史を通じて、彼ら/彼女らは帝国内部における労働力供給の中枢を担う存在で

あり、頻繁に 「輸送」され、移動する臣民であった。広大な版図を抱える大英帝国の現実

的経営は、多くの面で移動するインド人労働者によって支えられていた。1838年の奴隷制

度の廃止のために帝国各地のプランテーションが陥った労働力不足は、年季契約移民制度

"横浜開港資料館 『横浜&パンク ーパー 太平洋を越えて』横浜開港資料館、 2005年、

13頁。
33 Robert Eric Barde， [J凹 血Igrationat the Golden Gate， Passenger Ships， ExclusIon， 
and Angel Island， West Port : Praeger， 2008， pp. 96-99 
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34 Hugh Tinker, A New System of 

Slavery: the Export of Indian Labour Overseas, 1830-1920, London ; New York : Oxford 
University Press, 1974 ; Madhavi, Kale, Fragments of Empire: Capital, Slavery, and 
Indian Indentured Labor Migration in the British Caribbean, Philadelphia : University 
Pennsylvania Press, 1998.  
35 Thomas R. Metcalf, Imperial Connections: India in the Indian Ocean Arena, 
1860-1920, Berkeley : University of California Press, 2007, p. 136 
36 T. G. Fraser, “The Sikh Problem in Canada and Its Political Consequences, 
1905-1921, The Journal of Imperial and Commonwealth History, Vol. 7, No. 1 (1978), p. 
36.  
37 Radhika  Singha,  “A  ‘Proper  Passport’  for  the  Colony:  Border  Crossing  in  Britis
h  India,  1882-1920,”  Colloquium  Series,  Program  in  Agrarian  Studies,  Yale  Unive
rsity,  Available  from: http://www.yale.edu/agrarianstudies/papers/16passportill.pdf 
(Accessed  4  June  1913),  p.  2. 
38 C. Dixon, “Lascars: The Forgotten Seamen,” in R. Ommer and G. Ponting eds., 
Working Men Who Got Wet: Proceedings of the Fourth Conference of the Atlantic 
Canada Shipping Project, St John’s : Atlantic Shipping Project, 1980, p. 265. 
39 Singha, op. cit., p. 2.  
40 

2003  

を通じたインド人の大規模な移動によって補われた品。1830年代から 1920年代までに年

季契約移民として故郷を旅立ったインド人は約 130万人に上る3九こうしたインド人労働

者は、 1907年時点で、モーリシャスに 264，000入、英領ギアナに 127，000入、ナターノレに

115，000人、トリニダー ドに 103，000人、フィジーに 31，000入、 東アフリカに 28，000入、

ジャマイカに 13，000人いたと推計されているへまたピノレマ、セイロン、マラヤなどの港

湾管理、 鉱山開発、農場経営のためにもインド人労働者は利用された。こうした産業を支

えるために、マドラス管区とセイ ロンあるいはマラヤのあいだを、年間約 20方人の労働者

が往来していた"。また、 1914年にイギ りス商船で雇用されていた海員の 17.5%に相当す

る 50，000人が、 「ラスカル」と呼ばれたインド出身の水夫であった認。さらに重要なこと

に、インド人の移動性は大英帝国の軍事的防衛にとっても必要不可欠であった。たとえば

第一次世界大戦の期間中、 約 130万人のインド人が兵士もしくは作業員として、ヨ ーロツ

パを始めとする世界各地の戦場へ派遣されている"。

しかしながら、カナダあるいは合衆国へのインド人移民の流れは、このような既存のノレ

ートから逸脱するかたちで生起したものであった。それは香港、上海、マラヤなど大英帝

国のアジアの前哨基地に 「帝国拡張の尖兵ω」として派遣されたインド兵士、現地社会の

治安維持のために雇用された警察官、看守、警備員が、自由な労働者へと転身し、太平洋

M 年季契約移民制度に関しては次の文献を参照のこと。HughTinker， A New System of 

Slavery: the Export of lndian Labour Overseas， 1830-1920， London ; Ne明 York: Oxford 

University Press， 1974; Madhavi， Kale， Fragmen臼 ofEmpIre: Capital， Slavery， and 
Indian lndentured Labor Migration in凶eBritish Caribbean， Philadelphia : University 

Pennsylvania Press， 1998 
35 Tho皿 asR. Metcalf， Imperial Connections: lndia in the lndian Ocean Arena， 
1860-1920， Berkeley: University of California Press， 2007， p. 136 

36 T. G. Fraser， "The Sikh Proble皿 inCanada and Its Political Consequences， 

1905-1921， The Jour.刀alof Imperial and ComlllOnwealth History， Vol. 7， No. 1 (1978)ヲP

36 

37 Radhika Singha，“A ‘Prope汀rPassport' for the Colony: Border Crossing in Britis 

h India， 1882-19月20，"Colloquiu皿 日eries，Program in Agrarian Studies， Yale Unive 
rsity， Available fro皿 htto :1 /www.vale.edu/a!!rarianstudies/oaners/16Das5Dortill.Ddf 

(Accessed 4 June 1913)， p. 2 

38 C. Dixon，“Lascars: The Forgotten Seamen，" in R. Ommeリrand G. Ponting eds.， 
Working Men Who Got Wet: Proceedings ofthe Fourth Con品目nceofthe Atlantic 

Canada Shipping Project， St John's : Atlanti巴日hippingProject， 1980， p. 265 
39 Singha， Op. cit.， p. 2 

.， r帝国拡張の尖兵Jという言葉は、以下の著作における秋閏の議論から借用した。秋閏

茂 『イギ りス帝国とアジア国際秩序 ヘゲモニー国家から帝国的な構造権力へ』名古屋大

学出版会、 2003年。
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41 Mark S. Gaylord and Harold Traver, “Colonial Policing and the Demise of British 
Rule in Hong Kong,” International Journal of the Sociology of Law, Vol. 23 (1995), p. 
26.  
42 Maddhavi Thampi, Indians in China 1800-1949, New Delhi : Manohar, 2005, p. 60. 
43 Norman Buchignani, Doreen M. Indra and Ram Srivastava, Continuous Journey: A 
Social History of South Asians in Canada, Toronto : McClelland and Stewart, 1985, pp. 
5-7 ; Darch Singh Talta, “Sikh Free and Military Migration during the Colonial Period,” 
in Robin Chen, ed., The Cambridge Survey of World Migration, Cambridge : Cambridge 
University Press, 2010, p. 71. 
44 John Castell Hopkins, The Life of Edward VII, n.pl., 1902, p. 372. 

John Edward 

Courtenay Bodley, The Coronation of Edward the Seventh; A Chapter of European and 
Imperial History, London : Methuen, 1903. 
45 The Straits Times, 4 April 1902. 

を越えた人間たちだった。

アヘン戦争以来、香港には多くのインド兵が駐留していた。彼らの多くは除隊後もその

地に留まり、現地社会の治安維持を担う警官や警備員として雇用された。それは、 イギ リ

ス流の分割統治の観点から、現地の中国人よりも外来のインド人を採用することが好まれ

たていたからであるヘ契約任期の満了や待遇への不満などの理由からこうした職を辞し

たインド人のあいだでは、そのまま 「故国jに帰るのではなく、タイ、スマ トラ、上海、

マニラといった街へ出稼ぎに行くことが一般的におこなわれていた。東アジアおよび東南

アジアにおけるインド人ネットワークを通して、頻繁な情報の流通と労働力の還流がおこ

っていたのであるべそして、世紀転換期を迎える頃からは、オーストラリアやニュージ

ーランド、フィジーや他の太平洋諸島、さらにはカナダやアメリカ合衆国が渡航先の選択

肢に含まれるようになる。

香港に住まうインド人のあいだでカナダという新天地への関心を喚起させた出来事とし

てしばしば言及されるのは、 1902年夏にロンドンで催されたエドワー ド7世の戴冠式に参

加した香港駐留のインド兵士たちのことであるべ

この裁冠式を祝う盛大なベージェントには、1897年のヴィクト りア即位 60周年式典

(Dia皿 ondJubilee)の前例に倣い、世界中から数千人の参加者が帝国の首都に集められ

た。ハンプトンコー トに集結したインド兵だけでも 900人を数えた“。カナダへのインド

人の移民史においては重要なのは、香港から派遣された部隊である。香港義勇兵、第 1中

国人連隊、パンジャーブ香港連隊に所属する 83人の将校と兵士たちから構成されたこの一

団は、 「紅海を通る炎天の航路を避けるためにj、カナダを経由するノレートを使って香港と

ロンドンのあいだを往復した“。6月 3日にエンプレス・オプ ・ジャパン号でヴィクト りア

41 Mark S. Gaylord and Harold Traver，“Colonial Policing and the Demise of British 

Rule in Hong Kong，" InternationaJ Journal ofthe Sociology of Law， Vol. 23 (1995)， p 

26 
42 Maddhavi Tha皿 pi，Indians in China 1800-1949， New Delhi : Manohar， 2005， p. 60 

43 Norman Buchignani， Doreen M. lndra and Ra皿日rivastava，Continuous Journey: A 
Social History of South Asians in Canada， Toronto : McClelland and Stewart， 1985， pp 

5-7; Darch Singh Talta，“Sikh Free and Military Migration during the Colonial Period，" 
in R.obin Chen， ed.， The Cambridge Survey of WorJd Migration， Cambridge : Ca皿 bridge

University Press， 2010， p. 71 

“ John Castell Hopkins， The Life of Edward VII， n.pl.， 1902， p. 372 この時に、インド

中から召集された兵士については次の文献中に詳しく記録されている。JohnEdward 

Courtenay Bodley， The Coronation of Edward the Seventh; A Chapter of European and 

Imperial History， London : Methuen， 1903 
45 The Straits Times， 4 April 1902 
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Vancouver Public Library, VPL3027. 

                                                   
46 The Vancouver Daily Province, 3 June 1902. 
47 Norman Buchignani, et al., op. cit., p. 5.  
48 6 9

 

に到着した一行は、そのままヴァンク ーヴァーまで行って下船し、そこで熱烈な歓迎を受

けた。なかでもパンジャープ連隊の兵士たち(大部分はシク教徒で、少数のイスラム教徒

が含まれていた)は、特に住民たちの眼には新奇に映った。『ヴァンク ーヴァー・デイリ ー ・

プロヴィンス』紙は、 「ターバンを被った男たちが関心を喚起インドから来た勇ましい男

たちに群集は畏怖の念Iとの見出しをあげ、地元での興奮を伝えている46.， 6月5日、 行

は列車でモント リオールへ向かい、 14日にはカナダからの派遣団とともにイングランドへ

出航した。ロンドンからの帰りにカナダを通過した折には、オタワで途中下車し、カナダ

総督ミント卿に謁見している(ちなみにミント卿は 3年後インド総督に任命されことにな

る)。オタワから再びヴァンクーヴァーへ向かい、9月 8日にエンプレス ・オプ ・チャイナ

号で香港へ出航した。このパンジャーブ連隊の兵士たちがこの旅路のあいだに見聞きした

カナダの肥沃な大地と経済繁栄への明るい見通しが、香港およびインドの同胞たちのあい

だに伝わり、カナダへと移民を誘引するきっかけになったと言われているH。

写真 2 ヴアンク}ヴァー港でのパンジャープ連隊の兵士の姿(1902年) 4s 

出所 Vancouver Public Library. VPL3027 

46 The Vancouver Daily Province， 3 June 1902 

47 Norman Buchignani， et aL， Op. cit.， p. 5 

4s 6月にエンプレス ・オプ ・ジャパン号で香港から到着した際のものか、9月にヱンプレ

ス オプ ・チャイナ号で帰還する際のものかは不明。なお、写真右側には同乗した中国人

や日本人の移民の姿がみえる。
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49 S. Chandrasekhar, “Indian Immigration in America,” Far Eastern Survey, Vol. 13, 
No.5, (July 1944), p. 138-143.  
50 Karen Isaksen Leonard, The South Asian Americans, Westport : Greenwood Press, 
1997, p. 45. 
51 Ibid. 
52 Johnston, op. cit., p. 2. 
53 Ibid., pp. 2-3. 
54 The Dominion Bureau of Statistics, The Canada Year Book 1920, Ottawa : F. A. 
Acland, 1921, p. 125. 

1908

 

最初期の移民の大半が軍や警察で働いた経験を持っていたことは、多くの歴史家によっ

て明らかにされてきた。たとえば、歴史家の 5 チャンドラシーカーは、 1900年に起こっ

た義和国事件の鎮圧のために極東に派兵されたインド兵が、北米で働いた経験をもっさま

ざまな国の人聞から、カナダや合衆国における 「経済機会についてのパラ色の見通しj を

聞いたことが移住の契機になったと述べている49。また移民史家のカレン ・レオナー ドが

挙げている事例によれば、 20世紀初頭にカナダへ移民したセノレジェアント ・シンは、イン

ド駐在の英国軍将校、香港の銀行家、オーストラリアの商人らに書いてもらった推薦状の

東を所有していた図。これらの推薦状は彼の身元を保証しただけでなく、彼が辿った移動

の経路を後世の歴史家に伝えてくれるヘ

このようにカナダおよび合衆国へのインド人の移住は、帝国の安定を築くために整えら

れた交通網と労働力移転の副産物だったといえる。その様子をもう少し詳しく掘り起こし

てみよう。1904年 3月に、エンプレス ・オプ ・インディア号でヴァンク ーヴァ ーに到着し

た、「髭を伸ばし、ターバンを被り 、ヨーロッパ式の軽い綿製の衣服を着た 5人のシク教徒」

を皮切りに、 5月にエンプレス ・オプ ・ジャパン号で 10人が、続く数ヶ月のあいだに数人

が上陸した52.， 1906年の後半になると、カナダに上陸するインド人の数が飛極的に増加し

た。同年前半では 325人だったものが、 11月半ばに到着したターター号だけでも 696人

を運んだ。8月から 12月までに、ヴァンクーヴァーに着岸したほぽ全てのカナダ太平洋鉄

道会社の定期船がそれぞれ数百人ものインド人を乗せていた日。カナダの移民統計によれ

ば、1904-1905年は 45入、 1905-1906年は 387人、1906-1907年には 2，124入、 1907-1908

年には 2ヲ623人が上陸したと記録されている代急激な増加は、香港や他の地績からの再

移住ではなく、最初期の移民からカナダでの雇用環境について聞き及んだ人々が、インド

49 S. Chandrasekhar，“lndian 1m皿 igrationin America，" Far Eastern Survey， Vol. 13ヲ

No.5， (July 1944)， p. 138ー143

関 KarenIsaksen Leonard， The South Asian Americans， Westport: Greenwood Press， 

1997， p. 45 
51 Ibid 

52 Johnston， op. cit.， p. 2 

53 Ibid.， pp. 2-3 

“The Dominion Bureau of Statistics， The Canada Year Book 1920， Ottawa : F. A 

Acland， 1921， p. 125 なお数字は会計年度ごとのものである。第 2章で詳述するように、

インド人移民の制限を目的として次々と制定されていく排他的移民法のために、1908年以

降に入国数は激減することになる。
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55 Archana B. Verma, The Making of Little Punjab in Canada, Pattern of Immigration, 
New Delhi : SAGE Publications, 2002, pp. 10-15. 

から直接カナダにやってくる流れができていたことを反映していた汽

こうしたインド人の労働力移動の歴史から明らかになるのは、年季契約に縛られた下層

労働者階級と、官僚や警察、軍事機構などに従事する比較的自由な労働者の二層構造が存

在したということであり、そのどちらのノレー トに乗るとしても、 20世紀に入った段階での

インド人の移動は、必ずしもインドを起点としたものではなく、大英帝国内のさまざまな

地点から同時に発生しうる現象であったということである。むしろ英領インドから直接カ

ナダへ渡る波は後発のものだった。ここで、インド人たちが移動と定住を繰り返しながら

常に移住し続ける過程で、帝国の内部に括り付けられながら特定のヱスニシティへと囲い

込まれていく姿が浮かび上がってくるが、その様態をより詳しく理解するための方法論に

眼を向けてみよう。

3. r移 民』研究の方法批判:定点観測的アプローチと方法論的ナショナリズム

移民に焦点在合わせれば国境を越える視野が自ずと開かれると考えるのはあまりにもナ

イーブな発想である。そもそも移民に対する学術的眼差しほど、一見トランスナショナノレ

な視点を提供しているように見えながら、その前提としてナショナノレなものをあらかじめ

想定している眼差しはない。それは、移民研究や国際社会学の分野で近年言われている 「方

法論的ナショナリズムム つまり国民国家を仮説的な観察地点として措定した上で、ナショ

ナノレな境界を越えていく人、モノ、金、情報の 「グロ ーパノレなI移動を観察しようとする

アプローチと重なる。「方法論的ナショナリズムIとは、ナショナノレなものを批判するため

であろうが、それを擁護するためであろうが、非 国民国家的な現象、非 国民主義的な

現象を、国民国家という単位によって分割された世界のネガ、若しくは反証例として分析

する枠組みである。すなわち、市民と国家と社会のあいだの照応関係があることを仮説的

にではあれ措定し、その三位一体が近代世界の社会的 ・政治的 ・経済的単位であるとする

人文社会諾科学に広く共有された方法論的前提は崩されないままだ。国境を超える 「社会」

や 「経済Jについて考察する際に、国民国家は 「超えるj 対象として必要であり、それを

基礎的な単位として採用するかぎり、国家や国民の境界自体は柔軟にも生き残るのである

55 Archana B. Ver皿 a，The Making of Little Punjab in Canada， Pattern of L凹 migration，
New Delhi : SAGE Publications， 2002， pp. 10-15 
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57 Andreas Wimmer and Nina Glick Schiller, "Methodological Nationalism and 
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情。本研究もその 端を構成することが期待される方法論的ナショナリズムに関する批判

的考察が、アンドレアス ・ウィマーやグリック ・シラーによる従来の移民研究の方法論の

洗い直し作業を通じて彫琢されてきたことは、移民研究が国民国家の存在を自明視する思

考法によっていかに枠付けられていたかを示す証左でもあるだろうへ

この意味で、 トランスナショナルという思考自体が、まずは空間的にも、人の資格付け

という意味でも、ナショナノレな境界を前提条件とした定点観測的アプローチだと言えるだ

ろう。移動する人々を主題とするときに、その移動は地理的区分や国民的資格付けなどに

よって既にある境界の向こう側へ、境界線によってあらかじめ因われた区域の外部へ出る

ことであるかのように考えられているのだ。つまり、歴史家のデヴイツド ・ノレーデンの言

葉を借りれば、 「あたかも境界線が先にあり、移動が後から起こっている」と考えられがち

である弱。

しかし、前節で紹介した 20世紀初頭の大英帝国におけるインド人の移動は、ある時点に

おいては何処で始まり何処に向かっているのかが必ずしも自明ではない。 さらに次章で触

れるように、少なくとも大英帝国の臣民であるかぎり、その移動の自由という点からみれ

ば、帝国内部における国境や国民の差異は原則として問題にならなかったはずである。こ

のような本研究の立場と 「方法論的ナショナリズムj とは根本的に相いれないものだ。そ

こで本研究では、国家と国境の存在を分析上の前提とするのではなく、帝国内部において

移動状態にある人々の動きを一義的な観察の出発点とし、その動きが管理されていく過程

で 「国民Jや 「市民Jという囲いが事後的に構成されていった経緯を分析するというアプ

ローチを採る。

移民研究の古典的な研究アプローチは、あたかも移民送出地域におけるプッシュ要因と、

移民の受入地績におけるプノレ要因に関するバランスシートを作成するかのような、移民の

出身地域と移住先という 2点における定点観測的アプローチだった。一方で、移民がある

特定の地域からなぜ、どのように流出しているのかが調査され、他方では、その 「移民」

鴎 「方法論的ナショナリズムj についての概説は以下を参照。佐藤成基 「国家/社会/ネ

ーション方法論的ナショナリズムを越えて」、佐藤成基編 『ナショナリズムとトランスナ

ショナリズム 変容する公共圏』法政大学出版会、 2009年、13-31頁。

57 Andreas Wi皿皿erand Nina Glick Schiller， "Methodological Nationalis皿 and

Beyond: Nation-State Building， Migration and the Social Sciences，" Global Networks 

A Journal ofTransnational Affairs， Vol. 2ヲ No.4 (2002)ヲ pp.301-334 

58 David Ludden，“Presidential Address: Maps in the Mind and the Mobility of Asi札 "

Journal of Asian Studies， VoL 62， No. 4 (November 2003)， p. 1062 
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61 Dimitris Papadopoulos, Niamh Stephenson and Vassilis Tsianos, Escape Routes. 
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62 Adam McKeown, Chinese Migrant Networks and Cultural Change: Peru, Chicago, 

がある特定の地域になぜ、どのように流入し、そしてホスト社会にいかなる影響を与える

のかが考察の対象とされてきた。そして伝統的な学問分業体制のなかでは、おおむね前者

を経済学や地理学が、後者を社会学や政治学が楕け負ってきたといえる"。 この点について、

人文地理学者のティム クレスウェノレの次のような考察は非常に示唆的である。

古典的な移民理論においては、移動は後にされる場所と到着地によって説明される。

人々が移動するのは、彼らがある場所が他の場所よりも(何らかの定量化可能な基

準によって)望ましいとの合理的な決定を下すからである、と。A点と B点を結ぶ

線分は、 A点と B点によって、それぞれのプッシュとプル要因によって説明される

のだ図。

このような二元論は、 「ゲストの出身国j と 「受入国としてのホスト」とのあいだの往来

という国民国家単位の図式的モデノレのなかに移動を還元してきた。「移動に対する社会的管

理の長い歴史とともに、移民研究という分野における同様に抑圧的な りサーチJが、もっ

と複雑であるはずの移民の経路と経験に対する眼差しを曇らせてきたのであるへ

19世紀末から 20世紀初頭にかけて、香港を中継地として北米へと渡ったインド人労働

移民のトランスローカルな経路を歴史社会学的に考察する本研究では、特定の国民やヱス

ニック集団の移住史を通時的に語る伝統的なスタイルに自足せず、複数の地図と複数の歴

史を連結することが必要となる。二分法の定位のなかで、両者のあいだを繋ぐ経路が見え

なくさせられ、移民についての物語の多くが、実のところ移民の移動性よりも定住性に重

きを置いて番カ通れてきたことにより 、往々にして 「定住Iがある国民国家への帰属という

意味へとスライドされてしまう。

この点に関して、歴史家のアダム ・マキューンは、従来の中国人移民史が、移民の出身

固と受入国のどちらか 方からの視点から書かれたため、研究領域が分断されてきたと指

摘している"。前者は、 「華僑Jという言葉が端的に示しているように、移民を 「故郷Jか

59 Caroline B. Brettell and Ja皿 esF. Hollifield eds，. Migration Theory: Taking across 

Disciplines， 2nd edition， New York : Routledge， 2008， pp. 3-9 
関 Tim Cresswell， On the Move: Mobility In the Modern Western World， New York 

Routledge， 2006， p. 29 強調は原文。
61 Di皿 itrisPapadopoulos， Nia皿 hStephenson and Vassilis Tsianos， Escape Routes 

ControJ and Subversion in the 21st Century， London : Pluto Press， 2008， p. 202 

62 Adam McKeown， Chinese Migrant Networks and Cultural Change: Peru， Chicago， 

23 



 24 

 

 

 

 

 

63

64  

state-ness

65

 

 

                                                                                                                                                               

Hawaii, 1900-1936, Chicago: University of Chicago Press, 2001, pp. 1-3.    
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Cambridge : Cambridge University Press, 2000. 

 2008  
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Public Culture, Vol. 11, No. 3 (1999), pp. 527-555. 
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らの視点で捉える研究であり、そこでは移民たちの本国における民族運動への関わりや、

送金や投資を通じた経済への貢献について関心が払われてきた。後者は、たとえば中国人

移民をアメリカ史のなかに位置づけようとするアジア系アメリカ人研究の立場であり、移

民が中国から持ち込んだ文化や社会組織がホスト社会にどのように適応していったかが強

調される。そこでは、中国移民たちが継続的に保持しつづける外との紐帯は副次的な意味

しか与えられない。送出固と受入国の二元論的枠組みに基づいたままでは、いくら 「国境

を越えるI移動に焦点を当てたところで、 「方法論的なナショナリズム」を回避できない

のである。

4. 国境を引き、 「国民」を創生する移民管理

ゆえに求められているのは、移民は国境を越えるから問題となるのではなく 、移民を制

限することによって国境なるものが立ち上がるという視点の転換である。この転換を可能

にするために、本研究は主として二つの研究に依拠する。社会学者のジョン ・ト ピーに

よる 『パスポー トの発明 監視 ・ シティズンシップ ・ 国家~ "と、閉じく社会学者ラディ

カ モンジアによる 「人種、国民、移動性パスポートの歴史J"である。

トーピーは、 「移民政策に関する諸研究は、国家の役割を無視するというよりも、国家

を所与と看倣すことで、移動の規制が国家のまさに 『国家らしさ (state-ness)~ を構成す

るのにいかに貢献してきたのかを理解することに失敗してきた」と述べるベ 『パスポー ト

の発明』は、国境管理や移民管理への社会学的関心を高めた画期的な研究であるとともに、

国家形成を扱う歴史社会学全般にみられる帝国主義への相対的な無関心を徴候的に示す研

究であるため、本研究の議論を組み立てていく上での批判的な出発点となる。

『パスポー トの発明』は、その題名から予想されるものとは異なり、パスポート という

文書の歴史的起源を考察するものではない。むしろトーピーの目的は、 主としてフランス、

Ha waii， 1900-1936，ヲ Chicago:University of Chicago Press， 2001， pp. 1-3 

63 John Torpey， The Invention of Passport: Surveillance， Citizenship and the State， 
Ca皿 bridge: Cambridge University Press， 2000. (=ジョン トーピー 『パスポー トの発

明 監視 ・シティズンシップ ・国家』藤川隆男訳、法政大学出版局、 2008年。]

“Radhika Viyas Mongia， '官ace，Nationality， Mobility: A History of the Passport，" 
Public Culture， Vol. 11， No. 3 (1999)， pp. 527-555 

邸 Torpey，op. cit.， p. 6. (=邦訳、 10頁。]
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ドイツ、イギリス、アメリカ合衆国の歴史過程を比較対照させつつ、 パスポー トに代表さ

れる人々の移動を管理する制度が、近代の国家形成にと って果たした決定的な役割を明ら

かにすることにある。 トーピーによれば、 「国家が移動を認可し、管理する権利を独占し

たことが、近代初期のヨ ーロッパにおける絶対主義の勃興以来、国家の建設自体にと って

本質的なものであった」“。近代国家は、社会から軍事的 ・経済的資源を持続的かっ体系

的に抽出するため、人々の動きをつねに監視できる状況を作り出さねばならず、それには

領域内における移動を 元的に管理する権限を確立する必要があった。そこでまず近代国

家は、荘園主やギノレド、教会といった中間組織がそれまで保持していた権限を剥奪し、自

国の領内における人々の移動に対して、そしてその領内への出入りに対して許認可を与え

る法的 ・政治的権限を独占した。マックス ・ウェーパーの近代国家論を下敷きにしながら、

トーピーはこの過程を 「国家による合法的な移動手段の独占化」と呼ぶへそして、移動

管理の権限の集権化が達成されると、今度は巨大な官僚機構を通じて、その構成員の身元

を戸籍簿や国勢調査表、旅行許可書などといった各種の行政文書へのなかに登記しながら、

各構成員の身元を絶えまなく確定し、その移動を管理する制度を整えたのであった。こう

した過程のなかで、 「国民J として掌握された国家の構成員は、国家とその領土とに緊密

に結びつけられ、その結びつきが文書の上に定着させられることで、 定のリアリティが

生み出された。

しかしながらトーピーの議論は、 「国家による合法的移動手段の独占化Jが進む時代が、

まさしく 「帝国の時代Iであり、その時期に移動を管理する唯 の主体となっていく国民

国家は、同時に 「植民地国家Jでもあったという決定的な歴史的事実から目を背けている。

自身が扱っている地域が欧米諸国に限定されていることから予想されるヨ ーロッパ中心主

義だとの批判に対しては、 トーピーは本書の官頭で次のような弁明をあらかじめ用意して

いる。

本研究の地理的な枠組みは、考察される時代の酋洋諸国の支配が比較的明白なものと

なり、世界の他のほとんどの地績への西洋のやり方の押し付けは、その時代の最も顕

著な特徴のひとつとなっていた、という私の信念に由来している。ここでは、近代に

おける西洋の勃興と支配に関する常識的な知見と私には恩われるものを繰り返してい

66 Ibid. (=邦訳、向上。]

67 Ibid.， pp. 4-5. (=邦訳、 7-8頁。]
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るにすぎない。これを非西洋文化に対するなんらかの軽蔑を示唆していると取られる

べきではない。ただ単にそれらの社会が自分たちのやり方を世界に押しつけられるほ

どに十分に強力ではなかったと認識をしめしているだけなのである叱

ここで表されているのは、西洋で確立されたモデルが、ある種の 「モジューノレj として

非西洋諸国へ普及し、次第にグローパノレな標準となったとの筋書きである。この普及の過

程が往々にして暴力的なものであったことが示唆されるという程度に、植民地主義の影が

灰めかされているにすぎない。むろん西洋諸国は、本国社会のなかで発展した統治技術を

植民地社会に移植した。だが他方で、植民地統治の過程で開発され、発展した諸政策や諾

実践が後に本国社会へ逆輸入されたという 事例も少なくない図。たとえば、身元確定技術

の典型である指紋法は、元来は 19世紀後半の植民地インドにおいて、行政事務の効率化や、

定住生活を営まない部族の取り締まりなどを 目的として開発、実用化されたものである。

犯罪捜査上の画期的な手法として本国に持ち帰られるのは 20世紀になってからであり、南

アフリカでさらなる実験が試みられた後のことであった初。

トーピーは自身の研究が刺激となって他の地績における研究事例が蓄積され、比較研究

が前進されることを多いに期待してはいる。 しかし、非西洋諸国を分析の坪外に置くこと

は、単なる地理的な限定に留まらない、より大きな埋論上の問題をはらむのではないだろ

うか。国民国家と帝国の二重性を念頭におき 「本国Iと 「植民地」を単一の空間的枠組み

のなかで捉え直すならば、 「あらゆる社会階層の人々が国家に対してより平等に近い地位を

68 Ibid.， pp. 2-3. (=邦訳、 5頁。]

" ミシェル ・フーコーは、植民地から本国への統治技術の逆流現象を 「プーメラン効果J

と呼び、大きな注意を呼びかけている。「植民地化が [中略]ヨ ーロッパ製の諾モデノレを他

の諸大陸へ運んだのは明らかだが、他方でそれが西洋における権力のメカニズムに、権力

の諸装置、諸制度、諸技術へ少なからぬプーメラン効果を与えたことも決して忘れられて

はならない。 連の植民地的諸モデノレは西洋に持ち帰られ、結果的に西洋は自身に対して

植民地化のようなこと、あるいは内的植民地主義を実践できたのである。JMichael 

Foucault， SOcIety Must be Defended: Lectures at the CoJJege de France， 1975-76， 
translated by David Macey， New York : Picador， 2003， p. 103. (=ミシェルフーコー『社

会は防衛しなければならない コレージュ ド フランス講義 1975-1976年度』、石田英

敬 小野正嗣訳、筑摩書房、 2007、103頁。]

"指紋法の植民地的系譜に関しては以下のものを参照のこと。ChandakSengoopta 

Imprint ofthe Raj: How Fingerprinting was born in Colonial lndia， London : Pan 

Macmillan， 2003. (=日 セングープタ 『指紋は知っていた』、平右棒子訳、文春文庫、2004

年。] 高野麻子 rw指紋法』誕生の軌跡 大英帝国のネットワークと移動する身体の管理と

いう 『課題~J W情報学研究~ No.82、2012年、 43-68頁。
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得ていくにつれて、その領域内部のローカノレな空聞の移動に対する国家の管理規制は弱ま

り、国家の外縁である 『ナショナル』な境界に関する管理によって代替されたJとするト

ーピーの筋書きには、いくつかの留保が必要となってくる"。たしかにヨ ーロッパ大陸の

なかで進展した過程だけをみれば、境界線が国士を枠付ける外周の域まで押し広げられ、

その内側では通行を阻む壁が原則的に取り払われ、自由な交通空間が形成されたようにみ

える。しかしながら、帝国の領土の遠心的性格と、 「外部」を 「外部Jとして包摂する矛盾

にみちた構造を念頭におけば、それがいかに不十分であるかが明らかとなる。

さらに強調されるべきは、帝国の多重的な意志決定プロセスと、パッチワーク状に連な

る異なる法域の存在によって、人々の移動を管理する権限が水平的に分散していたことで

ある。そもそも、帝国的空間において 「圏内j と 「圏外Iの境界はそれほど単純なもので

ない。大英帝国を例にした場合、その 「国境j は帝国の外境、 すなわち世界地図の上で赤

く色に塗られた部分とその他の色で塗られた部分の境目を指すと見なすべきなのか、ある

いは、 大英帝国を構成する各自治領や保護国、保護領のそれぞれの領土の外線を指すと見

なすべきなのか。帝国における 「国境Jは、英国とフランスとの国境線として地図上のド

ーパー海峡を指示するほどには容易ではないのである。

また、帝国の移動管理においては、 「国民Jと 「外国人j という単純な二項対立の存在を

前提にはできない。そこでは 「外国人Jの出入国だけでなく 、国籍法上は 「国民j である

はずの植民地住民の移動も管理の対象となっていた。そして、次章以降で詳しく見るよう

に、同国人に格差を設けていくことのほうが、より困難な課題を提出していた。統合すべ

き国民の外廷を画定し、国民国家を建設する作業と平行して、征服した植民地の住民を異

質かっ劣等な 「外部Jとして主権の元に組み込む必要に迫られた帝国の移動管理技術は、

国民国家の 「国境」を固との境目だけでなく、本国と植民地のあいだに、また植民地同士

のあいだにも立ち上げざるをえなくなる。

すでに述べたように、国家による移民管理に関する歴史社会学的研究は、「国民国家Iと

いう分析単位を暗黙の前提として採用してきた。そこでは帝国主義や植民地主義の問題は、

特殊事例として処理されるか、国家発展における過渡的な段階として扱われてきた。 しか

し近代の国民国家が同時に植民地帝国でもあったことを鑑みれば、 近代における移民現象

とその管理の形成過程を理解するためには、それらを帝国という歴史的 ・空間的布置のな

71 Torpey， op. cit.， p. 9. (=邦訳、 15頁。]
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かで捉え返さなければならないはずである。

他方で、モンジアによる研究はこうした問題に取り組んだ数少ない研究である。モンジ

アは、 1906年から 1915年にかけて、インドからカナダへの移民制限をめぐってカナダ自

治領政府とインド政庁が交わした帝国内外交文書の読解を通して、帝国という歴史的文脈

のなかで、 「国民Jの範瞬が移民管理の主軸として採用されていく過程を検証した。モンジ

アの解釈では、カナダによるインド人移民の排斥は、移民制限の根拠とされた人種的差異

が、「国民jの範幡として変換されることによって達成された。こうした歴史分析を通じて

そンジアが例証しようとするのは、 「国民Jという単位に基づく移民管理が、近代国家がそ

の成立時点から行っていた実践ではなく、植民地における火急の課題への対応として採用

されていったという経緯である。モンジアによれば、 「国民国家の形成の後に移動の管理が

始ま ったのではなく、ある部分では国民人種の軸線に沿った移動の管理を行うために国民

国家は出現した」といえるのである叱

トー ピーにとっては移動を 元的に管理するための技術であったパスポートだが、モン

ジアによれば、 「パスポー トは単に人種や国民や国籍、国家についての特定の理解を反映し

たテクノロジーであるだけでなく、むしろこれらの範暗に関する近代的定義の組織化と確

立において中心的な役割を担ったテクノロジーであるJn。パスポー トは、移動する人間

たちをより複雑に分類し、そこに優劣干上下関係を付加するものとして機能するようにな

る。国家による移民管理の植民地的系轄を解き明かすモンジアの研究は、移民管理を駆動

させる論理の変容を挺にして、帝国秩序の中から国民国家秩序が浮かび上がる過程を説明

することに焦点が置かれている。 しかし、このような歴史的種別性や偶発性の強調にもか

かわらず、モンジアには帝国から国民国家へ、あるいは 「臣民」から 「国民」への移行と

いう、ある種の近代化論的見通しに基づいた発展段階論的思考が認められるのである。国

民国家は帝国から生まれ、あたかも国民は臣民が 「国民国家化」された進歩形態であるか

のように。

これに対して本研究は、あくまで帝国秩序の内部における移民管理の様態を体系的に把

握することに限定される。インド人が帝国内部を移動することによって生じた微細で偶発

的な出来事や、それらへの植民地当局による場当たり的な対応として、半ば既成事実的に

72 Mongia， op. cit.， p. 554 強調は原文。

73 Radhika Viyas Mongia， Migration， Co}OnIaliS111， Globalization: HIstorIes ofthe 

Free-Subject and the SovereIgn Nation S臼 te，Ph.D. Thesis， U niversity of Illinois， 2000ヲ

p. 46 強調は原文。
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積み重ねられていく諸々の法制度を個別具体的に観察していくことにより、 「臣民J、「人

種J、「市民Jといった範曙が、相互に矛盾を亭んだまま同時並行的に用いられることで、

帝国内の移民管理が動態的に形成 ・維持されていた様態を明らかにすることを目指してい

る。移民管理における 「国民」や 「市民j あるいは 「人種」といった概念の場当たり的な

採用は、帝国秩序から国民国家秩序への移行を跡付けているというよりはむしろ、統治対

象としての臣民を、帝国秩序の維持のために強引に特定の 「国民j、「市民J、「人種j へと

区別化することにより、結果としてそれらの範鴫が逆説的に帝国秩序を内側から壊してい

くことになるという矛盾を生じさせる過程として考えられるだろう。

5.おわりに

本章では、 20世紀初頭から 「駒形丸事件」に至る直前までの、インド人によるカナダへ

の移民という大英帝国内における出来事を概観することによって、 「事件Jそのものを帝国

と国民国家の二重性という点から理解するための方法論的検討を行った。従来の移民研究

が素朴な前提としてきた、 「移民」を 「出身国j と 「受入国Jという二項のあいだの往来と

いう定点観測モデノレに乗せて考察する傾向と、さらには移民というトランスナショナルな

現象を把握するためにナショナノレな領域や国民という範鴫を前提とする 「方法論的ナショ

ナリズムJを批判的に検酎し、本研究全体の理論的枠組を提示 した。その際、移民管理と

いう技術自体を歴史的に検討した研究として、ト ピーとそンジアをとりあげ、それぞれ

の論点を整理した。ウェーパーの国民国家論に基づき、 「国家による合法的移動手段の独占

化Jの道具としてパスポー トの発明を意義づけるトー ピーに対し、モンジアは、パスポー

トが、帝国から国民国家へとシステムが移行するにともない、その主体である臣民が市民

へと変容していく、その過程自体を促進する機能を果たしたと論じていた。本研究は、帝

国秩序への目配りを欠いていると言わざるをえないトーピーよりも、帝国と国民国家の二

重性を重視するそンジアに近い立場をとるが、モンジアもまた近代化論的な単線的発展段

階論を脱しきれていないことを指摘した。

このような先行研究批判を踏まえたうえで本章が取り組んだ課題は、 「国民」、「市民jそ

して 「人種Iによる区別化は、移動を制御するために、むしろ移民管理の論理のなかで、

事後的に構成されたものであり 、移民と移民が創りだすさまざまな現象形態をそのように
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捉えるための視座の転換である。そこにある国民国家が移動を阻むのではなく 、移動を管

理するために国民国家が創りだされる。そしてそれは本来、帝国秩序を維持するために採

られた措置だったはずだが、 「臣民j を 「国民j、「市民」、 「人種Jに下位区分化することに

よって、とりもなおさず帝国秩序を内破させる結果となるだろう。次章からはその過程を

詳細に描き出していく 。
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74 Norman Buchignani, Dreen M. Indra and Ram Srivastava, Continuous Journey: A 
Social History of South Asians in Canada, McClelland and Stewart, 1985, p. 11. 
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第 2章

波打ち際の「英国臣民j 大英帝国における移民管理

1 .はじめに

本章の課題は、 20世紀初頭のインド人移民に対してカナダ自治領政府が導入した制限的

措置を社会学的な考察対象として、大英帝国内の移民管理の様態を明らかにすることであ

る。「英国臣民 (BritishSubject) Jであるインド人の帝国領内の移動に対して、同じ帝国

領の一部であるカナダが、どのような法制度を整備し、それを現場の移民審査官がどのよ

うに運用していったのかを具体的に追いかけながら、移民管理が場当たり的かつなし崩し

的に出来上がっていったとの見取り図を描く 。

2 インド人移民の渡航略史と排斥熱の高まり

第 2次世界大戦までのカナダに渡来したほぼすべてのインド人は、パンジャーブ州の出

身者であり 、その 90%近くはシク教徒だった"。東インド会社のインド支配を壊滅寸前ま

で追い込んだ 1857年の大反乱(セポイ反乱)以降の徴兵方針の転換により、パンジャー

ブ州はインド兵の主要な徴兵拠点となっていた。なかでも同州のシク教徒は「尚武の民

CMartial Race) Jのイデオロギーのもと、戦闘に長けた身体的資質と、規律と忠誠を重ん

じる気風を持った種族として英国人の支配者から重用された。シク教徒は英国のインド支

fi2の軍事的安定を支える兵士としてインド各地に駐屯しただけでなく、香港や上海、シン

ガポーノレなどの植民地の治安維持を担う人員として海外にも派遣されていた"。前章で見

たように、カナダへのインド人移民の渡航は、このように大英帝国のアジアにおける前哨

74 Norman Buchignani， Dreen M. lndra and Ram Srivastava， Continuous Journey: A 

Social History of South AsIans in Canada， McClelland and Stewart， 1985， p. 11 
75 Heather Streets， Martial Races: The Military Race and Masculinity in British 

Imperial Culture， 1857-1914， Manchester: Manchester University Press， 2004 
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基地で、治安維持を担うべく、兵士や警官あるいは民聞の警備員として働いていたシク教

徒が、よりよい経済機会を求めて太平洋を渡ったことに由来した71

1906年以降の急激な増加は、香港や他の地按からの再移住ではなく 、最初期の移民から

カナダでの雇用機会と比較的高い賃金水準について聞き及んだ人々が、インドから直接カ

ナダにやってくる流れができていたことを反映していた"。このように次第に増加した移

民であったが、上陸者の数がピークに遣した 1907年でも、ブリティッシュ ・3 ロンピア

州に住むインド人は 4，000人程度に過ぎなかったと言われている"。インド人移民の大半

はロッキ一山脈よりも東部へ移動することはほとんどなく太平洋岸に集住したが、より高

賃金の雇用機会を求めて、南の国境を越えてアメリカ合衆国に移っていったものも少なく

なかった。そもそもほとんどのインド人は、出稼ぎ目的の単身者であったため、定住の意

志は持っておらず、一定期聞の労働で相応の財を築いた後には(そうした成功を収めたも

のが多かったわけではないが)、インドへ帰っていくのが一般的だった。1914年頃には、

カナダの太平洋岸に居住していたインド人は、 2，000人程度であったと推定されている。

これは州人口の 0.5%に満たない数である'"。にもかかわらず、プリティッシュ ・コロンピ

ア州のインド人移民は、その人口統計学的な数値では説明しえない過剰な反応を受けるこ

とになった。

相当数のインド人移民がカナダに到来した時機は、絶好のものであると同時に最悪のも

のだった。「絶好Jというのは、労働力需要がとくに高かったので容易に雇用を確保できた

からである。「最悪j というのは、すでに中国人や日本人に対する排斥運動が激化していた

ため、インド人自身もすぐに排斥の対象となったからである。実のところ彼らが雇用先を

容易にみつけられたのは、アジア人排斥運動のために中国人や日本人の移民数が 時的に

76 1908年にカナダ政府がおこなった移民動向の調査に対して、カナダ太平洋横断鉄道会

社の閥太平洋旅客サーヴィス部門の最高責任者で、15年近く香港で過ごしていたデイヴィ

ッド ・ブラウンは、 「香港ではインド人が警官として非常に広く雇用されており、 [カナ

ダへの]移動はまずもって彼らの同僚のなかから始まったものであるj と証言している。
w. L. Mackenzie King， The Report ofthe Royal COJnmissIon Appointed to lnquire Into 

the Methods by which OrIental Labourers Have Been lnduced 加 Cometo Canada， 
Ottawa : Government Printing Bureau， 1908， p. 75. ( )内引用者補足。
77 Archana B. Ver皿 a，The Making of Little Punjab in Canada， Pattern of L凹 mIgration，
New Delhi : SAGE Publications， 2002， pp. 10-15 

78 Peter Ward， White Canada Forever: Popular Attitudes and Public Policy Toward 

OrIentals In British Columbia， 3rd edition， Montreal and Kingston: McGill-Queen's 

University Press， 2002， p. 79 
79 Ibid 
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低下していたからである。 このため中国の移民数が一時的に急落し、カナダ大西洋岸では

労働力不足が発生し、この不足を補うためにインド人は雇用主から多いに歓迎された尺

しかしながら、 1906年後半にインドから来航者が急増すると、彼らはすぐさま敵意の対

象となる。まず反対の狼煙を上げたのは労働組合だった。 ヴァンクーヴァーとヴィクトリ

アの労働組合評議会が、連邦政府に対してインドからの移民の増加を批判する決議を送り、

「当州へのヒンドゥー労働者の導入に対して断固たる抗議を記録Iし、 「安価なアジア人労

働力で溢れさせようとするさらなる試みIを阻止するため、政府があらゆる権限を用いて

ブリティッシュ ・コロンピア州の白人労働者を助けることを求めた"。 ヴァンクーヴァ ー

の移民官 A. S. モンローは、中国人や日本人とは異なる分野で雇用されていることから、

「白人労働者にとっての競争者としてj インド人は危険視される原因になっていると分析

している叱 「彼らは実際に、製材や道路工事といった白人労働者と同じ種類の仕事に従事

している。白人が手をつけない家内労働や造園あるいは農作業には従事せず、通常、白人

労働者が進むのと閉じ路線での雇用を求めているJ"。

インド人に対する攻撃は雇用の分野に限られなかった。白人労働者から雇用を奪う敵対

者という 言説と矛盾するのだが、インド人は仕事を見つけられないので、早晩、閏窮した

インド人は物乞いとなり町を俳佃するとの風評が広がった。彼らが各家の戸口を回って、

金銭や牛乳を乞う姿が非常に頻繁に目撃されるとも報告されたへ 『ヴァンク ーヴァー・ ワ

ーノレド』紙は 「腹を空かせたヒンドゥーの群れがヴァンク ーヴァ ー市に侵入」との見出し

を上げ、路上を俳佃する 「クー リー」は 「女性や子供への脅威j になると市民に警鐘を鳴

ω 中国人移民に対する排斥運動は、 19世紀半ばから存在したが、政府は国家プロジェクト

である太平洋横断鉄道の建設労働者として、大量の中国人移民を必要としていたため、移

民制限には慎重な姿勢を取っていた。 しかし同鉄道の完成に見通しがつくと、中国人移民

に対する法制的措置が講じられ始めた。1884年にジョン ・マクドナノレド内閣は、中国から

の新規の移民に対して ら0ドノレの人頭税を課すことを決定した。この金額にそれほどの抑止

力がないことがわかると、 1900年からは 100ドルに引き上げられ、さらに 1904年になる

と500ドルへと増額された。品目nislawAndracki， Im111Igration ofOrIentals Into Canada， 

with Special Reference to ChInese， New York : Arno Press， 1978， p. 87 

81 Cited in Norman Buchignani et al.， Op. cit.， p. 18 

82 Letter fro皿 A.S. Monro to W. D. Scott， 16 August 1906， cited in Robert A 

Huttenback， RacIsm and EmpInヲ WhiteSettlers and CoJored Immigrョntsin the 
British Self-Governing Colonies， 1830-1910， Ithaca ; London : Cornell University Press， 

1976， p. 176 
83 Ibid 
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らした舗。

たしかに 1隻の船で数百人が同時に来航した際には、当座の住居を見つけられない大勢

のインド人が、波止場前や公園にキャンプを張り 、周辺をうろつくという光景が見られた。

しかし、インド人が街頭で暮らさねばならなかったのは、当時のプリティッシュ ・コロン

ピア州の都市部が急激な人口増加のために深刻な住宅不足に陥っていたことに起因する。

大家は望みの庖子を選別できたので、多くの場合、インド人の賃貸希望は無碍に拒絶され

た。どうにか借家を見つけられたとしても、住居から力ずくで追い出されることもあった崎。

野外での作業がストップし一時的に解雇された労働者が都市部に戻る冬季になると、住宅

不足は一層悪化した。時には閉じ家に数+人以上が寝起きするという状況だった。ある新

聞は、以前は両親と 12人の子供からなる家族が暮らしていたサイズの住居に、 70人もの

インド人が生活していることを取り上げ、 「箱に入ったイワシのように貧者たちは詰め込ま

れ、時折、木のように血が飛び散る血なまぐさい争いごとをして退屈を紛らわしている」

と報道したへ

このような過密な居住環境に関する情報は、インド人は不潔であるとのイメージと結び

付けられ、インド人の生活条件と衛生観念の低さが、恐ろしい病気を発生させる温床を生

むと信じられた。 ヴァンクーヴァーの衛生調査官モリソンは、「衛生学の観点からいって、

彼らは最下層の中国人よりもさらに悪いと私は考える。これらの男たちが何とか借りた古

いボロ屋敷で生活している様よりも不潔な条件をみつけることは不可能であるj と報告し

た"。また、『デイリー ・コロニスト』紙が伝えるところによれば、ヴァンクーヴァーの著

名な医者は 「脊髄髄膜腫やポリオウイノレス感染症によるトラブルの大部分が、その衝のヒ

ンドゥーのあいだに蔓延る不衛生な諸条件のせいJであると主張した"。

以上のように、カナダ社会のなかで、インド移民は様々な観点から問題化され、他者化

されていった。強調しておかねばならないが、労働問題にせよ住宅問題にせよ、はたまた

衛生問題にせよ、インド人あるいは他のアジア人労働者によって持ち込まれたものではな

く、プリティッシュ ・コロンピア州の独特の経済構造と急激な発展に内在する問題であっ

85 The Vancouver Daily WorJd， 1 Septe皿 ber1906 

86 The Vancouver Daily Province， 23 Nove皿 ber1906 

87 AmerIcan RevIew of Review， 35 (January-June 1907)， p. 365 
88 Cited in Brij Lal， East lndians in British Co}umbIa， 1904-1914: A HistoricaJ Study 

in Growth and Integration， M. A. Thesis， The University of British Colu皿 bia，1976， pp 
111-112 

89 Ibid.， p. 113 
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た点を指摘しておきたい。 とくにヴァンクー ヴァーやヴィクト りアでは、都市のインフラ

が人口の急速な拡大のテンポに追いつかず至るところに歪みが出ていた。また世界市場に

向けた一次産品の輸出に基づくプ りティッシュ ・コロンピアの経済は、市場価格の変動に

応じて好況と不況がめまぐるしく繰り返される状況にあり、林業や農業、鉱業に従事する

移動労働者の雇用環境は常に不安定であった。インド人はこうした都市問題や社会不安の

スケープゴー トにされたのだといえる。

3. r英 国臣民』としてのインド人

あらためて強調しておかねばならないのは、 ヴァンク ーヴァーやヴィクトリアに到着

したインド人移民たちも、インド人移民のカナダ流入に反対していたカナダの排斥主義者

や、政治家、移民局の官吏も、 国籍法上は同じ 「英国臣民Jであり、両者のあいだに法的

身分の区別が存在しなかったことである。カナダ議会が独自の市民権法を制定し 「カナダ

市民jという法的身分を創設するのは1947年のことであり、 インドが大英帝国からの独立

を達成し、インド人が 「インド市民Jになるのと同じ年のことである。

中世以来、イングランドという政治共同体の成員資格は、主冠に対する 「忠誠(allegiance)J 

に基づいて付与されると考えられた旬。忠誠の概念は、領主が支配する領地で出生した個

人は、その領主に対して義務を負わねばならないという封建的発想に由来する。イングラ

ンドのコモン ロー上の成員資格に関する考え方を初めて体系的に整理した 1608年のカ

ルヴィン事件判決は、主の領土内で出生した者はすべて、主の臣民となり、聞 の権利と

義務が与えられるとの原則を確立した"。法的な意味で英国に帰属しているとは、英国主

関英国の国籍法制に関する記述は、以下の研究書を参考にした。AnnDummet and 

Andrew Nicol， Subjects， Citizens， Aliens and Others: Nationality and Immigration Law， 
London : Weidenfeld and Nicolson， 1990 ; Reiko Karatani， Defining British Citizenship 

E凹 pire，Com monwealth and Modern Britain， London : Frank Cass， 2003 

" rカノレヴィン事件」とは、1608年にスコットランド人ロパー ト カノレヴィンとその後

見人を原告とし、彼がイングランドで土地保有権を持てるか杏かが争われた裁判である。

イングランドにおける土地保有は、イングランドの臣民として法的に認められることを前

提としていたため、実質的に争点となったのは、成員資格に関するコモン ・ロー上の解釈

に照らし合わせて、カノレヴィンがイングランド臣民と認定されるかどうかであった。1603

年にスコットランド主ジェイムズ 6世がイングランド主位を継最し、ジェイムズ 1世とし

てイングランド主を兼ねることになった。このため、ジェイムズ 1世がイングランド主を
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92 F. Pollock and F. Maitland, History of England Law, Vol. I, 2nd edition, Cambridge : 
Cambridge University Press, 1952, p. 458. 
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Sir Francis Piggott, Nationality: including Naturalization and English Law on the 
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の 「臣民Jであることを意味した。こうした法的地位は、 17世紀における 2度の革命によ

っても根本的に改変されることなく 、第 2次世界大戦後に制定された 1948年国籍法が、

元来は共和主義的な発想に由来する 「市民」 という概念を導入するまで、数世紀に渡って

英国の成員資格の根幹となった。

「主たるルーノレは非常に単純である。生まれた場所が最も重要なのである」と、ポロッ

クとメ ー トランドは、 『イングランド法の歴史』のなかで述べている 92。重要なのは、この

出生地主義りussoli)の原則は、イングランドの支配領土が地理的に拡大しても変更され

なかったことである。イングランドとスコットランドとの合同による連合主国の形成、ア

イノレランドの征服、北米、カリプ海、インド亜大陸、太平洋、アフリカにおける植民地の

建設によって、英国主の領土の地理的範囲はグローパノレな規模で広がったが、その統治下

にあるすべての住民は、 「英国臣民Jという単 のカテゴリ ーに包括されたのである。

聞 の主権者との個人的紐帯によって 律に 「英国臣民」として扱う法的制度は、広大

な植民地帝国の領土と多人種の構成員のあいだに統一性を担保するメカニズムとして機能

していたのである旬。 ウダイ ・シン ・メータの印象的な表現を借りれば、この包括的な国

継承した後にスコットランドで出生した者は、イングランド臣民としての法的地位を有す

るかをめぐって法樟家のあいだでも議論の対象となっていた。裁判の結果、ジェイムズ 1

世のイングランド主継最以前にスコットランドで出生した者は、イングランド臣民として

認められないが、カノレヴィンのように継承以後に出生したものは、自動的にイングランド

臣民になるとの原則が確立された。カノレヴィン事件の詳細とその歴史的意義については、

以下を参照のこと。柳閏健一 『イギリス近代国籍法史研究 憲法学 ・国民国家 ・帝国』、日

本評論社、 2007年、同上、 38-52頁。

92 F. Pollock and F. Maitland， History of EngJand Law， VoJ. 1， 2nd edition， Cambridge 

Ca皿 bridgeUniversity Press， 1952， p. 458 しかし、あくまで原則は原則であり、植民地

では常に 「例外」がつきまとった。帝国の拡大においては、英国の主権が及ぶ範囲と英国

法が適用される法域のあいだにしばしば髄艇が生まれ、誰が臣民となるかを規定する古式

ゆかしいコモン ・ローの基本原則が、単純に適用されない事例が数多く生まれた。植民地

において法を執行する行政官が、人種的な区分に基づいて特定の人々を臣民の枠内から意

図的に除外することもあった。たとえば、英国植民地時代のアメリカで生まれた奴隷は、

出生地主義の適用対象から除外され、解放されたあとも臣民として認められなかった。

Dum皿 ettand Nicol， op. cit.， p. 120 大英帝国が地球の表面積の 5分の 1を治め、4億の

人口を抱えたといわれる絶頂期の 20世紀初頭、法棒家のサーフランシス ・ピゴットは国

籍法に関する自著を、 「自らが英国臣民であるかどうかを確言できぬ人々が大勢いるにちが

いないJとの言葉から始めたことは、広大な領土と複雑に細分化される統治機構の結果と

して、英国に帰属する成員を決定する法制度がいかに錯綜していたかをよく物語っている。

目立 FrancisPiggott， Nationality: including Naturalization and English Law on the 
High Seas and beyond the Realm， PartよLondon: Willia皿 Clowesand Sons， 1907， p. i 

m 柳田、前掲書、 87-88頁。
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London : Routledge & Kegan Paul, 1950, p. 233. 
99 Ibid., p. 234. 

籍概念のために、 「カナダの北方領績のイヌイット、ロンドンの行政区のジェントノレマン、

ラジヤスタン州の高地のピーノレ族、ニュージーランドのマオリ族」のすべてが、 「大西洋

の小島に鎮座する女主の臣民」であることが可能だったのである"。

「英国臣民」であることは、少なくとも原理的には、帝国全士において他の臣民と閉じ

諸権利を有していることを意味した。19世紀の法学者ハーパー ト・ブルームは、「此処であ

ろうが植民地であろうが属領であろうが、イ ングランド主の領土内で生まれた者はすべて、

主の庇護下に置かれ、それゆえ我らのコモン ローによって、主に忠誠を尽くすことにな

り、すべての義務に従い、イングランド人 (Englishman)としてのすべての権利と自由を

享受するj とこの原則を整理している街。そして本章の議論にとって重要な点は、そうし

た諸権利には、イングランドの領域内、のちには帝国境内を自由に往来する権利が含まれ

ると伝統的に考えられていたことである91

とくにインド人の権利に関しては、1858年 11月のヴィクトリア女主による 「国主宣言J

によって明確にされた針。この宣言は、1857年のインド大反乱 (セポイの乱)の政治的帰

結として、英国のインド支配が東インド会社による間接統治から英国主の直接統治へと移

行した際に、インド統治の新たな方針として表明されたものである。そこで女主は、 「朕は、

朕のインド領の原住民に対して、朕が他の臣民に対して負っている義務と同じものを負う。

而して、全能の神のあらゆる祝福を受け、朕はそれらの義務を誠実かっ良心的に果たさん」

と、イ ンド人が他の英国臣民と平等の地位に置かれることを明言 した"。また、「朕の臣民

であるかぎり、その人種と信仰の如何を問わず、自 由かっ公平に官職につくことが許され

る」として、人種差別の撤廃を約束したことも重要である"。この宣言はしばしば 「イン

94 Uday Singh Mehta， Liberalism and Empire: A Study in Nineteenth-Century British 

Liberal Thought， Chicago : University of Chicago Press， 1997， p. 115 
95 Herbert Broom， Constitutional Law VIewed in Relation to Common Law， 2nd edit阻止

London : W. Maxwell & Son， 1885ヲ p.31 

96 Randall Hansen，“The Politics of Citizenship in 19408 Britain: The British 

Nationality Act，" Twentieth Century British History， Vol. 10， No. 1 (1999)， p. 71 

" r国主宣言」の歴史的背景に関しては、以下の論文が参考になる。毛利敏彦 「ヴィクト

リア宣言とインド ・ ナショナリズム」 、 『九州大学法政学会~ 26 (2)、1959年 12月、79-98

頁。
"“Procmation by the Queen in Council to the Princes， Chiefs， and People of India，" 
cited in Ro皿 eshDutt ， The EconomIc History of lndia in the Victorian Age: From the 

AccessIon of Queen Victoria In 1837 to the Commencement ofthe Twentieth Century， 
London : Routledge & Kegan Paul， 1950ヲ p.233 

99 Ibid.， p. 234 
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ドのマグナ ・カルタj と称され、インド人が他の英国臣民と同じ権利を草受できる明確な

根拠とされた1∞。

しかしながら、このようにインド人に与えられていたはずの移動の権利は、19世紀末か

ら徐々に次第に名ばかりのものになっていく 。19世紀以降、一定の自治権が与えられたカ

ナダやオーストラリア、南アフリカの自治領植民地政府において、アジア系排斥運動を背

景とした排他的移民法が次々と制定され、 「英国臣民」であるはずのインド人もその対象と

されたからである'"。

こうした状況は、次のような問題を惹起することになった。「英国臣民」たるインド人に

よる帝国領内の移動をカナダ(あるいはオーストラリアや南アフリカ)は制限できるのか。

表向きには人種的平等を担う帝国の論理を犠牲にすることなく、人種的差異を根拠として

インド人の排斥をおこなえるのか。果たしてそれは正当化できるのか。できるとすれば、

どのような法を制定するのが適切か。帝国領内における臣民の移動の自由と、出入国管理

や移民政策における自治領の権限はどちらが優先されるべきか。

カナダの事情については次節以降で詳述するので、ここではインド人移民をめぐる帝国

の全般的な状況について確認しておきたい。まず指摘できることは、インド人の移民統制

をめぐる法的権限の分裂が存在したことである。 方では、自治領植民地には 「園内的な」

事項については独自の法制度を整える権限が与えられており、移民管理と帰化手続、在留

外国人に関する立法もそれに含まれていた。 しかし他方で、帝国全体で通用する 「英国臣

民Jという法的地位は、自治領でも使用され続けた。 J マーヴィン ・ジョ ーンズが説明

するように、r19世紀末から 20世紀初頭にかけて多くの植民地が一定の自治を獲得したと

いう事実にもかかわらず、英国国籍に関する立法は、『帝国議会』の排他的な管轄であると

考えられていた」からである問。それゆえ、英国臣民に影響を与える場合には、帝国領内

1∞ M. K. Gandhi， CoJJected Works of Mahatma Gandhi， VoJ. III， New Delhi 

Publications Division， Ministry of Information and Broadcasting， Government of India， 

1960， p. 357 
山各自治領植民地における排他的移民法の立法過程に関しては、歴史学の分野ですでに多

くの研究蓄積があるが、全体像を掴む上で、次の 2点がとくに有用である。RobertA 

Huttenback， RacIs111 and Empire: White Settlers and CoJored L凹 migrantsin the 
British Self-Governing Colonies 1830-1910， Ithaca : Cornel University Press， 1976 ; 
Marilyn Lake and Henry R.eynolds， Drawing the Global CoJour Line: White Men's 

Countries and the International Chal1enge of Racial Equality， Cambridge : Ca皿 bridge

University Press， 2008 
102 J. Mervyn Jones， British Nationality Law， revised edition， Oxford: Clarendon Press， 

1956， p. 87 
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での移動の自由を約束する 「英国臣民j の地位認定に関する法と、各自治領の移民法や国

境管理法が、互いに干渉し合う関係にあった。

第 2に、インド人移民問題への対応について、帝国の各機関は多くの面で互いに矛盾や

対立を抱えていた。多様な人種や文化で構成される広大な版図と人口を治めなければなら

ない本国政府としては、建前とはいえ、肌の色や人種に関わりなく平等を約束するとの原

則を堅持せざるをえなかった。インド政庁の側は、大英帝国の内部におけるインド人の差

別的待遇を根拠にして、反植民地主義運動が活性化するのを抑制したいとの政治的思惑か

ら、自治領における性急な制限法の制定に反対した。実際、各自治領でインド移民が晒さ

れている様々な人種差別は、反植民地主義運動のなかでの重大なイシューとなっていた。

1911年に本国インド省によって作成された過去 10年のインド人移民問題を総括するレポ

ー トには、移民問題をめぐる自治領植民地とインド人の執礁の深刻さは、 「反乱的な扇動者

と穏健なインド人の意見を代表する絶対的忠誠者たちが団結している」にあると記されて

いる問。各自治領政府が 「白人国家」の建設を目的としたアジア人排斥で共同歩調を取っ

ていたように、インド人移民差別の反対という観点では、その点では立場を具にする反植

民地主義勢力がひとつに穣まっていたのである。 しかしながら、カナダやオーストラ りア

などの自治領植民地との協力関係を維持するという帝国外交の見地からは、本国政府もイ

ンド政庁も自治領側の主張を蔑ろにするわけにはいかず、柔軟な対応を余儀なくされてい

たのが実情だった。

こうしたことは 1897年のヴィクトリア女王即位 60周年記念式典を機にロンドンで開催

された植民地会議の場で、植民地相ジョゼフ ・チェンパレンがみせた両義的な態度に表れ

ている。チェンパレンは 「文明も宗教も慣習も異質な人々の流入」に制限を課そうという

自治領政府の決意に共感を示 しながらも、他方で各自治領政府の首脳たちに、人種や肌の

色の区分を設けない 「帝国の伝統Jを想起させるのを忘れなかった刷。日く、 「女主陛下の

すべてのインド臣民ひいては他のすべてのアジア人を、肌の色や人種を理由にして排斥す

ることは、これらの人々に対する非常なる侮辱行為となるがゆえ、主主陛下がそれに裁可

を与えねばならぬことになれば、この上ない心痛となるだろう 」問。

1田 lndiaOffice Memo， 5 April 1911， CO 886/3/2， National Archives， UK  

104 Great Britain， Proceedings of Conference between Secretary of State五回 Colonies

and Pre111iers of Self-gover刀 ingColonies， at the CoJonial Office， London， June and July 
1897， C. 8596， London : HMSO， 1897， p. 13 
105 Ibid.， p. 14 
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しかし同時に、チェンパレンは排斥の根拠として用いるべき基準を提示することで、自

治領植民地の側に大きく譲歩した。チェンパレンは、 「人種Iが排斥の動機にあっても、法

文上で 「人種」や 「肌の色j が明記されなければ、制限的移民法を制定してもかまわない

と述べた。チェンパレンによれば、制定される法は、 「我々と肌の色が異なっている」とい

う点ではなく、 「移民の資質j を問うものとして設計されなければならず、「不潔であった

り、不道徳であったり、貧困者であったり 、その他法文上に明記しうる問題点j を排斥の

基準として採用されなければならない。こうした観点から、南アフリカのナタール植民地

から提出された法案を取り上げ、それが非常に優れたものであると評価した問。同法は、

移民審査時に、上陸の資格認定としてヨ ーロッパ言語の試験を課すもので、明らかにアジ

ア人移民の排斥を企図したものであったが、法文中には 「人種j への言及がないため、人

種や肌の色によって差別をしていない 「帝国の伝統Iの体裁を傷っけない法と解釈された

のである。

チェンパレンが表明した方針は、会議後、「ナターノレ公式 (NatalFormula) Jとして、

各植民地が制限的移民法を制定する際の基準となった。1897年 12月に西オーストラ りア

植民地が言語試験を課す移民法を制定し、その後の 2年のあいだにニュー -サウス ・ウェ

ーノレズ、南オーストラリア、タスマニア、ニュージーランドが続いた。1900年にはカナダ

のプリティッシュ ・コロンピア州が、1902年にはケープ植民地が同様の法律を制定した。

1901年にオーストラリア連邦が誕生した際、移民に言語試験を課す法律は連邦政府が最初

に制定した法棒のひとつだった'"。

以上のように、 「英国臣民jであるかぎり、帝国領内での移動の自由は保証されるとする

「帝国の伝統」は、法文の上では堅持されながらも、実際の運用面においてはその地盤を

着実に掘り崩されていったのである。そして、植民地で着実に整備されていく法制度を、

本国政府のほうも既成事実として受け入れていくようになった。そして、 1903年にインド

総督ジョ ージ ・カーゾンは、 「帝国のすべての市民が、その肌の色や出自に関係なく、人種

に基づく資格の除去や、社会的あるいは経済的な制限によって妨げられることなく 、帝国

のあらゆる場所で平等な条件のもとで生活し、労働する自由がある」との主張は、 「大英帝

国がいまだ到達しておらず、おそらくは決して到達しえぬ発展を仮定したものJにすぎな

106 Ibid.， p. 13 

107 Ada皿 McKeown，Melancholy Order: Asian Migration and the Globalization of 

Borders， New York : Colu皿 biaUniversity Press， 2008， pp. 195.196 
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いと評するまでになっていたのである四

4. カナダにおけるインド人排斥の法制度化

インド人に対する排斥熱が高まっていくなか、カナダ政府にとってインド移民の「入国」

に際して制限策を講じるのは容易ではなかった。繰り返しになるが、インド人は英領植民

地から来る 「英国臣民Iであり 、カナダも同じく 大英帝国の一部を成す植民地であった。

帝国的な配慮から人種的区分を明記するような移民法の制定も回避されなければならなか

った。では、どのようにして彼らの渡航は制限されたのだろうか。以下では、インド人移

民の移動を管理するためにカナダ政府が法制度を構築していく過程について詳述する。

当初、カナダ政府は、イ ンド政庁にパスポー ト制度を導入させ、その発給数をインドの側

でコントロ ーノレすることにより、カナダへの渡航者数を削減しようと考えていた。早くも

1907年 11月に、カナダ首相ウイノレフレッド ローリエは、カナダ総督アルパー ト グレイ

を介して、ロンドンの植民地昔、とインド政庁に対して、パスポー ト制度導入の検酎を打診し

ている。ローり エの提案は次のようなものであった。インド側がカナダへの渡航希望者にパ

スポー トの取得を義務づけ、それを所持せぬ渡航者に対しては上陸を許可しない。そして、

カナダ政府とインド政庁のあいだ合意にもとづき年聞のパスポートの発給数を設定すること

で、カナダへの移民数を制限しようとした。つまり 、イ ンド人の移動性を共同管理のもとに

置こうと促したのである。同時にロー リヱは、インド政庁がパスポー ト制度の導入に同意し

なければ、イ ンド人移民に対して 200 ドノレの携帯金の所持を義務づける枢密院令を発布し、

「国主陛下の臣民の一部に対して例外的な障害を課すJことになると通達した問。

数ヶ 月の留保の末に出されたインド政庁からの回答は、次のようなものであった。

我々はカナダ政府が抱える固有の困難を認識し、この難問に取り組むにあたって融和

的な態度をとっていただいていることに感謝するが、非常に慎重な熟慮の末、遺憾な

がら、自由なインドからの出移民に対して、提案されているような制限をインドの側

108 Robert A. Huttenback， Gandhi In South A企'ica:British Imperialism and the lndian 

Question，1860-1914ヲIthaca: Cornel University Press， 1971， p. 141 
109 GovernorGeneral of Canada to the Secretary of State for Colonies， enclosure， 11 

Nove皿 ber1907， C0886/113， The National Archives， UK  
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で課すといった提案に同意することはできない"0。

インド政庁は、カナダ側の提案に同意できない理由として、何よりもまず 「現在のイン

ドの人心 (publicfeeling)の状態Iを挙げた。この当時の 「インドの人心」には、反植民

地主義とナショナリズムがしっかりと根を張り出していた。国民会議派は、スワラージを

正式な政治目標として掲げ、インド政庁に対して部分的な自治政府の設立を求めていた。

比較的穏健的な要求を出している会議派とは別に、 目的達成のためには暴力的手段を取る

ことも辞さない急進派も大衆から支持を集め始めていた。こうした状況下で、パスポート

を義務化すれば、インド人に対する差別に自ら加担することになり 、反植民地主義運動に

進んで油を注ぐことになると、インド政庁は恐れたのであった。

しかし、インド政庁は 「インドの側Jで制限を設けることを拒否したが、 「カナダの側J

が何らかの制限的措置を取ることには反対しなかった。インド政庁は 「カナダ領内への移

民を制限するために必要な手段をとることはカナダ政府に任せねばならない」と述べ、 「英

領インド人に対してあからさま差別」でなく、身体的適正や一定額の金銭の所持など、一

見中立的な要件を移民志願者に課すものであれば、移民制限措置を講じること自体は容認

したのである'"。

こうして、インド側からのパスポー ト制度の導入を拒否されたカナダ政府は、もともと

はハワイからヴァンクーヴァ ーへ渡航する日本人労働者の波を堰き止めるために考案され、

1908年 1月に発布されていた枢密院令第 27号をインド人移民にも適用することで、英国

臣民であるインド人の移動に障壁を設けようとした山。その法令とは、次のようなもので

あった。

移民は、その出生国あるいは市民権を有する固から連続航海 (continuousjourney) 

によって、かっその出生国あるいは市民権をもっ国 (thecountry of their birth or 

citizenship)を離れる以前に購入した通し切符を用いて渡来するのでないかぎり、カ

110 lndia Office to Colonial Office， enclosure， 30 January 1908， C08861113， The 

National Archives. UK  
III Ibid 

'"ハワイを経由した日本人移民への制限策として同枢密院令が発布されるに至る経緯に

ついては、以下で詳しく論じた。拙稿 「移民研究自体を 『越境』するための試論 19世紀

末から 20世紀初頭における日本人労働者の転航現象を事例としてJW国際文化学.o23・24
号 (2011年 4月)、 19-32頁。
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Correspondence to Alfred Hunswick, Esq., Publicity Agent, Victoria, 

B. C. from L. M. Foster, Acting Superintend of Immigration, 25 July 1911, cited in R. 
Sampat-Mehta, International Barriers: Aliens, Immigration and Citizenship in 
Canada, Ottawa : Canada Research Bureau, 1973, p. 149. 
115 Archana B. Verma, The Making of Little Punjab in Canada, Pattern of Immigration, 
New Delhi : SAGE Publications, 2002, pp. 99-102. 
116 Letter from T. R. McInnes to Frank Oliver, 14 March 1908, Copy, CO42/918, The 
National Archives, UK.  

ナダへの上陸あるいは渡来は禁止されうる'"。

ここで用いられている迂遠な言い回しを噛み砕いていえば、この枢密院令の発布によっ

て、カナダへの移民が上陸資格を得るためには、以下の 2つのうちのいずれかの方法を取

らねばならなくなった。1つめの選択肢は、自身の出生地あるいは自身が市民権を有する

固から、第三国において乗り継ぎを挟まない直行便を使ってカナダの港に来航することで

ある。もうひとつは、第三国での乗り継ぎを挟むが、出生地あるいは市民権を有する国を

出発する際に、出発地から到着地までの全旅程をカバーした切符を購入することである，，.。

当時、インドーカナダ聞ではいかなる汽船会社も直航便の運航を行っていなかったため、

ヴァンクーヴァーやヴィクトリアといったカナダ太平洋岸の港に渡るインド人は、香港や

上海、横浜など極東地域の港湾都市で、 且船舶の乗り継ぎをしなければならなかった1h

日々の移民審査の過程や諸々の情報収集によって、こうしたインド移民の渡航経路を知悉

していた移民審査官は、この規定によってインド人移民の入国を制限できると考えたので

ある。

本規定は、 2月初旬にフィジーからの船でヴァンク ーヴァーに到着した 6人のインド人

に対して実験的に適用され、首尾よく上陸を拒否できたことが確認できると、移民局の秘

密調査員 T.R.E マキネスは、移民局長 W.D スコットに対して、 「ヒンドゥーたちを締

め出すために、この法令の可能なかぎりの拡大適用Iを進言した'"。

しかし早くも翌月には、インド人移民からの挑戦によって、この連続旅程規定による制

限策は失効することになる。3月 15日、183人のインド人を乗せたモントイーグル号がヴ

113 P. C. 27， 8 January 1908 

山移民局長代理 L.M フォースターは、 「連続航海Jを次のように定義づけている。rw連
続航海規定』とは、必ずしも直通航海(品目ctjourney) を意瞭するわけではなく、 「連続
的 (continuous)Jなものを意味すると考えられているので、例えば、もしインドの原住民

がインドでカナダ行きの切符を購入し、その切符を用いてカナダの港へ、直通ではないが

「連続的な航海」によ って旅行するならば、彼は要件を満たすことになる。彼は何処で船

を乗り換えても構わないし、所持している切符が必要とする場合は、何度でも乗り換えを

おこなってもよしリ。Correspondenceto Alfred Hunswick， Esq.， Publicity Agent， Victoria， 

B. C. from L. M. Foster， Acting Superintend of 1m皿 igration，25 July 1911， cited in R 
Sampat-Mehta， InternationaJ BarrIers: Aliens， 1111mIgration and Citizenship in 

Canada， Ottawa : Canada Research Bureau， 1973， p. 149 
115 Archana B. Verma， The Making of Little Punjab in Canada， Pattern of Immigration， 

New Delhi : SAGE Publications， 2002， pp. 99-102 
116 Letter from T. R. Mclnnes to Frank Oliver， 14 March 1908ヲ Copy，C042/918ヲThe

National Archives， UK 強調は原文。
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117 Buchignani, et al., op. cit., pp. 24-25 ; Sampat-Mehta, op. cit., pp. 136-138. 
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アンクーヴァーに到着 した。移民審査官は、そのうちの検疫上の理由で 12人に、移民すべ

てに上陸の条件として義務づけられていた 25ドルを所持していないことを理由に 23人に

送還命令を下した。連続旅程規定の発効以前にインドを出発した 78人にも同規定が適用さ

れた。残りの 70人はカナダ太平洋横断鉄道汽船会社が発行した通し切符を持っていたが、

移民局はカルカッタを出発した者と切符を持っている者が同 人物であるという証拠がな

いという理由を挙げて、他のものたちと一緒に送還することを決定した117。

しかし、移民審査官からの送還命令を不服としたインド人は、その撤回を求めてプ りテ

ィッシュ ・コロンピア州控訴裁判所に提訴した。審理の結果、 1908年 3月 24目、裁判所

は枢密院令第 27号が 「権限険越 (ultravires) Jのため、無効であるとの判決を下 したの

である。判決の根拠は、いささか技術的なもので、法文内部での矛盾によっていた。つま

り枢密院令第 27号の発布の根拠となっていた 1906年カナダ移民法の文言では、特定の移

民の上陸を禁止する権限はカナダ総督に委任されていたのに対して、枢密院令の中では、

「内務大臣の判断において」と権限が内務大臣に委任されていたからである'"。こうして

送還を命じられた 78人のインド人は全員釈放されることとなった。

法廷でのおもわぬ敗北を喫したカナダ政府は、すぐさま善後策を講じた。まず、カナダ

政府は、インドの代理底を介してカノレカッタからヴァンク ーヴァ ーまでの通し切符を販売

していたカナダ太平洋横断鉄道に対して、その販売を停止するよう圧力をかけた問。

次に、上記の裁判で移民法の法文との不整合が指摘された箇所を修正した枢密院令 662

号を新たに発布した'"。また、枢密院令第 27号では、 「禁止されうる(皿aybe} Jとされ

ていた文言を、同要件を満たさない 「すべての移民」は、 「禁止される (shallbe) Jとより

直裁なものに改めた。前回よりも強化された規定を厳格に施行されれば、多くのヨーロツ

パ移民をも途絶させてしまうことを恐れたスコットは、翌 28日ケヘックの移民官に対して

次のような指示を送り、東側の玄関口ではゆるやかな執行を求めた。

「連続航海j に関して新しく発布された枢密院令は、文言の上では絶対的な禁止を

橿っているが、留意しておいてもらいたいのは、それが本当に望ましくない移民に

対してのみ厳格に行使するように意図されていることである。従って、この特殊な

117 Buchignani， et al.， op. cit.， pp. 24-25 ; Sampat-Mehta， op. cit.， pp. 136-138 

118 In Re Bihari Lal et al.， British CoJu111bia Rreport， 12， 1908， p. 415 

119 Buchignani， et al.， Op. cit.， p. 25 

120 P. C. 662， 27 March 1908 
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法令の適用に関して、多大な裁量権が貴官に与えられていることを理解されたし'"。

実際、この規定は立案者たちにとって予想外の結果を生んでいた。 日本からの船に乗っ

てカナダに渡ってきたロシア人やフランス人がヴァンクーヴァーで上陸を拒否されるとい

う事態が起こっていたのである。彼らの 「生国あるいは市民権を持つ国j からの連続航海

ではなかったからである。 ヴァンク ーヴァーの港に直属されていた合衆国の移民官が 「快

く彼らを合衆国へ通過I させたので、これら 「非常に教養ある人士Jは送還を免れたが、

この事件を首相ローリエに報告したマキネスは、 「本官はもちろんそのような問題について

助言する立場にはありませんがJと断った上で、 「しかし、この規定はこのようなばかげた

かたちで行使されることを意図されたものでないことを承知しておりますI と注意を呼び

かけた由。マキネスは内務大臣フランク オ りヴァ ーに対しても、ヴァンク ーヴァーの移

民審査官ムンローに対して運用にあたっては移民官審査官に裁量権があることを指示する

ように{毘している'"。

また、オ りヴァーは、連続航海規定の法的根拠を強化するため、移民法に同規定を挿入

する改正案を議会へ提出した。オりヴァーは送還行政の円滑化という技術的理由から改正

の必要性を説いたが、審議中、ある議員が 「ヒンドゥーたちを排除する、それだけだ (To

exclude Hindus， that is aH) Jと明け透けに叫んだとおり、その真の目的がインド移民の

制限にあることは周知の事柄であった'"。

審議の過程で、イギリス諸島を経由したフランス移民を排除してしまうのではないかと

の懸念とともに、英国臣民の帝国領内での移動に障壁をつくるような法を制定する権限が

カナダ議会にあるのかといった原理的な聞いも提出された。たとえば、審議中に野党保守

党議員ジョン グラハム ハガー トは 「本議会は英国臣民からその忠誠や、特別な理由が

なければ、この固に上陸する権利を奪うことはできないj と問題提起した。ここでハガー

トが想定している 「特別な理由j とは、病気、犯罪、精神疾息、貧困などであり、これら

は英国本国においても入国拒否の理由として採用されていたものである。これに対して、

121 Me皿 ofro皿 日uperintendentof 1m皿 igrat阻止 Ottawa，to P. Doyle， Dominion 

1m皿 igrationAgent， Quebec， 28 March 1908， cited in Sampat-Mehta， op. cit.， p. 140 
122 Letter from T. R. E. McInnes to Sir Wilfred Laurier， 15 March 1908， Copy， 
C042/418， The National Archives， UK 

123 Letter from T. R. E. McInnes to Frank Oliver， 14 March 1908， Copy， C042/418， The 

National Archives， UK 

124 Canada， Parlia111ent， House OfC011111lOns， Debates， 8Apri11908， c. 6435 
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125 Ibid., c. 6439-6443. 
126 An Act to Amend the Immigration Act, 1908, 7-8 E. VII., c. 33, s. 30. 
127 Memo from Frank Oliver, Minister of the Department of the Interior to William 
Duncan Scott, Superintendent of Immigration, 11 April 1908, cited in Sampat-Mehta, 
op. cit., p. 141.  
128 P. C. 1255, 3 June 1908. 

与党自由党のジョ ージ ・フォウラ一議員は、 「精神的あるいは肉体的な不健康などの何ら

かの理由のためであれば、我々は英国臣民を排除する権利を持っているというのなら、我々

は彼らを排除する絶対的理由を持っているといえるようにおもえる」と応戦した。

しカミし、十分な議論が尽くされぬまま法案は下院を通過した問。そして、上院でもさし

たる議論のなされぬままに、総替の裁可を受けて、連続航海条項を含んだ移民法改正法が

4月 10日に発効した126。オリヴァーからすれば、本法がいかに厳格なものであれ、誰に適

用するのかは現場の判断に委ねる腹積もりであったので、上述のような懸念には 切関心

がなかった。特定の移民だけを対象としたものでなく、 何処から来た移民であれ全員に対

して分け隔てなく適用されるものであるかのような法文上の体裁をとることだけが必要で

あった。オりヴァ ーは移民局長スコットに対して、この強力な規定の運用においては、現

場での判断がいかに重要であるかを説明している。

自国からの連続航海で渡航していない移民を排除する規定は強制的なものであるが、

ただし当該移民がほかの面では望ましいときには、彼の排除に関して本昔、に照会さ

れるように、 [中略]この規定はそれゆえ、排除することが政府の方針である人々を

排除するための手段として考案されているのであって、受け入れるのが望ましいと

考えられている人々を排除するためにはではない'"。

インド人移民の流入に対して設けられた墜を、 さらに強固なものにするために、 カナダ

政府は植民地省およびインド省との交渉を重ね、 1908年 6月にはカナダに上陸を求める

「すべてのアジア系移民 (AllAsi抗 日 1m皿 igrants)Jに対して、上陸条件として 200ドル

の現金の携帯を義務づける枢密院令を発布した問。「すべてのアジア系移民」とあるように、

表面上はインド人のみを対象にする法令ではなかった。しかし、「カナダ政府が特別な協定

を結んでいる諸国干、カナダの側で特別な成文法が制定されている諸国Jからのアジア系

移民は適用対象から除外するとの但し書きがつけられており 、これは日本と 中国からの移

125 Ibid.， c. 6439-6443 

126 An Act to Amend the 1皿 migrationAct， 1908， 7-8 E. VII.， c. 33， s. 30 

127 Me皿 ofro皿 FrankOliver， Minister of the Department of the Interior to William 

Duncan Scott， Superintendent of 1皿 migration，11 Apri11908， cited in Sampat-Mehta， 
op. cit.， p. 141 強調は引用者。
128 P. C. 1255ヲ 3June 1908 
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129 Ibid. 
130 Canada, The Dominion Bureau of Statistics, 1921, The Canada Year Book 1920,
Ottawa : F. A. Acland, Canada 1921, p. 125. 
131 Joan M. Jensen, Passage from India: Asian Indian Immigrants in North America, 
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民には本規定が適用されないことを示していた'"。というのは、日本人移民は、日本政府

とカナダ政府のあいだでの結ぼれた紳士協定の結果、日本政府の側が自主的に移民数を制

限することに合意していた。また、中国人移民は、 1885年以来、中国移民法の管轄に置か

れ、特別な人頭税が課されていた。それゆえ、名目的にはインド人のみを対象にした枢密

院令ではなかったが、実質的にはインド人のみが適用対象となるように設計されていたの

である。

このふたつの枢密院令によって、インドからの移民はほぼ完全に途絶することになった。

インド人の渡航者の数は 1908年以降、劇的に減少した。カナダに上陸したインド人の総

数は、 1908年には 2623人だったが、翌年にはたったの 6人となった。1909年から 1920

年の 12年間でみても、 118人を数えるにすぎない問。

1909年 3月 1目、インド総督ミントはカナダ首相ロ ーリヱに対して、「我々はカナダに

よって課された条件についてインドで広く公表し、移民はまったく停止するという結果を

もたらしております。それが再開される可能性は事実上ないでしょう Iと満足げに述べた。

カナダ首相のローリエは、その返信のなかで 「プリティッシュ ・コロンピア州におけるヒ

ンドゥー問題はしばらくの問、プ りティッシュ ・コロンピアにおいて非常に厄介ではあり

ましたが、貴殿の行政による素晴らしい処理によりまして、今では緩和されております」

と事実上の終結宣言をしている'"。

しかし、カナダ政府は手を緩めず、 1910年にはきわめて大胆かっ変則的な立法化を行う。

同年に制定された新移民法のなかに、 「カナダ市民 (CanadianCitizen) Jという範酵を導

入したのである。そこでは、 「外国人 (alien)Jが 「英国臣民ではない個人Iと定義される

方で、次の 3つのいずれかに該当するものを 「カナダ市民J と定義した。

(1) カナダで出生し、外国人にはなっていない (~他国で帰化していなしつ者

(2)カナダに居住権をもっ英国臣民

(3) カナダの法棒の下で帰化を果たした個人で、その後外国人になっておらず、

129 Ibid 

130 Canada， The Dominion Bureau of Statistics， 1921， The Canada Year Book 1920 

Ottawa : F. A. Acland， Canada 1921， p. 125 
131 Joan M. Jensen， Passage fr0111 lndia: Asian lndian L凹 migrantsin North America， 

Yale University Press， 1988， p. 81 

47 



 48 

 132 

 

  

133

 

134  

 

 

 

 

 

                                                   
132 Immigration Act, 1910, 9-10 Edw., ch. 27.  
133 Moffat Hancock, “Naturalization in Canada,” in Norman MacKenzie, ed., The Legal 
Status of Aliens in Pacific Countries: An International Survey of Law and Practice 
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134 Buchignani, et al., op. cit., p. 39. 

居住権を失っていない者'"

そして、 「カナダ市民」にのみ、カナダに自由に入国し、居住する権利が無条件に与えら

れ、それ以外の者を移民法の適用対象とすることを定めた。重要なことは、この 「カナダ

市民j という範鴫は、通常の意味での 「国籍j ではなかったことである。先に述べたよう

に、「カナダ人Jであろうが、 「インド人Iであろうが、大英帝国の成員である以上、国籍

は 「英国臣民Jであった。「カナダの市民j という資格は、あくまでも移民管理行政上の必

要性から生まれたものである。モファトハンコックが印象深い言葉で述べているように、

「カナダ市民Iとしての地位は、「移民審査官のあいだの単なる技術的用語であり、国境に

おいては非常に重要であるが、公民権あるいは政治権に何らの影響をもつものではなかっ

たJのである'"。それは国境線上でのみ効力を発揮 し、移民審査官には可視化されるが、

その境界を跨ぐ前にも、跨いだ後にも、 「カナダ市民Iという範鴫には実質的な内容が含ま

れなかった。カナダ領内で諸権利を享受できる資格に関しては、あくまでも 「英国臣民」

と 「外国人」との区分によって決定されていたからだ。言い換えれば、この範瞬は、 「英国

臣民j と 「外国人」のあいだにグレーゾンを設け、特定の人々を、移民管理においてのみ

「外国人化Jするものだったのである。

この移民法の規定によって、すでにカナダに居住実績のある者の再渡航である以外、イ

ンド人がカナダの国境を越えられる可能性がなくなったといえる。 さらには、移民局はイ

ンド人に対する居住証明書の発行を拒否したため、 旦カナダから出てしまえば、そこに

戻ることは事実上、不可能となったのである問。

132 1皿 migrationAct， 1910， 9-10 Edw.， ch. 27 ( J内引用者補足。

133 Moffat Hancock，“Naturalization in Canada，" in Norman MacKenzie， ed.， The Legal 
Status of Aliens in PacIfic Countries: An International Survey of Law and Practice 

concerning I111111igration， Naturalization and Deportation of Aliens and Their Legal 
Rights and Disabilities， London : Oxford University Press， 1937， p. 99 

134 Buchignani， et a1.， Op. cit.， p. 39 
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5.おわりに

以上、20世紀初頭にはじまるインド人労働者のカナダへの移動と、それに対応しながら

作られていく法制度の変容過程を追いながら、 大英帝国領内における移民管理のー且を明

らかにしてきた。帝国内の移民管理は、中心で確定された基本方針に則って、首尾 貫し

たかたちで行われていたわけではない。また、 「臣民Jから 「国民jへと管理の主軸を変換

するとによって、 足飛びに移民の規制が達成されたわけでもない。「英国臣民Jであるイ

ンド人の領内の移動に対してどのような制限策を講じるかという課題に直面した現場の移

民当局者たちは、そこで生起する微細な出来事に日々対応しながら、 「人種」や 「市民Iと

いった範暗を場当たり的に重ね合わせることで、少しずつ継ぎはぎ状の法制度を構築して

いったのである。帝国領内の移民管理は、このような緩慢で複雑な道程を取りながら、な

し崩し的に既成事実化されていったのである。
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135 The Daily News-Advertiser, 23 May 1914. 
136 The Vancouver Daily Province, 22 May 1914. 
137 H. Rahim, "Mass Meeting of the Hindustanees regarding Komagata Maru." The 
Hindustanee, Vol. 1, No. 1 (June 1914), p. 15. 

第 3章

法外なカによって正当化されるカナダの主権

1 .はじめに

「我々は英国の市民であり、帝国のいかなる場所をも訪れる権利がある 1350J 1914年 5

月 22日に駒形丸がカナダの海域内に入った際、グノレジット ・シンは移民官に対してそのよ

うに語ったといわれる。そして彼の船に乗ったインド人がカナダ政府にいかに取り扱われ

るかによって、インド人が 「我々が大英帝国の全土で平穏を保てるか否が決まるj のだと

も述べた問。乗客たちを陸上から支援するため、カナダ太平洋岸に居住するインド人コミ

ユニティが設立した 「海岸委員会 (theShore Co皿 mittee) Jの中心的メンバーのパルワ

ント ・シンは、カナダ政府が差別的な法を堅持し、駒形丸を退去させるのならば、 「大英

帝国は近い将来に解体するj と語った問。 ヴァンクーヴァーの波打ち際で争われていたの

は、 400人近くのインド人移民のカナダへの上陸可否だけではなかった。帝国の周辺で繰

り広げられた入管闘争には、大英帝国を統合する原理自体が賭けられていたのである。

ヴァンクーヴァーの沖合に投錨した駒形丸の姿は、大英帝国各地で繰り返されてきた次

のような広範な議論を具現化したものだったといえる。英国臣民であるインド人に対して、

帝国の構成員であるカナダ(あるいはオーストラリアや南アフりカ)は門戸を閉じること

ができるのか。(少なくとも建前としては)異人種聞の平等を統合原理として掲げる帝国は、

人種差別を背景とした自治領政府の移民排斥を是認しえるのか。帝国の臣民に与えられて

いるはずの領内における移動の自由と、自治領に付与されていると考えられている移民法

制上の主権はどちらが優先されるのか。

こうした歴史的文脈のなかで考えれば、 2ヶ月間にわたる沖合での抑留のあげくに、 7

月 23日にヴァンクーヴァーを後にした駒形丸の姿は、上のような議論にひとつの答えを出

135 The Daily News-Advertiser， 23 May 1914 

136 The Vancouver Daily ProvInce， 22 May 1914 

137 H. Rahi皿 ，"Mass Meeting of the Hindustanees regarding Komagata Maru." The 

Hindustanee， Vol. 1， No. 1 (June 1914)， p. 15 
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138 The Minute of the Privy Council for Canada (P. C. 2218), 25 August 1913, reprinted 
in Canada, Documents on Canadian External Relations, Volume I: 1909-1918, Ottawa : 

すものだったといえる。つまりは、カナダは大英帝国の一部であるが、カナダに与えられ

た主権の範囲内で、帝国の臣民であっても移民の排除を実行することが可能であるという

答えである。

しかし、駒形丸をめくeって起きた一連の出来事の同時代的な進展を詳しくみてみれば、

カナダ領内からの駒形丸の排斥が、きわめて例外的な事態のなかで正当化されていったこ

とがわかる。本章の目的は、駒形丸に対する移民局の対応や、その乗客たちの送還の法的

正当性が確定されたプリティッシュ コロンピア州控訴裁判所での審議の内容、そして駒

形丸の送還が実施される際の具体的な状況を詳しく跡づけながら、移民管理がカナダの国

家主権に内在する法的な権限であるとの言説が正当化されていく過程には、法領域の外部

における赤裸々な暴力が用いられていたことを明らかにすることである。

2 前哨戦 再開されるカナダの門戸

駒形丸事件自体の話を進める前に、駒形丸がヴァンク ーヴァ ーに入港する直前の時期に

おいて、イ ンド移民に対するカナダの移民制度の壁が、どのような状況に陥っていたかに

ついて簡単に述べておきたい。

前章で詳述したように、 1906年以降増加したインド人移民の入国を制限するため、カナ

ダ政府は諸々の法制度を整備してきた。しかし1913年になるころには、そうした法制度が

機能するための前提条件が不安定なものになっていた。そもそも連続航海規定がインド人

の移民制限において大きな効果を上げたのは、インドとカナダに直行便が運航されていな

いという物理的な条件が存在していたためである。 しかしそれは裏を返せば、どこかの汽

船会社がそうような航路を開設した途端、同規定は実質的効果を失うことを意味した。こ

の点に関して、カナダ枢密院事務官ロドノレフ プー ドローは、次のように述べている。

カノレカッタとヴアンクーヴァー聞における直行便による輸送路の確立は、 [中略]我が

国の移民法規中のある規定によって、目下のところ事実上割除されている東インド人

が大挙してカナダに押し寄せる結果を間違いなく招くことになる問。

138 The Minute of the Privy Council for Canada (P. C. 2218)ヲ 25August 1913， reprinted 
in Canada， DOCU111ents on Canadian External Relations， VoJume]: 1909-1918， Ottawa 
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こうした懸念は、 1911年に日本郵船が日本の諸港とカノレカッタとを結ぶ定期航路を開設

したことによって、半ば現実のものになろうとしていた'"。 日本郵船は 1896年以来、香

港とシアトルを結ぶ北太平洋航路に定期便を就航させ、カナダのヴィクトリアが同航路の

寄港地となっていた凶。カノレカッタ航路とシアトル航路は香港や上海、横浜の港で接続さ

れていたため、同社の定期船を乗り継ぐことによってカルカッタからヴィクトリアへ移動

することが可能となったのである。同社はインドからカナダまでの通し切符を発券できた

ため、インド人移民が連続航海規定を満たしたかたちでカナダまでの渡航を行う条件が、

少なくとも理論的には整っていたことになるM 。

また、既存の定期航路を利用せずとも、イ ンド洋や太平洋沿岸で事業を展開している海

運会社から船を傭船すれば、カノレカッタからヴアンク ーヴァーまでの 「連続的Jな航海を

実現できるという事実も関係者のあいだに不安をもたらしていた。1914年 2月に植民地省

に送付した通信文のなかで、カナダ総督は 「多数の不定期船が問太平洋サーヴィスを展開

しているゆえ、移民のカナダへの入国を管理している規制の 般規定を満たす大量の人聞

をインドからプリティッシュ ・コロンピア州の港に連れてくるには、大 した資本もさほど

の組織力も必要としない」と、数ヶ 月後の駒形丸の到来を予期するかのような報告を行っ

Ottawa Department of External Affairs， 1967， p. 621 
'"日本郵船会社編 『日本郵船株式会社五十年史』日本郵船、 1935年、 234-237頁。1915

年にインド省が作成したカナダへのインド人移民に関する覚書には、連続航海規定の欠点

として、「インドの港とヴァンク ーヴァ ーのあいだに直航便が開設されたならば、 〔インド

人の入国を阻止するという =引用者]目的を果たすことができなくなることであった」と

述べたあと 、「この航路に日本の定期船が就航する可能性が常に存在したJと付記されてい

る。lndiaOffice， Memorandum on lndian Immigration to Canada， 26 August 1915， in 
Canada. Documents on Canadian External ReJations. VoJume [: 1909-1918. Ottawa 
Ottawa Department of External Affairs， 1967， p. 662 
，.，日本経営史研究所編『日本郵船百年史資料』 日本郵船、 1988年、 711頁。

，.， 日本郵船が実際にインド人移民に対してこのような通し切符を販売していかどうかに

関して詳しい記録は残っていなし、。しかしながら、 1913年 8月 1日付の 『ザ ・ヴァンク ー

ヴァー -サン』紙は、前日 7月 31日に日本郵船の佐渡丸で到着した ら名のインド人が、

ヴィクト りアにある日本郵船の代理庖を通して購入した、インドからカナダまでの通し切

符を所持していたと報じている。同紙によれば、この 「深刻な問題に直面したJヴィクト

リアの移民官は、医務監察名目で彼らを一時的に移民局の建物内に収監し、彼らの取り扱

いに関してオタワの本部に問い合わせを行ったようである。 TheVancouver Sun， 1 

August 1913 残念ながら筆者の史料調査では、この 5名が最終的にカナダへの入国を認

められたのか杏かを確認することはできなかったが、この事例ひとつをとっても日本郵船

の航路拡充のために連続航海規定が実質的に無効化していた事態を垣間みることができる

だろう。
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142 The Minute of the Privy Council for Canada (P. C. 302), 23 February 1914, 
CO42/978/9274, National Archives, UK.  
143 P. C. 260, 9 May 1910. 
144 Memorandum from W. D. Scott to Mr. Mitchell, 30 September 1913, cited in Seema 
Soshi, Echoes of Mutiny: Race, Empire, and Indian Anticolonialism in North America, 
Ph.D. Thesis, University of Washington, 2008, p. 177.  

ている，.，。

こうした問題に加えて、そもそも連続航海規定をインド人移民に適用することが法的に

妥当なのかどうかについても疑念がもたれていた。前章で詳述したとおり、同規定は出生

国あるいは市民権を有する国の港からカナダの港まで直行便に乗船するか、あるいは商港

のあいだの全行程をカバーした通し切符を事前に購入するかしない場合、カナダへの移民

は上陸を禁止されるという内容のものであった'"。 しかしながら、そもそもインド人が英

国臣民であり、インド、香港、カナダのすべてが大英帝国の領土である以上、香港を中継

地としたインド人移民のカナダへの渡航は、搭乗した汽船や購入した切符の知何に関わら

ず、連続航海として解釈されうる可能性が残されていた。連続航海規定の運用から 5年が

経過した 1913年の段階でも、移民局長官 W.D スコットは、 「すべての英国植民地におけ

る英国市民権は、連合主国における英国市民権と全く同ーのものあり、インドの英国市民

も他の英国植民地の英国市民でもありうるj ため、インド人移民がカノレカッタからヴァン

クーヴァーまで、香港で船舶の乗 り継ぎを挟んで渡航した場合でも、「市民権を有する固か

らの渡来I として解釈される余地があることを自覚していた出。このように連続航路規定

に依拠したインド人移民の上陸拒否は、実のところ非常に不安定な土台の上で行われてい

たのである。

カナダ移民行政の担当者たちが抱いていたインド人移民に対する法制度の脆弱性に対す

る不安は、 1913年秋に、プリティッシュ ・コロンピア州のヴィクト りア港に到着した一隻

の汽船の乗客の入国可否に関する司法審査によ って現実のものとなる。10月 17目、イン

ド人 56名を乗せた大阪商船の 「ぱなま丸Iがヴィクトリアに到着した。すでにカナダに住

居を構え、インドに 時帰国していた事実を証明できた 17名は再入国者として上陸を認め

られた。一方、残る 39名の入国申請は、枢密院令第 920号(連続航海)と同第 926号 (200

ドノレの携帯金の所持)の規定を満たしていないことを理由に棄却された。彼らは送還を待

つまでのあいだ移民局の収容所に 時的に収監された。しかし、この措置に対して 39名の

インド人は、司法による再審を求めたのである。カナダ太平洋岸のインド人コミュニティ

142 The Minute ofthe Privy Council for Canada (P. C. 302)， 23 February 1914， 

C042/978/9274， National Archives， UK  
143 P. C. 260， 9 May 1910 

144 Me皿 orandum fro皿 w.D. Scott to Mr. Mitchell， 30 Septe皿 ber1913， cited in See皿 a

Soshi， Echoes of Mutiny: Race， E111pIre， and lndian Anticolonialis111 In North All1erica， 

Ph.D. Thesis， University of Washington， 2008， p. 177 
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145 In Re Narain Singh et al, 28 November 1913, British Columbia Report, No. 18, p. 
507. 
146 Ibid. 

からの支援によって、インド人側の弁護人を担当することになった J エドワー ド・パー ド

は、移民局による 39名の収監が不当に行わ札ていると訴え、ブリティッシュ ・コロンピア

州最高裁判所に人身保護令状を請求した。そして、この請求を受けた同裁判所主席判事ゴ

ー ドン ・ハンターの前で審理が聞かれたのである。

法廷においてバー ドは、移民局による 39名の収監が違法に行われていることを立証する

ため、枢密院令第 920号と同第 926号が法的に無効であるとの弁論を展開した。パー ドが

焦点を当てたのは、これら枢密院令で使用されている文言と、それぞれが典拠としている

1910年移民法の条文で使用されている文言とのあいだに、看過しえない不 致が認められ

るという点であった。バー ドが指摘した不一致とは以下のようなものである'"。

枢密院令第 926号は、 「アジアに起源をもっ移民 (i皿 migrantsof Asiatic origin) Jがカ

ナダに入国するためには、 200ドノレの金銭を 「実際に本人が所持 (inactual and pe目 onal

possession) Jしていなければならないと規定している。 しかしながら、 1910年移民法第

37条で用いられている表現は、アジアに 「起源」をもっ移民ではなく、 「アジア人種の移

民 (i皿皿igrantsof Asiatic race) Jである。「起源」という語は 「人種Jという語よりも意

味内容が広範であるため、当該の枢密院令は制定法で規定されている以上の力が与えられ

ていることになる。また移民法の法文は、 200ドルを 「自分自身で所有 (possesin their own 

right) Jを要求しているだけであるが、枢密令の方は 「実際に本人が所持Jすることまで

を義務づけてしまっている。他方、枢密院令第 920号は、移民が 「ネイティブあるいは市

民である国 (countryin which they are natives or citizens) Jからの連続航海以外の手段

でカナダに渡航した場合は、カナダへの入国を禁止することを定めている。 しかし、同令

の典拠である 1910年移民法第 38条では、 「生来の、あるいは帰化による市民 (nativeor 

naturalized citizen) Jという 表現が用いられている。つまり、枢密院令の方では 「帰化に

よる (naturalized)Jという語が脱落しており、制定法よりも大きな効力を持つに至って

いる。またパー ドは、連続航海規定については、 「議会は ヒンドゥーたちがカナダに連続航

海をとって渡来するのが不可能なことを知っており、そのことを人種の点からヒンドゥー

たちに禁止措置を課す口実として利用してきた」ことを問題とし、それゆえ法廷はこの不

正を正すために介入すべきであると弁を振るった'"。

145 In Re Narain Singh et al， 28 Nove皿 ber1913， British Columbia Report， No. 18， p 
507 
146 Ibid 

54 



 55 

39 2

39 147  

2

20

14

148

 

12 8

2642

149

                                                   
147

posses in their own right

in actual and personal possession

38 native citizens “native”

920 “native”

“native”

Ibid. p. 

509-10. 
148 Norman Buchignani, et al, Continuous Journey: A Social History of South Asians in 
Canada, Toronto : McClelland and Stewart, 1985, p. 45. Joan M. Jensen, Passage from 
India: Asian Indian Immigrants in North America, New Haven ; London : Yale 
University Press, 1988, p. 129. 
149 P. C. 2642, 8 December 1913, in Canada, Documents on Canadian External 
Relations, Volume I: 1909-1918, p. 626. 3 31

897 9 13

ハンター判事は、バー ドが指摘した 「ご都合主義や誠実性の問題」には法廷は関わる必

要がないとして議論することを避けたが、枢密院令と移民法のあいだに髄欝が存在すると

の主張を全面的に受け入れた。ハンター判事は両者の文言を詳細に吟味し、移民局による

39名のインド人の収監および送還の法的根拠とされた2つの枢密院令は無効であるとの判

決を下し、移民局に39名全員の釈放を命じたのである，.，。

このように裁判はインド人移民の全面的な勝訴であった。「ぱなま丸Iで来航したイン

ド人全員がカナダへの入国を許されることになったが、ハンターによる判決の影響はそれ

だけに留まらなかった。裁判の2日前に大阪商船の 「志かご丸j でヴィクトリアに到着し

た20名も移民局によって収監されていたが、彼らにも自由が与えられた。さらに、閉じく

司法に保護を求めた 「志あとる丸Iの乗客14名に対しても、プリティッシュ ・コロンピア

州最高裁判所のグレゴリー判事は人身保護令状を発行し、移民局の手から解放された，.，。

過去数年に渡って、数多くのインド人移民の入国を阻んできたカナダ移民規制の障壁は取

り払われたのである。

カナダ政府は、インド人移民に対する門戸を再び閉鎖するべく、すぐさま対策を講じた。

早くも12月8日には、 「現在の労働市場の過密状態に鑑みて」、太平洋岸の海港への 「職人、

あるいは熟練と非熟練の違いを問わず労働者Jの入国を暫定的に禁止する枢密院令第2642

号を発布した凶。字面では、人種や国籍に関わりなく、すべての労働者の全面的な禁止を

，.，ハンター判事が判決理由のなかで述べた解釈についてまとめておきたい。ハンター判事

によれば、 「自分自身で所有 (possesin their own right) Jと言った場合と 、「実際に本人

が所持(inactual and personal possession) Jと言った場合の違いとして、たとえばカナ

ダの銀行に十分な預金のある移民は、前者の基準は満たすことになるが、後者を満たすこ

とができないという具体例を挙げた。また 「人種Jと 「起源Jの違いに関しては、 「起源J
という語は、 「人種Iという語よりも多くの人聞を含んでしまう可能性を問題にし、たとえ

ば、インドに居住するイギリス人の両親のもとに生まれた人聞は、 「アジアに起源をもっJ
とはいえるが、 「アジア人種」とは看倣されえないと述べた。さらにハンターは、移民法第

四条では 「生来の市民 (nativecitizens) Jというかたちで、“native"は形容形として使わ

れているが、枢密院令第 920号のなかでは“native"の語が名詞として用いられているため

に混乱が生じていると述べている。ハンターによれば、“native"を名詞で使った場合には、

たとえばインドで生まれたイギリス人種に属する者が含まれてしまうことになる。Ibid.p 

509-10 

148 Norman Buchignani， et al， Continuous Journey: A Social History of South AsIans In 

Canada， Toronto : McClelland and Stewart， 1985， p. 45. Joan M. Jensen， Passage from 
lndia: Asian lndian ImmIgrants in North Anlerica， New Haven ; London : Yale 

University Press， 1988， p. 129 

149 P. C. 2642ヲ 8Dece皿 ber1913ヲ inCanada， Documents on Canadian E.、ternal
ReJations， VolumeI: 1909-1918， p. 626 当初、3月 31固までの一時的な措置とされたが、
その期限が切れると同時に発布された枢密院令第 897号によって 9月 13日まで期限が延
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920 country of which 
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P. C. 897, 31 March 1914.

1919 Stanislaw Andracki, 

Immigration of Orientals into Canada, with special reference to Chinese, New York : 
Arno Press, 1978, pp. 112-113. 
150 M. R. J. Reid to Anthony Caminetti, 17 December 1913, cited in Soshi, op. cit., p. 
179. 
151 Memo from W. D. Scott to Milne, 10 January, 1914, cited in R. Sampat-Mehta, 
International Barriers: Aliens, Immigration and Citizenship in Canada, Ottawa : 
Canada Research Bureau, 1973, p. 230. 
152 P.C.23, 7 January 1914 reprinted in reprinted in Canada, Documents on Canadian 

External Relations, Volume I: 1909-1918, Ottawa : Ottawa Department of External 
Affairs, 1967, p. 636. 
153 P.C. 24, 7 January 1914, reprinted in Ibid, pp. 636-637. 
154 The Minute of the Privy Council for Canada (P. C. 493), 23 February 1914, 
CO42/978/9195, National Archives, UK.  

植つてはいたが、現場での運用においてはインド人移民のみが適用対象とされていた。た

とえば、ヴァンクーヴァ ーの移民官マルコム ・リー ドは、合衆国の移民局長官アンソニー

カミネッティに宛てた通信文書のなかで、見かけの上ではすべての国の労働者を適用対象

に含めているが、実際は 「ヒンドゥーに向けられているj と説明している問。また、オタ

ワの移民局長官スコットは、ヴァンクーヴァーとヴィクトリアの移民官に対して、本規定

は 「問太平洋便のヒンドゥー以外の乗客Jに適用しないように訓令を送っている 151。

これに加えて政府は、翌年1月7日、前述のハンター判決で無効とされた連続航海と携帯

金に関する枢密院令を新たに発布した。連続航海に関する枢密院令第23号は、 1910年に

発布された枢密院令第920号では、「ネイティプあるいは市民である国 (countryofwhich 

they are natives or citizens)からの連続航海Iとなっていた箇所が、 「生来の、あるいは

帰化による市民である国 (countryof which he is a native or naturalized citizen)から

の連続航海Jと改められた1"。携帯金規定に関する枢密院第24号は、 1910年の枢密院令

926号のなかでは 「アジア出身の移民 ci皿 migrantof Asiatic origin) Jと記載されていた

箇所が、 「アジア人種の移民 ci皿 migrantof any Asiatic race) Jと改められた問。カナダ

枢密院の議事録には、 「新たな枢密院令は制定法[の語句]とより厳密に合致させること

を目的として発布されたのであって、これらの問題に関する政府の方針に何ら変動はないJ

と書カ通れてれている 1"。

このようにしてカナダ政府は、ハンター判決の以前よりも強力な法制度を登備し直した。

しかしながらこうした諸規定が法廷での審理に耐えうるものである保証はなかった。とり

わけ連続航海規定が現実的な効果を失っていることはすでに明白であった。なぜならば、

長された。P.C. 897， 31 March 1914 スタニスロウ アンドリッキによれば、それ以降

も半年ごとに同種の枢密院が発布される状況が、 1919年まで続いた。StanislawAndracki， 

ImmIgration ofOrientals Into Canada， with special reference臼 Chinese，New York 

Arno Press， 1978， pp. 112-113 
1関 M.R. J. R.eid to Anthony Caminetti， 17 Dece皿 ber1913， cited in Soshi， op. cit.， p 

179 
151 Me皿 ofro皿 w.D. Scott to Milne， 10 January， 1914， cited in R. Sa皿 pat-Mehta，

International Barriers: Aliens， 1111111igration and Citizenship in Canada， Ottawa 
Canada Research Bureau， 1973， p. 230 
152 P.C.23， 7 January 1914， reprinted in reprinted in Canada， DOCU111ents on Canadian 

External Relations， VoJu111e]: 1909-1918， Ottawa : Ottawa Depart皿 entof External 

Affairs， 1967， p. 636 

153 P.C. 24， 7 January 1914， reprinted in Ibid， pp. 636-637 

154 The Minute ofthe Privy Council for Canada (P. C. 493)， 23 February 1914， 

C042/978/9195， National Archives， UK. ( 内引用者補足。
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155 Confidential Letter from Governor General Hong Kong to Secretary of State for 
Colonies, 8 April 1914, enclosure 4, CO129/418/15846, National Archives , UK. 
156 Hugh Johnston, The Voyage of the Komagata Maru: Sikh Challenge to Canada’s 
Colour Bar, 2nd edition, Vancouver : University of British Columbia Press, 1989, pp. 
38-39 ; Kazmi, op. cit., p. 101-102 

グノレジット ・シンが当初はカルカッタから航海を開始しようと試み、また、駒形丸による

実験的航海が成功した暁には、カノレカッタとヴァンクーヴァーのあいだに月 2便のスケジ

ュールで定期航路を開設する計画を練っていたからである刷。こうした航海計画は、連続

航海規定によるというものを実質的に無効化するものであった。

3.法の門前 駒形丸の到着と移民局による法外な対処

このようにカナダの移民法制の妥当性が不安定なものとなっていた状況は、ヴアンク ー

ヴァーに到着した駒形丸とその乗客たちに対して移民局がとった法外な措置の背景を成し

ていた。まず、駒形丸は埠頭に接岸することすら許されず、陸から 1キロ以上離れた沖合

に投錨するよう命じられた。移民局は、乗客はおろか傭船者であるグノレジット ・シンにさ

えも上陸を認めず、船上の積荷を降ろすことも許可しなかった。地元の民兵から借り受け

た銃器で武装した警官を乗せた数隻の汽艇が昼夜を問わず船の周囲を巡回し、陸上のイン

ド人や新聞社の記者が船に接近するのを妨げた。 ヴァンク ーヴァ ー在住のインド人たちが

乗客たちの弁護人として雇ったJ エドワー ド・バー ドすら、彼らと自由に面会できず、船

に近づくことさえ許されなかった。外部との交通はすべて移民局の管理下におかれ、陸上

とのやりとりはすべて移民官による検闘を受けることになった出。

移民官マルコム ・リー ドに宛てた手紙のなかで、グノレジット ・シンは移民局の措置を次

のように非難している。

私を上陸させないというのが貴殿の意向のようであるが、貴殿は私が被る損害に対す

る責任を負うことになる。貴殿も知悉しているとおり、私は商人であり 、商人の上陸

を阻止するような法は 切存在しないのである。私は石炭を売却し、此処からの積荷

の手毘をしなければならない。船で必要となる食糧を購入しなければならない。貴殿

155 Confidential Letter from Governor General Hong Kong to Secretary of State for 

Colonies， 8 Apri11914， enclosure 4ヲ C0129/418/15846，National Archives， UK  

156 Hugh Johnston， The Voyage ofthe K0111agata Maru: 8ikh Challenge to Canada's 

CoJour Bar， 2nd edition， Vancouver: University ofBritish Colu皿 biaPress， 1989， pp 

38-39; Kazmi， op. cit.， p. 101-102 
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157 Gurdit Singh to M. R. J. Reid, 23 May 1914, reprinted in Gurdit Singh, op. cit., part 
1, pp. 58-59.      
158 The Immigration Act, 9-10 E. VII., ch. 27, s. 2. 
159 The Vancouver Daily Province, 27 May 1914. 
160 M. R. J. Reid to W. D. Scott, 9 June 1914, Simon Fraser University Library Digital 
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は乗客たちを拘留することはできても、私を拘留することはできないはずである問。

移民法の規定に関するかぎり 、グノレジット シンの主張は全く 正当なものであったとい

える。そもそも彼は、 「移民」としてカナダへの入国を求めたわけでなく、移民輸送と貨

物取引という商業行為のために一時的な上陸を希望したにすぎない。移民法中の定義に即

していえば、彼は 「商業旅行者 (co皿皿ercialtraveller) Jであり、移民法の適用を免除さ

れるべき 「非移民 (non-i皿 migrant)Jに該当した1路。つまり 、移民局による上陸阻止と

船内への拘留は、法で定められた範囲を越えて不当に行われていたのである。地元の新聞

取材に応じた弁護人 J エドワー ド・パードは、こうしたグノレジット ・シンの置かれた窮状

について 「あたかも囚人のようであり、刑務所に入っていたとしてももっとましな扱いを

受けるだろう 」と語り、移民法の何処にも当局が船全体を管理下に置くことを許すような

条項は存在しておらず、駒形丸に対してヴァンクーヴァーの移民官が違法に行動している

と批判した'"。

移民局は駒形丸に対する自らの行動が、法の外部で行われていることを十分に自覚して

いた。実際、ヴァンクーヴァーの移民官マルコム ・リー ドは、移民局長官 W.D スコット

に宛てた報告文のなかで、 「恒常的なトラブノレの源泉となるのを防ぐために、当該船舶 [の

乗客]の上陸を阻止するために取られている非常手段 (extreme皿 easures)Jが必要であ

ると述べている1ω。同時に、駒形丸に対する移民局の法外な措置は、法廷に対する不信の

裏返しであった。 リードは同じくスコットへの手紙のなかで、 「彼らが法廷へ入れば、結

果的に何らかの抜け穴を通ってカナダに入国することになってしまう Jと語っている'"。

それゆえリードからすれば、 「移民局はあらゆる手段を用いて司法手続を阻止しなければ

ならないj のであった'"。

こうした手段のひとつとして、ヴァンクーヴァーの移民局はある計画を立てていた。駒

157 Gurdit Singh to M. R. J. R白 d，23 May 1914ヲ reprintedin Gurdit Singh， op. cit.， part 
1， pp. 58-59 

158 The [J凹 migrationAct， 9-10 E. VII.， ch. 27， s. 2 

1回 TheVancouver Daily ProvInce， 27 May 1914 

四 M.R.J.R白 dto W. D 日凹tt，9 June 1914， Si皿 onFraser University Library Digital 

Collections. Available from: httn:j I con te n t.li b. sfu . ca/ cd皿 Iref/collectionlk皿 2/id/792

(Accessed 23 April 2013). ( J内および傍点は引用者。

161 M. R. J. R白 dto W. D 日凹tt，26 May 1914ヲ citedin Kazmi， op. CIι，p.102 

162 Cited in Josh，op. cit.， p. 37 

58 



 59 

6 11 15,000

163

6 11

164

 

 

15,000

165  

 

1 90

166

                                                   
163 Gurdit 
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164 Kazmi, op. cit., p. 102.  
165 M. R. J. Reid to W. D. Scott, 26 May 1914, Simon Fraser University Library Digital 
Collections. Available from: http://content.lib.sfu.ca/cdm/ref/collection/km_2/id/14786 
(Accessed 23 April 2013). 
166 Sampat-Metha, op. cit., p. 157. 

形丸が寄港地した神戸や横浜などの在日英国領事館からの報告や、駒形丸の船主代理人と

してカナダにおける海事事務を代行していたガーディナー -ジョンソンから提供された傭

船契約に関する詳しい情報から、以下のような事情を知っていたためである。グノレジット ・

シンは6月 11日までに傭船料の一部として 15，000ドルを日本の船主へ送金せねばならず、

その期固までにそれが支払われない場合、債務不履行として船主は傭船契約を破棄し、ヴ

ァンクーヴァーで乗客が上陸できたか否かにかかわりなく、駒形丸は香港へ帰還すること

になる。他方で、グルジット ・シンは門司港で貨物として積載した右炭をカナダで売却し、

その利益の大部分を傭船料に充当する計画でいたため、彼の上陸が認められ、右炭の商取

引を行う機会が与えられないかぎり、傭船料を支払うことはできない'"。それゆえ移民局

は、グノレジット ・シンの上陸を断固として阻止 し、支払期限の 6月 11日まで入国審査手

続を遅延させようとしたのである'"。この計略に関して、移民官マルコム ・リー ドはオタ

ワの移民局長に次のように説明している。

実のところ 15ヲ000ドノレの支払期限が近づいており 、期日までにそれが用意されなけれ

ば、船は帰路に着きます。こうした理由のために、我々はいくぶん緩慢な医務監察を

行っている次第であります。私がグルジット ・シンの上陸に強く反対しておりますの

もそのためでありまして、船上にいるかぎり、彼は金銭を集めるために地元のヒイン

ドゥーたちと交渉することもできず、銀行と商談することもできません'"。

こうした りー ドの思惑によって、通常の手続では数時間で済まされるはずの医務監察だ

けに約 1週間が費やされた。そして入念な検査の結果、 90q'，の乗客がトラコーマなどの擢

患者であると診断され、検疫上の理由から送還の対象者とされた1“。たしかに入国申請者

間グノレジット ・シンの著作の中に駒形丸の傭船契約書の写しが転載されている。G唱 rdit

Sigh， Voyage of Komagatamaru， or lndia's Slavery Abroad， part 1， pp. 23-33 なお、同

契約書の日本語訳については以下を参照。1914年 7月 3日付、関東都督福島安正より外務

大臣加藤高明宛電信、『加奈陀ニ於テ東印度人入国禁止一件 ・ 駒形丸事件~ (外交史料館所

蔵)。なお、引用にあたって片仮名を平仮名に改め、必要に応じて句読点を補った。同史料

からの引用については以下でも同様に処理する。

164 Kaz皿 i，Op. cit.， p. 102 

165 M. R. J. R目 dto W. D. Scott， 26 May 1914ヲ白血 onFraser U niversity Library Digital 

Collections. Available from: htto:j I con te n t.li b. sfu . ca/ cd皿 Ireflcollectionlk皿 2/id/14786

(Accessed 23 April 2013) 

166 Sampat-Metha， Op 白 t.，p. 157 
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に対する医務監察は移民法が定めている合法的な手続であった。また、数百人に対する検

査には相応の時聞が必要だったと考えられる。 しかしながら、カナダ史家の細川道久が指

摘しているように、当時のカナダの海港で実際に行われていた医務監察はほとんど形式的

なものにすぎなかった'"。主にヨーロッパからの移民を相手にする大西洋側においては、

監察官が 1時間に数百人の検査を済ませることも稀ではなかった。またヒュー ジョンス

トンも駒形丸事件に関する著作のなかで、とくに入国申請者が英国諸島の出身である場合

には、書類での身元確認のほかは、ごくごく簡単な検査のみで済まされていた事実に触れ

ている問。この点からも、駒形丸の乗客に対する検査にかけられた時聞の長 さが尋常なも

のでなく、移民局の悉意的な引き延ばし策の 環であったことが見て取れる。

医務監察を終えた移民局は、移民審閉会 (theImmigration Board ofInquiry)を開き、

個々の乗客の入国の可否判断をする手続に入ったが、ここでも意図的な遅延が続けられた。

カナダに居住権を有する再入国者の審査から始められ、 22名に対して入国がすぐに認めら

れた。しかし残りの乗客に対する聴取は、 1日に数人という非常に緩慢なベースで行われ

た。 さらには聴取を終えた者に対しても入国可否の決定を留保した問。

これもまた彼らが司法過程に接近するのを阻止するために取られた手段であった。とい

うのは、法樟上、移民審閉会がある乗客に対して入国拒否の判断を下した時点から、彼の

身柄は移民局に収監されていることになり、彼あるいは彼の弁護人がその収監を不当と考

えるならば、法廷に訴えることができる問。 しかしながら、移民審開会によって何らかの

判断が下されないかぎり、乗客たちが物理的には駒形丸の船内に閉じ込められたままであ

ったとしても、法律上は移民局によって収監されていることにはならないのである。駒形

丸の乗客たちはただ単に入国審査の結果を待っているのであって、移民局長官W. D ス

コットの言葉を使えば、 「現実には収監されていないJのであるm。弁護人J エドワー

ド バー ドは、駒形丸の乗客たちが置かれた状況を次のように的確に表現した。

問細川道久 F白人I支配のカナダ史移民 ・先住民 ・優生学』彩流社、 2012年、 50頁。

168 Johnston， Op. cit.， p. 39 

169 Johnston， Op. cit.， p. 41 

170 Ray Gardner， "When Vancouver Turned back the Sikhs，" Mclean's Magazine， 

Nove皿 ber1958， p. 146; Kazmi， op. cit.， p. 111 

171 W. D. Scott to M. R. J. Reid， 5 June 1914， cited in Kazmi， op. cit.， p. 111 傍点は引

用者。
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172 “Minutes of a Hindu Mass Meeting Held in Dominion Hall, Vancouver, British 
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House, 1975, p. 36. 
174 Kazmi, op. cit., p. 113. 

彼らはカナダの国境地帯の中にいるにすぎない。(中略] 彼がカナダに入り、送還

のために拘束されるなり 、拘留されるなりするまで、 問題を法廷に持ち込み検証する

ことができないのである。移民官たちが彼らに対する処置を決定するまで、彼らは

我々の司法権の圏内に属さないのである口2。

移民審問会による判断の窓意的な先送りは、乗客たちの身分を法的な不分明地帯に留ま

らせ、実質的には船上への無期限の拘禁を続けるための措置だったのである。

他方で、移民局は船上への水と食糧の供給を管理した。移民局は、 傭船契約の定めると

ころによれば、乗客に対して水と食糧を供給するのは傭船者の責任であるとして、その責

任を放棄した。駒形丸の乗客たちは再三、移民局に水を要求したが、数日 間に 度、最低

限のものを供給することしかしなかった。乗客たちは、オタワのカナダ総督、デリ ーのイ

ンド総督、 ロンドンの植民地大臣、そして英国主ジョ ージ5世に宛てて打電し、彼らの窮

状を救うべく介入を要請したが、そのいずれからも回答は得られなかった'"。乗客たちに

司法へアクセスする機会を 切与えないまま、水と食糧の供給を制限することで彼らをじ

りじりと追い込み、 傭船契約が破棄される日を待つというのが、マルコム ・リー ドをはじ

めとするヴァンクーヴァーの移民局が立てた計画であったのである。

しかしながら、こうしたマルコム ・リー ドの計略は、駒形丸の乗客たちを陸上から支援

すべく組織された海岸委員会の努力によって失敗に終わる。同委員会のフサイン ・ラヒム

たちは、グノレジット ・シンを助けるために、義援金集めに奔走し、駒形丸の傭船料の支払

いを肩代わりしたからである。彼らは船主代理人のガーディナー -ジョンソンに対して、 6

月10日に翌月の傭船料として11，000ドノレを、 20日には駒形丸がヴァンク ーヴァ ー碇泊中の

発生した食糧や水などの費用として残金4ヲ000ドノレを支払った。これに伴って駒形丸の使用

権はグノレジット ・シンから海岸委員会に移譲され、傭船契約の上でヴァンク ーヴァーに留

まることに問題はなくなった".。当初、移民局はこうした手続に反対したようだが、同手

'"寸M:inutesof a Hindu Mass Meeting Held in Do皿 inionHall， Vancouver， British 
Columbia， on Sunday， June 21st， 1914，" enclosed in the confidentialletter from W. C 

Hopkinson to W. W. Cory， 22 June 1914， copy， C042/980/25955， National Archives， 
UK 

173 Sohan呂田ghJosh， Tragedy of Komagata Maru， New Delhi， People's Publishing 

House， 1975，p. 36 

174 Kaz皿 i，Op. cit.， p. 113 
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176 Robie L. Reid, “The Inside Story of the ‘Komagata Maru’,” British Columbia 
Historical Quarterly, Vol. 5, No. 1 (January 1941), pp. 1-23 
177 Re Munshi Singh, 6 July 1914, British Columbia Report, No. 20, p. 248. 

続が私人聞の商取引に関する問題であり 、日本の船主が契約更新に同意している以上、ど

うしようもなかった口九

4. 合 法化 される移民管理 ム ー ン シ ・シン裁判にみる帝国と主権の矛盾

約 1ヶ月におよぶ抑留の末、6月末に至ってようやく司法の判断を仰ぐことが決定され

た。駒形丸乗客および海岸委員会側が立てた弁護士 J エドワー ド・バー ドと 、カナダ司

法省の顧問弁護士ロ ビー ・リー ドのあいだで、乗客の中から一人の代表者を選び、プ りテ

ィッシュ ・コロンピア州控訴裁判所において試訴 (testcase)を行うことが合意された。

つまり、 1名の入国可否を法廷で争うことによって、残りの乗船者たちの処分についても

確定されることになったのである問。

こうしてパンジャーブ州ホシアノレプノレ区出身のムーンシ・シンという 26歳の青年が訴訟

当事者として選ばれた。6月 25日に彼についての移民審開会が開かれた。彼の入国申請は

すぐさま棄却され、送還が決定された。移民局の見解をまとめていくと次のようになる。

まず、ムーンシ ・シンはカナダの居住権を持たないため、移民法で定義されている 「カナ

ダ市民Jの範鴫に含まれない。第 1に、カナダに来る際に彼が乗った駒形丸は、インドで

はなく香港から出発したため、枢密院令第 23号が定める連続航海の条件を満たしていない。

第 2に、ヴアンクーヴァー到着時に彼は 20ドノレの現金しか所持しておらず、 「アジア人種」

は 200ドノレを所持しなければならないという枢密院令第 24号に違反 している。第 3に、

枢密院令第 897号はプリティッシュ ・コロンピア州への労働者の入来を暫定的に禁止して

いる。移民審閉会の聴取において、彼は故郷のパンジャープ州では農業に従事していたと

述べたが、カナダでは非熟練労働者として雇用されるはずである。よって、彼の入国は認

められないm。

移民審開会がこうした決定を下すと、すぐさま J エドワー ド・パー ドは、プリティッシ

ユ ・コロンピア州最高裁判所にムーンシ ・シンの人身保護開求を行った。この請求はマー

日 1914年 6月 24日付在晩香坂領事堀領事よ り加藤外務大臣宛電信、 『加奈陀ニ於テ東

印度人入国禁止一件 ・ 駒形丸事件~ (外交史料館所蔵)。
176 Robie L. Reid， "The Inside Story of the ‘Komagata Maru'，" British CoJumbia 
HistorIcaJ Quarterly， Vol. 5， No. 1 (January 1941)， pp. 1-23 

177 Re Munshi Singh， 6 July 1914， British CoJumbia Report， No. 20， p. 248 
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フィ ー判事によ って直ちに棄却され、バー ドはプリティッシュ ・コロンピア州控訴裁判所

に上告する。こうして、 6月 29日からムーンシ ・シン裁判が開かれることになる。

29、30日の 2日間に渡って行われた口頭弁論において、バー ドと、彼とともにインド人

側の法廷弁護人を務めたロパー ト・キャシディがと った戦略は、カナダの移民法制を帝国

の文脈のなかに置き直すことで、カナダの主権の基盤自体を掘り崩すことであった。彼ら

はカナダの憲法に相当する 1867年の英領北アメリカ法 (BritishNorth A皿 ericaAct)を

参照しながら、カナダの移民法自体の違憲性を立証しようと試みた。彼らによれば、外国

人移民の入国拒否や、収監と送還に関する法を骨判定する権限はカナダ議会に認められてい

る。英領北アメリカ法が、カナダの領内に在留する外国人に関する法を制定する権限を与

えているからである。 しかし、移民が英国臣民である場合には、カナダの主権は 「カナダ

の港において移民としてカナダへの入国を求める英国臣民を収監し、送還するJ権限が備

わっていない'"。

またパー ドとキャシディは、英領インドで生まれた者は英国臣民という法的身分を有す

るという事実に基づいて、ムーンシ ・シンに対して連続航海規定が適用されることに反対

した。同規定が 「生来もしくは帰化による市民」である固からの連続航海で渡来しなけれ

ばならないと定めていることに関して、バードは 「市民という語は、もっとも広くとられ

た表現であり、ここでは英国臣民に相当するj と述べ、ムーンシ ・シンは香港から渡来し

たが、英国臣民は大英帝国の如何なる場所においてもその場所の生来の市民であるといえ、

大英帝国の 部である香港から渡来したムーンシ ・シンは、連続航海の条件を満たしてい

るとの解釈を提示した問。

こうしたムーンシ ・シンの弁護人たちが展開した議論は、駒形丸の乗客自身や、あるい

は彼らの支援者たちが訴えてきた主張を、法的言説に翻訳したものであったといえる。た

とえば、駒形丸がカナダに到着したとき、 「我々は英国の市民であり、帝国のいかなる場所

をも訪れる権利がある」とグノレジット ・シンは主張した刷。また、ロンドンの全インド ・

イスラム連盟の C.Aラティフは、駒形丸が陥っている窮状を訴えた植民地大臣宛の書簡の

なかで、 「国主陛下のアジア人臣民Jであるインド人は 「帝国市民としての権利によって、

英国や植民地にいる国主の臣民と閉じく、帝国のさまざまな地域を旅行し、そこに居住す

178 Ibid.， p. 249 

179 ':Argu皿 entin the Case of Munshi呂田 gh，"p. 60， enclosed in the letter from R. M. G 

Reid to W. W. Cory， 18 August 1914， copy， C042/980/34012， National Archives， UK 

四 TheDaily News-AdvIser， 23 May 1914 
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“native”

 
187 Ibid  

る資格を有する」と考えていると述べた出。

しかしながら、バードとキヤシディの主張は、控訴裁判所の判事たちによって次々に棄

却されていく 。マクドナノレド判事によれば、英領北アメリカ法は 「カナダの議会にカナダ

への移民に関する主権を付与しており、英国臣民の入国を拒否することもその権力には含

まれているJ182。アーヴィン判事もカナダの議会が 「英国臣民をカナダから排除し追放す

るための法を骨判定する権限を持つことは疑う余地がないほどに明白であるIとし、そのこ

とは、当該の臣民が 「アジア人種であるか、ヨーロッパ人種であるか、カルカッタから来

たか、あるいはロンドンから来たかj には関係がないと付け加えた'"。この点に関する判

事たちの見解は、マクフィりップス判事が述ベた放の発言に集約されるだろう。「カナダへ

の入国にあたって、英国臣民は外国人よりも高い水準の権利を持っていなし、J184。

連続航海規定に関してバードが述べた解釈については、判事たちはそれを 「論弁Jであ

ると棄却した1助。マクドナノレド判事は、 「国主領土内のある地媛で出生した英国臣民は、他

のすべての地績においても生来の市民であると原告側は提起したが、これは議会が 『生来

の市民』という語に付与している意味ではない」と述べた問。マクドナノレド判事の考えで

は、移民法中の 「生来の市民I という 表現は 「世間 般での意味 (thepopular sense) J 

で使われているので、ムーンシ ・シンを香港の生来の市民とみなすのは 「馬鹿げたJ解釈

なのであった'"。このようにマクドナノレド判事が常識を援用したのに対して、マーティン

判事は次のように言葉の意味を狭く定義した。マーティン判事が言 うには、文脈から判断

すれば、rw彼がネイティプであるところの国 (countryof which he is a nativeU という

表現は、人種あるいは国民的 (national) な意味ではなく 、地理的な意味で用いられてい

181 C. A. Latiff， The Letter from the London All India Moslem League to Colonial Office， 
18 June 1914. C08861715/22179. National Archives. UK 

182 Re Munshi Singh， p. 258 
183 Ibid.， p. 259 

184 Ibid.， p. 286 

185 Ibid.， p. 277 

186 Ibid.， p. 257 なお、ここでマーティン判事は誤って 「彼がネイティプであるところの

国Jという表現を用いているが、これは枢密院令第 23号あるいは、その典拠である移民法

第 38条で用いられている文言とは異なる。そこで使用されている文言は、 「彼が生来、も

しくは帰化による市民であるところの国 (countryof which is native or naturalized 

citizen) Jである。前述のとおり、名詞として使われている“native"と形容詞として使われ

ている“native"には大きな違いがある点は、 「ぱなま丸Jの乗客に関する裁判で明らかにさ

れた。にもかかわらず、ムーンシ ・シン裁判を通して、マーティン判事にかぎらず、多く

の判事が両者を混同的に使用していることを、ここで指摘しておきたい。
187 Ibid 
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るjのであった四。同様にガリ ー判事も地理的な意味を重視し、「香港は地理的区分の上で

は中国であるが、ムーンシ シンは中国の生来もしくは帰化による市民であると看倣すこ

とはできないJと述べた1問。つまり、ムーンシ ・シンが帝国の臣民であるか否に関わりな

く、カナダの移民法のもとでは、彼はあくまでもインド人であり、連続航海を満たしてい

るとは考えられない、というのが判事たちの結論であった。

以上のように、ムーンシ・シンの弁護人であるパー ドとキヤシディが、出生地や居住地、

あるいはその人種に関わらず、臣民であるかぎりにおいて平等な権利が約束されるという

帝国の原理を援用することによって、カナダの移民法規の正当性に疑問を突きつけた。 し

かし、控訴裁判所の判事たちは、たとえインド人が帝国の一員であったとしても、カナダ

はその主権の範囲内で、インド人の排斥を行えるとの見解を表明したのである。マーティ

ン判事によれば、そもそも 「帝国の諸市民と諸人種のあいだに区別j を設けることに法的

な問題はなく、カナダの法捜内で行われる立法過程は、 「様々な諸集団 (class)を、ある

いは主冠の下にある臣民でさえも、異なるかたちで扱う Iことを必然的に伴うものなので

ある '00。帝国における人種的区別の問題に関して、マクフィリップス判事が述べた見解は、

よりはっきりとしていた。 r司法の領分を越えた (extra-judiciaI) J見解であるかもしれ

ないと前置きをしながら、 「ヒンドゥ一人種j ひいては 「アジア人種」 般に関して次の

ように語ったからだ'"。

我らが同胞であるアジア人種の英国臣民は、ヨーロッパ人種の英国臣民とは異なる

人種的本能を持ち、そのために彼らの家族生活、社会規範、そして法律はきわめて

異質なものとなっている以上、カナダではなく、アジアの大陸内のそれぞれの固に

居住地を構えるのが、彼ら自身の利益のためにふさわしいのである。彼らの諾慣習

はカナダでは世間受けしないため、彼らがそうした諾慣習に固執するならば、社会

の福利にとって破壊的であり、平和と秩序と善政の維持の妨げとなるような不穏を

生むことにしかならない。[中略]同化することのできない、すなわち生まれっき

適切な同化能力をもない人種に属する者たちは、カナダに来るべきではなく 、彼ら

の出身国の居住地に留まり、かつてのようにその場所において、帝国の保全と発展

188 Ibid.， p. 267 

189 Ibid.， p. 277 

190 Ibid.， p. 275 

191 Ibid.， p. 291 
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に対する彼らの役目を果たすのが適当である問。

驚くべきことに、ここでマクフィリップス判事が表明している見解は、人種と国民と地

理の照応性を前提にしている。臣民の平等を掘った帝国の原理は見る影もない。カナダ司

法権力は、 「人種Jのロジックの動員によって、すべての臣民は平等な移動の自由を有する

という帝国の伝統を否定しただけでなく、特定の臣民は特定の場所に留まるべきであると

の主張に対しても正当性を付与したのである。

以上のような判決理由により、プ りティッシュ ・コロンピア州控訴裁判所の判事たちは、

満場致のもとにムーンシ シンの訴えを棄却し、駒形丸の乗客たちの送還を全面的に支

持したのであった。ムーンシ ・シン事件の結果を報じたロンドンの『タイムズ』紙の記事

は、当事件におけるカナダ司法の出した結論が、大英帝国の法秩序にとっていかに決定的

なものであったかを物語っている。「英国の領土の知何なる場所にも入ることのできる無制

限の権利が、英国の市民権の中に含まれていないという見解を、ついに当判決は明らかに

したのであるj 問。

5. 暴力の発動

こうして法廷での争いは、駒形丸の乗客たちの敗北に終わった。 しかし彼らにカナダ連

邦最高裁判所に上訴するという選択肢も残されていた。さらにカナダ最高裁で敗訴したと

しても、大英帝国の最高司法機関であるロンドンの枢密院司法委員会に持ち込むことこと

もできた。当初、グノレジット ・シンは、枢密院司法委員会まで法廷闘争を続ける覚悟であ

った。しかし、すでに 1ヶ月以上のヴァンクーヴァー沖合に抑留生活を強いられた後では、

それ以上の裁判を行うだけの時間的および経済的な余裕は残されていなかった，，.。それゆ

え-.E!.は香港に引き返し、体制を整え直すのが先決であると考えたのである。

そこでグルジット ・シンと、現在の傭船者である海岸委員会のインド人たちは、再び太

平洋を渡るのに必要な食糧と水がカナダ政府から供給されることを条件に、駒形丸の乗客

192 Ibid.， pp. 291-292 

193 Cited in Kaz皿 i，Op. cit.， p. 119 

194 Johnston， Op. cit.， p. 64 
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たちを香港まで送還することに同意したのである。 しかし、こうした彼らの意向に関わら

ず、移民局は食糧などの提供を拒否したまま、強引に送還を実行しようとした。こうした

移民局の処置への抵抗として、乗客たちは駒形丸の機関室を占拠し、船長以下、 駒形丸の

船員たちが船を動かせないようにした。移民局の側は、こうした船内の動きを 「反乱Iの

証左であると看倣し、武力による実力行使を打って出る。7月 19日から 20日にかけての

深夜、駒形丸に乗客たちを強引に下船させ、 ~IJの船舶での送還を実行するため、 武装した

125名の警官と 35人の移民官が乗り込んだ汽艇シー ・ライオン号が派遣された。しかし乗

客たちは右炭やレンガの塊、デッキの切れ木などを甲板から投郷するなどして果敢に応戦

した。15分聞の戦闘の末、数名の負傷者を出した移民局の方が撤退するはめになった。こ

の敗北を受けて、移民局は乗客たちを制圧するため、民兵の動員と海軍の出動を政府に要

請する'"。

こうして、1914年 7月 21日午前 8時過ぎ、カナダ海軍巡洋艦HMCSレインボ一号が

ヴァンクーヴァーの沖合に姿を現すことになった。 レインボー号は、当時のカナダ海軍が

保有していた 2隻の艦船のうちの 1隻であった。その船上にはもう 1隻の巡洋艦HMCS

ニオベ号から急逮召集された 100名以上の下士官と乗組員が配備させられていたため、カ

ナダ海軍力の過半数が動員されていたことになる。皮肉なことに、大英帝国への軍事的貢

献を示すために 4年前に創設されたばかりのカナダ海軍は、帝国の臣民をカナダから強制

的に排除するために動員されたのである。さらに陸上では、第 11連隊(アイリッシュ ・ヒ

ュジリアーズ)から 100名と 、第 6連隊(ヨンノ ー ト伯爵直属ライフノレ隊)と 72連隊(ス

コティッシュ ハイランダーズ)のそれぞれから 40名の計 180名は、起こるやもしれぬ

「暴動Jに対処するために隊列を成した問。午前 10時、ウオルター ホース艦長の命令

のもと、レインボ一号はその砲口を数百ヤー ド離れた地点に停泊している駒形丸に向けて

照準を合わせた。「大したジョ ークだ。あの 12インチ砲を見ろよ。2発で撃沈できるだろ

うよI、同船の送還に関して移民当局者と最終交渉を行ってい海岸委員会のフサイン ・ラヒ

ムは、沖合の光景を見てそう叫んだと言われている'"。

このように誇示された圧倒的な軍事力を背量にして、カナダ政府を代表した農務大臣マ

ーティン ・パーネノレと、駒形丸の乗客側とのあいだに最終交渉がもたれた。その結果、送

195 Ibid.， p. 77 

196 The Daily News Advertiser， 21 July 1914 

197 The Vancouver Daily ProvInce， 21 July 1914 
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198 Giorgio Agamben, Homo Sacer: Sovereign Power and Bare Life, translated by 
Daniel Heller-Roazen, Stanford : Stanford University Press, 1998, p. 131. 

2003 182  

還に伴う必要経費の一部を政府が負担するという約束のもと 、乗客たちは出航にやむなく

同意することになった。そして、 23日早朝に駒形丸はレインボ一号に護送されながら、ヴ

ァンクーヴァーを後にしたのであった。

個也

6.おわりに

品品

~. ー-一
写真 3 駒形丸と対峠する HMCSレインポー号

出所 Vancouver Public Library. 6229 

ジョノレジョ ・アガンベンは、 「難民j を近代国民国家にとっての限界概念であると提起

した。アガンベンによれば、それは 「人間と市民、生まれと国籍のあいだの連続性を切断

することで近代主権の原初的虚構を危機に陥らせるJ198。しかし、帝国と国民国家が折り

重なっている歴史的 ・空間的布置のなかでみれば、国家による主権の 「原初的虚構j は、

いっそう不安定で複雑な土台のもとで機能させられていたことがわかる。駒形丸の入港は、

帝国の原理とカナダの主権との矛盾を浮き彫りにするものだったのである。

1騎 GiorgioAgamben， H OlllO Sacer: SovereIgn Power and Bare Life， translated by 

Daniel Heller-Roazen， Stanford : Stanford University Press， 1998， p. 131. (=高桑和己
訳 『ホモ ・サケノレ 主権権力と剥き出しの生』、以文社、 2003年、182頁。]
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駒形丸の乗客たちのカナダへの入国は、カナダ自治領は大英帝国の一部を構成してはい

るが、移民管理においては絶対的な主権を有するという論理によって拒否された。しかし

ながら、当初からその論理が 「絶対的Jなものとは看倣されてはいなかった。そうでなけ

れば、駒形丸の乗客たちの入国可否の決定が、司法過程に委ねられるまでに 1ヶ月もの時

間を要し、またブリティッシュ コロンピア州控訴裁判所における審理の結果、移民局に

よる駒形丸の送還措置命令の法的正当性が認められた後も、およそ3週間にわたって駒形

丸はヴァンクーヴァーに留まったことが説明できない。

本章で詳述したように、カナダの移民当局は駒形丸の送還を最初から自明の前提として

行動していたが、同時に、送還措置の正当性が法的に保証されえない可能性を自覚してい

た。また司法の側は、移民当局が法の定める限界を大きく越え出て行動していたことは不

問に付す 方で、駒形丸の送還を法的に正当化した。帝国の臣民の移動の自由という、カ

ナダ自治領の 「圏内法」の適用範囲から逸脱している問題を、あくまでもカナダ圏内の主

権の範囲内の問題として処理したのである。そして絶対的な根拠を欠いた司法判断は、政

府が動員した圧倒的な軍事的暴力によって既成事実化されたのであった。
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第 4章

「革命の船J インド独立運動と「駒形丸事件J

1 はじめに

前章は、 1914年5月23日にヴァンクーヴァーに到着した駒形丸が、カナダ政府から受け

た扱いについて詳述した。グノレジット シンを始めとする同船の乗客たちは、英国臣民と

しての法的身分を拠り所として、大英帝国の一部であるカナダへの入国を求めた。それに

対して、カナダ移民当局は数々の非常手段を講じて駒形丸の上陸を阻止し、司法判断は 「人

種Jのロジックを動員することで駒形丸の退去を正当化した。そして最終的な送還はカナ

ダ海軍の出動という暴力の発動によって実行されたのであった。ヴァンクーヴァーからの

駒形丸の強制退去は、インド人移民に対するカナダの人種差別的態度を白目の下に晒した

だけではない。それは臣民に平等の権利を約束していた大英帝国の原理が破綻した瞬間で

もあった。それゆえ、アリ ・カズミが駒形丸事件に関する近著で述べているように、駒形

丸事件は、 「カナダのみならず英領インドと大英帝国にも変容をもたらした契機」であった

といえるのである'"。

本研究と通してしばしば指摘したように、 19世紀末以来、大英帝国各地で行われたイン

ド人に対する移民管理の強化は、インド人移民のあいだに英国支配に対する批判的感情を

熟成させてきたが、駒形丸の乗客たちが被った悲運は、このような反英的な気運を 気に

高める契機になった。とりわけそれは、北米太平洋岸地域を拠点に、武力草命によるイン

ド独立を掲げて活動していた在外インド人の政治組織であるガダル覚 (theGhadar Party) 

の活動を大きく勢いづかせることに繋がった。 方で、こうした反英運動の活性化という

背景のもと、カナダ政府やインド政庁などの施政者たちは、駒形丸の動向により警戒の眼

を向けるようになる。本章の課題は、インド政庁が作成した諸々の報告書や、関係各国に

残された外交史料、そして20世紀初頭におけるインドの反植民地主義運動に関する記録文

199 Ali Kaz皿 i，Undesirables: White Canada and the Komagata Maru， An I11ustrated 

History， Vancouver : Douglas & Mclntyre， 2012， p. xv 
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書などを読み解きながら、カナダへの上陸を拒否された後の駒形丸が、ガダノレ党の側から

は 「革命の船j として、値民地帝国側からは帝国の治安維持に悪影響をもたらす不穏分子

として意味付けられていった過程を細かく検討することである。

2.駒形丸の航海許画と革命活動の関連性についての予備的考察

事件後にインド政庁が緩めた 『駒形丸調査委員会報告書.o (以下、 『報告書』と略記)

から近年の歴史研究に至るまで、グルジット ・シンとその協力者たちが当初から反植民地

主義的な動機のもとに駒形丸の航海を企画したのかどうかを検証することが、 「駒形丸事

件Jに関する調査の重要な焦点のひとつとなってきた。グルジット ・シンは、移民の運搬

と積荷の石炭の売買を 目的とした、単なる経済活動として駒形丸の航海を組織したのか。

あるいは、彼は駒形丸の乗客がカナダから拒否されることを当初から予期しており、むし

ろその事実によってインド人のあいだに反英感情を惹起させることを真の狙いとしてい

たのではなかったか。 w報告書』は、グノレジット ・シンの事業計薗に経済的合理性が欠知

していたことや、彼が航海以前からカナダの移民法制を十分に知悉していたことから、駒

形丸の航海が主として政治的な動機によって企てられたものであった可能性を示唆して

いる2ω。また 『報告書』は、さらには駒形丸がヴァンクーヴァーへ向かう途中横浜に寄港

した折、ガダノレ覚の領袖であるパグワン ・シンやムハンマド ・パノレカトクッラーが同船を

訪問し、英国政府を激烈に批判する演説を行い、またガダノレ党の機関誌やパンフレットを

配布したとの情報から、グルジット ・シン自身が 「アメリカの革命運動に相当の共感Jを

抱いていたであろうと推察している加。

他方で、後世の歴史家たちは、駒形丸の航海計画の背後に独立革命に繋がるような動機

が存在したことを示す証拠は存在しないことを強調してきた。たとえば、移民史家のジョ

アン ・ジョンセンは、 「乗客たちがその航海を英領インドに対する政治的挑戦として計画

したという証拠は存在しない。航海が組織されたのは、 主としてカナダの法樟を試験する

2∞ Government of lndia， Report ofthe Komagata Maru CommIttee of InquIry and 

Some Further DOCI1111 en ts， with an lntroduction by Darsha皿 s.Talta， Chandigarh 
Unistar Books， [1915] 2007ヲ pp.54-57 

加 1 Ibid.， p. 59 
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Sudhinda Bose
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Surendramohan Bose

A. C. Bose, Indian Revolutionaries Abroad, 1905-1922: 

In the Background of International Developments, Patna : Bharati Bhawa, 1971, p. 67. 

ため、そしておそらくは利益が見込める事業を開始するためであったJ と論じている2畑。

またグノレデプ ・シン ・デオノレは、ガダノレ覚に関する歴史研究のなかで、 「グノレジット ・シ

ンは、ガダルの運動に共感していたとはいえ、この航海を準備した彼の行動が、ガダルの

革命家によって促されていたと確証をもって言 うことはできないIと指摘している問。彼

らのいうように、インドやカナダ、 あるいは英国に現存 している史料のなかに、駒形丸の

航海計画が当初から革命勢力の影響下にあったことを裏付ける明確な証拠は存在しない

のである。

しかし例外的に、日本側に残された史料には、グルジット ・シンをはじめ駒形丸の乗客

たちが、草命運動に身を投じた活動家であったと記録しているものがある。たとえば、 事

件当時 等機関士として乗船していた塩崎与吉への聞き取りに基づいて吉田禎男が書い

た 『駒形丸事件』では、グルジット ・シンは 「印度革命団j を指導する領袖の一人で、英

国官憲が 「懸賞金をかけてまで捜査逮捕せんと血まなこになっている」人物とされ、また

往路に横浜から駒形丸に乗船したインド人たちは、 「その胸中に欝勃たる印度武力革命の

野心jを秘めた青年であったと番かれている'0'。また、横浜入港時に横浜水上警察署が 「内

偵Jを送って駒形丸船内の動向を探っているが、その調査報告のなかにも、グノレジット ・

シンは 「革命党の首領たる目 下加奈陀 [ママ]の 『アイヲワ』大学教授(名誉教授)たる

ストワンドラ ・ボースと 尤も親しく 、常に気脈を通じ」た人物であると記載されている'"。

202 Joan M. Jensen， Passage fr0111 lndia: Asian lndian L凹 migrantsin North America， 

New Haven; London : Yale University Press， 1988， p. 136 
203 Gurdev Singh Deol， The Role ofthe Ghadar Party in the National Movement， 

Delhi: Sterling Publishers， 1969， p. 63 
，，， 吉田禎男 『駒形丸事件』、大阪教科書印刷株式会社、[1936年J1960年、 67、86頁。

205 1914年 5月 2日付横浜水上警察署長今井安之助より神奈川県警察部長馬渡俊雄宛 「汽

船駒形丸船客タノレ印度人/儀ニ付報告J W加奈陀ニ於テ東印度人入国禁止 件 ・駒形丸事

件~ (外交史料館所蔵)。

なお、ここで言及されている 「ストワンドラ ・ボースj とは、当時アイオワ大学に在職

していた政治学者のスディンダ ボース (SudhindaBose)のことを指していると推察さ

れる。 しかしながら彼が 「革命党」に関与していたという記録はない。また前後の文脈か

ら判断するに、当時カナダやアメリカを拠点に活動し、 1906年頃には日本でも活動したこ

ともあるスレンドラモーハン ボース (Surendra皿 ohanBose)のことを指している可能

性もある。 しかしいずれの場合にせよ、グルジット ・シンと北米の 「革命党」との直接的

な繋がりに言及している史料は、管見のかぎり存在しない。スレンドラモーハン ・ボース

については、以下を参照のこと。A.C. Bose， lndian Revolutionaries Abroad， 1905-1922 

In the Background of International Developments， Patna : Bharati Bhawa， 1971， p. 67 
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esented  at  Sikh  Journey  in  America  Conference,  22  September  2012,  http://sikhce
ntury.us/the-komagata-maru-episode-and-the-ghadar-party/ 2013 5

26 .  
208 Jensen, op. cit., p. 136. 
209 Bhai Nahar Singh and Bhai Kipar Singh, eds., Struggle for Free Hindustan: 
Ghadar Directory, New Delhi : Gobind Sadan Institute for Advanced Studies in 
Comparative Religion, 1996, p. 161.  

グルジット ・シン自身を 「革命党Iのメンパーであったとするこうした日本語史料の存

在には留意が必要ではある。しかし他国に残された史料と比較の上で検討するならば、駒

形丸の航海自 体が革命行動の一環として計画されたことを立証するまでには至らないで

あろう 2叱それゆえ、現在までのところ 「駒形丸事件Jに関する最も詳細なモノグラフで

ある 『駒形丸の航海』を著したヒュー ジョンストンが、駒形丸事件とガダル党の関係性

について検討した最近の論考のなかで指摘するように、 「乗客たちと彼らのリ ーダーたち

はそのナショナリティに衿持を抱き、独立運動への共感を持っていたが、大部分は何より

もまず北米での機会を求める経済移民であったj とするのが、やはり妥当な見解であるよ

うに息われる問。

しかしながら先に引用したジェンセンは、ヴァンクーヴァー沖合での2ヶ月の抑留や、

カナダ官憲による不当な扱い、法律の恋意的な操作などが、数名の乗客がナショナリスト

と接触していたことと相まって、乗客のあいだに 「敵対的な雰囲気」が生まれ、 「彼らの

平和的な挑戦の限界を越えた」と指摘している脚。ヴァンクーヴァーでカナダ政府から受

けた扱いによって、乗客たちの態度がより好戦的になり、ガダル党が鼓舞する革命思想に

共感するものが出たことは否定できない。実際、駒形丸がヴァンク ーヴァ ーから退去させ

られたあと 、乗客の中からガダノレ党の革命行動に参加したものが複数いたことが確認され

ている。たとえば、航海中グノレジット シンの秘書を務めていたピノレ シンは、ヴァンク

ーヴァーからの帰路に日本の港で駒形丸から下船して上海へ渡り、そこでガダノレ覚のメン

バーたちと合流した後、インドでの革命行動に身を投じている2曲。またグノレムーク・シン

間史料考証を施しておけば、吉田の著作は、塩崎らの証言に基づいているとはいえ、元来

は新聞紙上において 般読者向けに書かれた評伝風の読み物であるという性格上、吉閏に

よる創意や脚色が挿入されている可能性があるため、史料としての信理性に欠ける。また

事件当時の塩崎自身が、どの程度事態を把握していたのかも疑問であり、事件後にインド

政庁などから聞かされた説明を読み込んで物語を再構成した可能性がある。横浜警察署の

報告に関しては、そもそも 「内偵」の情報源が不明であるため(インド人乗客から直接聞

き取ったのか、それとも日本人船員から情報を得たのか) 、有力な証言として採用するに

は留保が必要である。

207 Hugh Johnston，“Ko皿 agataMaru Episode and the Ghadar Party，" A Paper pr 

esented at Sikh Journey in America Conference， 22 September 2012， http://sikhce 

ntury.uslthe-ko皿 agata-maru-episode-and-the-ghadarpartyl(最終閲覧日 2013年 5月

26日)

208 Jensen， Op. cit.， p. 136 
209 Bhai Nahar Singh and Bhai Kipar Singh， eds.， Struggle for Free Hindustan 
Ghadar Directory， New Delhi : Gobind Sadan Institute for Advanced Studies in 

Co皿 parativeReligion， 1996， p. 161 
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213 Gobind Behari Lal, “Detailed Account of the Ghadar Movement,” 1955, reprinted in 
T. R. Sareen, Select Documents on the Ghadr Party, New Delhi : Mounto Pub. House, 
1994, p. 46. 
214 

は、後述するように駒形丸のインド到着後の争乱において逮捕されるが、釈放後にガダノレ

覚の指導下で行われた爆弾テロなどに関与していた'"。こうしたことから、ソーハン シ

ン・ジョッシュによる 『駒形丸の悲劇』は、カナダ政府やインド政庁による暴力的措置に

よって、乗客たちは英国支配に失望し、次第に革命的行動へと接近していったとの筋書き

に沿って構成されているm。またガダノレ覚の創設者の 人であるソーハン シン ・パクナ

ーは、カナダから 「帰還する駒形丸は、今や革命の船であった。(中略]彼らは今ではイ

ギリス帝国主義を終わらせ、彼らの故国の名誉と自由のために働くという唯 の決意によ

って鼓舞されていた」と語っている'"。同様に、サンフランシスコのガダノレ党事務局にお

いて中心的な働きをしたゴーピンド ・ピハリ ・ラーノレも、 「駒形丸はその帰路において実

質的にガダノレの船に変貌した」と書いている'"。しかしこれらはガダノレ覚の立場からの見

解であるため、こうした言質から駒形丸の航海は帰路においては独立革命を 目指す運動の

一部に変容していたと想定してしまうのは早計であろう。それゆえ求められるのは、駒形

丸事件が、ガダル党と植民地帝国の双方からインド独立運動の文脈へと事後的に埋め込ま

れていった過程を、同時代の史料に寄り添いながら着実に検証していく作業である、とい

うことを強調しておきたい。

3. r帰 路』 につく駒形丸 横浜 ・神戸 ・シンガポーノレ

その過程を細かく検証するために、1914年7月23日にカナダ海軍巡洋艦レインボ一号に

よってヴァンク ーヴァーを追われた駒形丸が8月 15日に横浜に到着してから、 9月29日にカ

ルカッタ近郊の街バッジ ・バッジに到着するまでの航海の模様を、出来るかぎり 次史料

に即して再現してみよう，，，。

210 Ibid.， p. 136 

211 Sohan呂田ghJosh， Tragedy of Komagata Maru， New Delhi : People's Publishing 

House， 1975， pp. 26-27 
212 Randhir Singh， The Ghadar Heroes: Forgotten Story ofthe Punjab Revolutionaries， 
Bombay : People's Publishing House， 1945， p. 12 なお本書は、ソーハン ・シン パクナ

一本人からの聞き取りに基づいて書かれている。
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Colour Bar, 2nd edition, Vancouver : University of British Columbia Press, 1989, p. 92. 
217 Government of India, op. cit., p. 65 ; Statement of Captain Yamamoto, 2 October 
1914, reprinted in Waraich and Sidhu, op. cit., p. 173. 
218 
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1914 8 20  

ヴアンクーヴァーから横浜に到着したグルジット ・シンは、在横浜英国領事館を通じて、

香港政庁からの手紙を受け取る。その手紙は、香港で失業者が増加していることを理由に、

駒形丸が香港に入港しないよう求め、もし駒形丸の乗客を香港に上陸させようとするなら

ば、その場合、 50ドル以上の現金を所持しない者を香港に上陸させた船舶業者に割金を課

す 「浮浪者取締規則 (theVagrancy Ordinance) Jが適用される旨を伝えていた'"。

前章で見たとおり、駒形丸はカナダの移民法に則って移民が乗船した地点である香港に

送還されることになっていた。 しかし香港政庁の意向によって、香港に上陸することが難

しくなったため、何処を最終的な目的地と定め、誰の負担のもとに誰が乗客を運ぶのかと

いう 連の問題が生じたのである。 ヒュー ・ジョンストンによれば、グノレジット シンは

在横浜英国領事に対して、日本からインドへの航海に必要な食糧と水が提供されるならば、

香港に寄らずインドまで航海を続ける意志がある旨を伝えたようであるが、領事はその申

し出を断ったようである，，，。送還の手配をめぐる交渉は、 傭船契約の延長と傭船料の支払

いに関わるものであったため、駒形丸の海運代理人である佐藤商会が事務所を置く神戸で

行われることになる。それゆえ、駒形丸は18日に神戸に向けて横浜を立った。ここで指摘

しておかなければならないのは、山本船長の証言によれば、横浜寄港中に4、5名の乗客が

下船を果たしているという事実である'"。これは強制送還という公的措置がもはや雌格に

遂行されていなかったことを示している。

8月20目、駒形丸は神戸に到着した問。送還をめぐる交渉は、在神戸英国領事館におい

て、英国側を代表する総領事ラノレフ ・G・フォースターと、船主の利益を代表した佐藤商

会と、乗客の代表者であるグノレジット シンのあいだで行われたが、 筋縄では解決には

至らなかった。佐藤商会の言い分によれば、そもそも駒形丸は傭船契約上、香港が輸送の

丸が横浜に到着した日付を 8月 16日としているが、当時の日本での新聞報道によれば、 r15

日 j が正確な日付である。 『大阪毎日新聞~ 1914年 8月 16日。

215 Baba Gurdit Singh， Voyage of Komagata Maru， or lndia's Slavery Abroad， with an 

Introduction by Darshan S. Talta， New Delhi : Unistar and Punjab Centre for 

Migration Studies， 2007， p. 139. r浮浪者取締規則」の詳細は、次を参照のこと。Colonial
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丸が神戸に到着した日付を 8月 21日としているが、当時の日本での新聞報道によれば、 r20

日 j が正確な日付である。 『大阪毎日新聞~ 1914年 8月 20日。
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終点とされており、それ以外の場所へ送り届けるのであれば、あらためて傭船契約が締結

されなければならなかった'"。元々出稼ぎのためにインドを出た多くの乗客たちは、就労

機会の乏しいインドではなく、彼らが駒形丸に乗船した地点である香港や上海、門司に戻

ることを希望していた。乗客たちのこうした希望を叶えるとすれば、 r170名を香港に、

100名を上海に、 90名を門司にJ 送還する手はずを整えなければならない'"。 しかしフォ

ースターにとって、そのように個別に送還を遂行することは、あまりに複雑であり 、また

危険を伴うものと考えられた。 とくに90名を門司に送ることは、日本国内に厄介事の種を

残すことになり、 「数日以内にトラブノレが再燃し、さらなる騒動が発生し、アジア人排斥

の苦難に関して新たな報道が日本でなされることを意味するだけであったJからである'"。

神戸での交渉は約2週間におよび、次第に激しい対立に発展している。フォースターの報

告によれば、 75名から 100名の乗客たちが連日に渡って領事館に詰めかけたため、兵庫県

警部長が秩序維持のために警官隊を派遣する事態にまで至っている，，，。こうした騒動のな

か、フォースターは東京の英国大使館やインド政庁と密に連絡をとり、最終的にインドに

送ることが決定された。必要経費はインド政庁が負担することになり、傭船料として10，000

円が海運会社に、食糧代として9，000円が乗客の代表者であるグルジット シンに支払われ

ることになった問。こうして駒形丸は9月3日にカノレカッタへ向けて神戸を出港した。横浜

の時と同じく、神戸でも多数の乗客が下船している。兵庫県知事服部ーの報告によれば、

出航間際に20名ほど行方不明になったため、 「多分、鉄路で門司に赴き、主主より乗船帰国」

したと考えられ、また別の5名は、英国領事らの勧告に従わず、 「最初上海より乗船」した

219 1914年 8月 27日付兵庫県知事服部ーより外務大臣加藤高明宛 「駒形丸搭乗インド人

ト船主問トノ紛擾ニ付テJn加奈陀ニ於テ東印度人入国禁止一件 ・ 駒形丸事件~ (外交史

料館所蔵)。

220 Ralph G. Forster， British Consul-General， Kobe， to the Secretary， Ho皿 e

Depart皿 ent，2 Septe皿 ber1914， copy， F0262/1168/41， National Archives， UK  

221 Sir Conyngha皿 Greene，British Ambassador to Japan， to Edward Grey， Foreign 
Minister， 8 May 1915" cited in Don Dignan The lndian RevoJutionary Problem In 
British DipJomacy 1914-1919， New Delhi; Bombay; Caucutta; Madras; Bangalore; 

Hyderabad ; Ahmedabad : Allied Publishers， 1983， p. 43 フォースターは約 350名の

インド人を速やかに日本から立ち去らせなければ、日英同盟にも悪影響を与えるかもしれ

ないとの懸念を抱いてもいた。 ヴァンクーヴァーでの事件は、当時日本でも盛んに報道さ

れていたが、フォースターによれば、そもそも 「その騒動は、カナダ当局のアジア人排斥

政策から生じたものであり、そういった排斥について日本の世論は非常に敏感であるから、

そのような騒動がこの固で再び繰り返されるのを回避することが最重要であるJ0 Ibid 

222 Ralph G. Forster， British Consul-General， Kobe， to W. Conyngham Greene， British 

E皿 basy，Tokyo， 9 October 1914， F0262/1168/54， National Archives， UK  

223 Government of lndia， Op. cit.， p. 66-67 
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225 Gurdit Singh, op. cit., p. 139 ; Government of India, op. cit., p. 68.  
226 Gurdit Singh, op. cit., p. 141 ; Government of India, op. cit., p. 68. 
227 

Harish K. Puri, Ghadar Movement: Ideology, Organisation, and Strategy, 2nd 

edition, Amritsar : Guru Nanak Dev University, 1993 ; Maia Ramnath,, Haj to UtopiaUtopia: 
How the Ghadar Movement Charted Global Radicalism and Attempted to Overthrow 
the British Empire, Berkeley, CA: University of California Press, 2011. 

ことを理由にインド行きをあくまでも拒んだため、翌4日に阿波丸で上海に送還されている

制。一方で、ヴァンクーヴァーへの航海を経験してはいないジャワハノレ ・マノレとナライン ・

ダスの兄弟2名のインド人が新たに乗船している2由。

カルカッタへの道中、 9月16日に駒形丸はシンガポールにも寄港しているが、ここでも

埠頭への着岸が許されず、同地の官憲によって乗客の上陸は一切禁止された。グノレジット ・

シンは食糧調達のために上陸を求めたが、これも許可されなかった。2、3日の滞在の後、

それ以上の延期から何も得られるものがないことを察した一行は、最終目的地であるカノレ

カッタへ向けてシンガポールを出発した，，，。

4.ガダノレ党の革命活動と「駒形丸事件」

その後の駒形丸の航跡を辿る前に、ここで-.e.立ち止まり、ヴァンク ーヴァーからの駒

形丸の強制退去を契機として、北米太平洋岸でガダル党が展開した活動について確認して

おく必要がある。なぜなら、こうしたガダル党の動向は、駒形丸のインド来航に対するイ

ンド政庁の対応に大きな影響を与えるからである。そのためにはまずガダノレ党の概略につ

いて説明しなければならないだろう'"。

ガダノレ覚とは、アメリカやカナダの太平洋岸地績に居住するインド人たちが1913年にオ

レゴン州ポー トランドで結成した政治組織である(後に本部はサンフランシスコに置かれ

た)。結成当初は、「太平洋岸インド人協会 (HinduAssociation of the Pacific Coast) Jが

正式な組織名称とされていたが、同組織が発行していた機関紙 『ガダル』の名前から次第

に「ガダル党j と呼ばれるようになる。

強調しておかなければならないのは、ガダル 「党I と呼ばれるが、同組織には統 的な

四 1914年 9月 3日付兵庫県知事服部ーより外務大臣加藤高明宛報告書 「駒形丸紛擾解決

ノ件J W加奈陀ニ於テ東印度人入国禁止一件 ・ 駒形丸事件~ (外交史料館所蔵)。

225 Gurdit Singh， Op. cit.， p. 139 ; Government of lndia， op. cit.， p. 68 

226 Gurdit Singh， Op. cit.， p. 141 ; Government of lndia， op. cit.， p. 68 

，，，ガダル党に関しては数多くの研究所が上梓されているが、本章では以下の著作を参考に

した。 HarishK. Puri， Ghadar Movement: Ideology， Organisation， and Strategy， 2nd 

edition， Amritsar: Guru Nanak Dev University， 1993; Maia Ramnath， Haj to Utopia 
How the Ghadar Move.凹 entCharted Global Radicalism and Attempted to Overthrow 

the British Empire， Berkeley， CA: University of California Press， 2011 
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228 Puri, op. cit., p. 74.  
229 Ghadar, 11 November 1913, cited in Sareen, op. cit., p. 84. 

綱領が存在したわけでも、厳密な党員資格が存在したわけでもなかったことだ。 rガダノレ

覚Jという名称は、 『ガダノレ』誌の創刊号のなかで、機関誌の主筆を務めていたハノレ ・ダ

ヤールがはじめて使用したものである。そこで 「党Iという 言葉は、テイラクや、オーロ

ビンド ・ゴーシュや、 V.D サパノレカーノレ、シャムジ ・クリシュナヴアノレマ、マダム ・カ

ーマなど北米以外の場所を拠点に活動しているさまざまな革命的愛国者たちを含む、緩や

かなネットワークという程度の意味で使用されているにすぎない"九また、党の活動はデ

リー出身のハノレ ・ダヤーノレを中心とする亡命草命家たちの指導の下、 主にカリフオノレニア

州の大学に在籍していたインド人留学生(大半はヒンドクー教徒)の手を借りて行われた

が、ガダノレ覚の運動資金の大部分は、北米太平洋岸各地の製材所や農場で雇用されていた

インド人労働者(その大多数はシク教徒)の寄付によって賄われていたことにも注意を払

っておきたい。

機関誌の名になった 「ガダノレj とは、ウノレドゥ一語で 「反乱Iまたは 「蜂起Jを意味す

る。この言葉には、英国によるインド支配を壊滅寸前にまで追い込んだ、 1857年のインド

大反乱(セポイの乱)の歴史に範を取り、 大衆武装蜂起によってインド独立の達成を目指

すという同組織の政治目標が込められていた。こうした目的は、 11月 1日に発行された『ガ

ダノレ』の創刊号において高らかに宣言されている。

今日、我々の言葉で、英国の支配に対する戦争が開始される。[中略]我らの名は何か ワ

反乱。我らの仕事は何かつ反乱。反乱は何処で起こるのかワインドの地で。いつワ数

年内に。なぜ ?英国支配の下で行われる抑圧と暴虐に人々はもはや耐えることができ

ず、自由のために戦い、死ぬ用意をしているからだ。[中略]ライフルと血が、ベンと

インクに取って代わる時が、すぐにやってくるであろう""。

世界に散在しているインド人を革命行動へとリクルー トするために、 「ガダノレ」紙には

しばしば次のような 「求人広告Jが掲載された。

求む ヒンドゥスタンの血で反乱を組織する熱情的で英雄的な兵士

俸給死

228 Puri， Op. cit.， p. 74 

229 Ghadar， 11 Nove皿 ber1913ヲ citedin Sareen， op. cit.， p. 84 
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230 Ghadar, 15 November 1913, cited in F. C. Isemonger and J. Slattery, An Account of 
the Ghadr Conspiracy, 1913-1915, Meerut : Archana Publications, 1998, p. viii.  
231 Deol, op. cit., pp. 60-61. 
232 Singh and Singh, op. cit., p. 20.    
233 Bhai Paramananda, The Story of My Life, Lahore, 1934, pp. 68, 75, cited in Deol, op. 
cit., p. 96. 
234 Randhir Singh, op. cit., p. 12.  

賞 与 殉職

年金自由

勤務地 ヒンドウスタン""

創刊から数ヶ月と経たないうちに、 『ガダノレ』は世界の至るところに届けられた。アメ

リカやカナダはいうまでもなく 、英領ギアナ、 トリニダード、ホンデュラス、パナマとい

ったカリプ海地媛、日本、香港、上海、シャム、マラヤ、フィリピン、フィジーなどアジ

ア太平洋地域、さらにはアフリカ大陸の東部や南部にまで流通したと言われている'"。無

論、インドにも逆輸入された'"。要するに、 20世紀初頭の世界のなかでインド人移民が在

留していたあらゆる地域に『ガダノレ』は流通していたのである。

本章の考察にと って重要なことは、ガダノレ党の活動に駒形丸事件が果たした影響である。

ガダル党の主要メンバーの一人であったプハイ ・パラマナンダは、 「それ (~駒形丸事件]

が起こったというニュースは、アメリカにいるインド人の心に深い印象を与えた」、 「も

し駒形丸事件が起こらなければ、カナダや合衆国のインド人のあいだにそのような覚醒は

なかったであろう I と述べている'"。ガダノレ覚の創設者の 人であるソーハン ・シン ・パ

クナーによれば、駒形丸に乗った 「彼らの同胞たちに対するこの非人道的で侮蔑的な扱い

は、彼らの忍耐を尽きさせI、多くのインド人が 「駒形丸事件を起こした政府はもはやい

かなる道義的正当性も持たないJ と確信するようになり、イギリス帝国主義を終わらせる

戦いへ数千人のインド人を導くことになった回九ラム チャンドラは、駒形丸の帰還を、

帝国各地でインド人が被ってきた苦難に重ね合わせ次のように書いている。

新たな法律が制定され、ヒンドゥーはカナダやオーストラリア、アフリカから排斥さ

れた。ヒンドゥーは抗議した。フィジー諸島や英領ギアナではヒンドゥーは犬のよう

に撃ち殺された。南アフリカではヒンドゥーの男たち女たちが投獄され、船に乗った

ヒンドゥーの男たち立たちが、カナダの洋上に数週間も留めおかれたあげくに、イン

230 Ghadar， 15 Nove皿 ber1913ヲcitedin F. C. Isemonger and J. Slattery， An Account of 

the Ghadr ConspIracy， 1913-1915， Meerut : Archana Publications， 1998， p. Vlll 

231 Deol， Op. cit.， pp. 60-61 

232 Singh and Singh， Op. cit.， p. 20 
233 Bhai Para皿 ananda，The Story ofMy Life， Lahore， 1934ヲ pp.68， 75， cited in Deol， op 
cit.， p. 96 
234 Randhir Singh， Op. cit.， p. 12 
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235 Ram Chandra, India against Britain: A Reply to Austin Chamberlain, Lord 
Hardinge, Lord Islington and Others, San Francisco : Hindustan Ghadar Party, 1916, p. 
55. 
236 Ghadar, 4 August 1914, cited in Emily C. Brown, Har Dayal : Hindu Revolutionary 
and Rationalist, Tucson : University of Arizona Press, 1975, p. 196. 

ドに送り返された。/今やあらゆるヒンドゥーが、富める者も貧しい者も、教養ある

者も農民も同様に、世界中で見られるインドの不名誉と屈辱の原因はひとつなのだと

気づくようになった。つまり英国による支配である，，，。

1914年の夏の間中、ガダル党の領袖であるラム ・チャンドラや、パグワン ・シン、ムハ

ンマド ・パノレカトウッラーは、シアトノレからメキシコ国境沿いまで、アメリ力士平洋岸を

隅々まで遊説してまわり、北米のインド人移民に駒形丸の送還を、インドに帰還し、英国

に対する戦いを開始する合図であると訴えた。8月4日付の 『ガダノレ』誌は 「インドこそ我

らの戦地、英国人が我らの敵」という見出しの下、 カナダのインド人が大挙して故国に帰

還している様子を次のように伝えている。

ニューヨークの著名な 『ゲーリ ック ・アメリカン』誌は、駒形丸のインド人に関して、

最近カナダのとンドゥーが英国政府に挑んだ戦いは大いに賞費されるべきだと述べた

が、より貰讃されるべきは、カナダのヒンドゥーたちが英国人をインドから放逐する

ためにインドへと出発せんとしている事実である。駒形丸に乗った移民たちとカナダ

のヒンドゥーがインドに帰還するのが早ければ早いほど望ましい。ヒンドゥーのリ ー

ダーたちはカナダやアフリカのヒンドゥーがインドに戻り、英国人と戦うことを唱導

しなければならない。まず彼らがインドを解放し、母国の立派な息子となることで、

彼らの噂搬は世界中で確立されるであろう。事実、アメリカ、カナダ、アフリカ、そ

して他の外国にいるすべてのヒンドゥーたちが、 斉にインドに戻り 、反乱を起こさ

んとしているのである'"。

このようにヴァンクーヴァ ーからの駒形丸の強制退去は、インドに帰還し、独立を目指

した武力闘争を展開しようとするガダノレ党の政治的プログラムを早めることになったので

ある。8月7目、オレゴン州の 『ザ ・ポート ランド ・テレグラフ』紙は、 「草命を戦うべく

ヒンドゥーたちが帰国j という見出しの下、 そうした号令に従って移動を始めるインド人

235 Ram Chandra， lndia against BritaIn: A Reply to Austin ChamberJain， Lord 
Hardinge， Lord Islington and Others， San Francisco : Hindustan Ghadar Party， 1916， p 

55 
236 Ghadar， 4 August 1914ヲcitedin Emily C. Brown， Har Dayal : Hindu Revolutionary 

and Rationalist， Tucson : University of Arizona Press， 1975， p. 196 
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237 cited in Singh and Singh, op. cit., pp. 35-36.  
238 Isemonger and Slattery, op. cit., p. 50.  
239 Norman 

Buchignani, Dreen M. Indra and Ram Srivastava, Continuous Journey: A Social 
History of South Asians in Canada, Toronto : McClelland and Stewart, 1985, pp. 59-60 ;   
Deol, op. cit., pp. 102-103 ; Jensen, op. cit., 1988, pp. 190-191 ; Sareen, op. cit., p. 11. 

移民の様子を次のように報道している。

南に向かうあらゆる列車と船が、この街の大勢のヒンドゥーたちを乗せていく 。大量

脱出が長く続くのならば、アストリアは東インド人に完全に放棄されるだろう。ハモ

ンド製材所で雇用されていたヒンドゥーたちの大部分がすでにいなくなり、残った者

たちも近い将来の出発の準備をしている。彼らはそナンフランシスコ経由でインドに戻

ると噂されているが、サンフランシスコでは、イングランドがヨーロッパ全士を巻き

込む戦争に気を取られている聞に、インドで勃発すると期待される革命に寄与するた

めに、船が傭船されているという。 日本の船がヒンドゥーたちを彼らの故地に運ぶの

だと言われている'"。

8月29日に太平洋郵便会社汽船コリア号でサンフランシスコを旅立った約70q'，は、引き

続く数百名の移動の先発隊となった。ガダノレ党の指導的立場にあったラム ・チャンドラと

パグワン ・シン、マウラヴィ ・パノレカトウッラーは、港まで見送りに駆けつけ、以下のよ

うに発破をかけたと言われている。

諸君らの任務は明白である。インドに行き、国のあらゆる地点で反乱を巻き起こせ。

宮める者から奪い、貧しき者に恵みを与える。このようにすれば、諸君らは普遍的な

共感を勝ち取れるだろう。諸君らがインドに到着次第、武器が供給されることになっ

ている。 この供給が失敗した場合には、警察署を荒らしてライフノレを奪え。瞬時する

ことなく 、諸君らのリ ーダーたちの命令に従うように，，，。

ここでは個々のガダル党員の動きを細かく追跡することはできないが、彼らの移動の規

模を把握するために、 1914年8月以降に北米各港からインド人革命家を乗せて出航した船

舶を、以下に列挙してみたい，，，。

237 cited in Singh and Singh， Op. cit.， pp. 35-36 
238 Ise皿 ongerand Slattery， Op. cit.， p. 50 

間以下に列挙する船名などの情報は、以下の先行文献に基づいている。Norman

Buchignani， Dreen M. Indra and Ram Srivastava， Continuous Journey: A Social 

History of South AsIans in Canada， Toronto : McClelland and Stewart， 1985ヲpp.59-60 ; 

Deol， op. cit.， pp. 102-103; Jensen， op. cit.， 1988， pp. 190-191; Sareen， op. cit.， p. 11 た
だし、それぞれの記述において、(とくに日本船の)船名の表記などに明らかな誤りが含ま
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240 Seema Sohi, “Race, Surveillance, and Indian Anticolonialism in the Transnational 
Western U. S.-Canadian Borderlands,” The Journal of American History, Vol. 98, No. 2 
(September 2011), pp. 433-434. 
241 Sir Michael O’Dwyer, India as I Khew It, 1885-1925, London : Constable, 1926, p. 
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サンフランスコからは、先に触れたコリア号を皮切りとして、 9月5日にサイヘリア号(太

平洋郵便会社)で2名が、 19日にチャイナ号(太平洋郵便会社)で11名、 9月26日にマンチ

ュリア号(太平洋郵便会社)で24名、 10月3日に新洋丸(東洋汽船)で6名、10月21日に天

洋丸(東洋汽船)で109名、10月24日にモンゴリア号(太平洋郵便会社)で141名が旅立っ

ている。カナダの港からも多くのインド人が旅立った。早くも8月22日には、ヴァンクー

ヴァーから26名がヱンプレス ・オブ ・インド号(カナダ太平洋横断鉄道汽船会社)で、 8

月25日にはヴィクトりアから静岡丸(大阪商船)で数名が出発している。また明確な日付

は定かではないが、 9月初旬にカナダのヴィクトリアから志かご丸(大阪商船)で3名が、

めき志こ丸(大阪商船)で数名が、ヴァンクー ヴァーからかなだ丸(大阪商船)で40名が

インドを 目指している。歴史家のシーマ ・シソによれば、1914年から 1918年までに、アメ

リカとカナダを離れたインド人移民の数は500から900人に上 り、彼らはパナマやフィ りピ

ン、香港、上海などといった他地績からの数千人とともにインドへ帰還したという加。パ

ンジャーブ州総督サー マイケノレ ・オドワイアーは、世界各地からインドに戻ったガダノレ

覚の革命家の数を8，000と試算している加。

こうしたガダノレ覚の動きは、駒形丸の来航を待ち構えていたインド政庁を始めとする植

民地帝国側の政治的態度を硬化させる。次節ではそうした経緯について詳述していきたい。

5.植民地 帝国 側の 対応

そもそも植民地帝国側は、駒形丸のインド到着の以前から、駒形丸の乗客たちが反英運

動を画策する勢力と密接に関係した存在であると看倣していた。

駒形丸がヴァンク ーヴァーを出港して問もない7月25日の時点で、香港総督H.M メイ

はロンドンの植民地省に対して、 「彼らを当植民地に入れるのは、インド人部隊や、民間警

備員として雇用されている 群のインド人たちを汚染 (contamination)するかもしれな

れるため、 『ロイド汽船名簿』や 『日本船名録』などと対照させながら、それらを訂正し、

さらに日付や出港地、所属する汽船会祉の名称、を補った。

240 See皿 aSohi“Race. Surveillance. and Indian Anticolonialis皿 inthe Transnational 

Western U. S.-Canadian Borderlands，" The Journal of American History， VoL 98， No. 2 

(Septe皿 ber2011)ヲ pp.433-434 

241 Sir Michael U'Dwyer， lndia as 1 Khew It， 1885-1925ヲ London: Constable， 1926， p 

196 

82 



 83 

242

 

243

244 6

2 25

245 7 20 2 500

246

247  

                                                   
242 F. M. May, Governor, Hong Kong to Lewis Harcourt, Secretary of State for the 
Colonies, 25 July 1914, reprinted in Malwinderjit Singh Waraich and Gurdev Singh 
Sidhu, Komagata Maru: A Challenge to Colonialism, New Delhi : Unistar, 2005, pp. 
94-95. 
243 India Office to Colonial Office, 29 July 1914, reprinted in Waraich and Sidhu, op. 
cit., p. 96. 
244 The Governor General of Canada to the Secretary of State for the Colonies, 3 
August 1914, reprinted in Waraich and Sidhu, op. cit., p. 97. 
245 Note  on  the  Hindu  Revolutionary  Movement  in  Canada,  March  1919,  p.  5,  Si
mon  Fraser  University  Library  Digital  Collection, Available  from: http://content.li
b.sfu.ca/cdm/compoundobject/collection/km_2/id/15063/rec/3Accessed  26  May  2013 . 
246 Tapan K. Mukherjee, Taraknath Das: Life and Letters of A Revolutionary in Exile, 
Calcutta : National Council of Education in Bengal, 1998, pp. 57-58. 
247 Hopkinson to Cory, July 27, 1914, cited in Ibid., p. 59 

いため、非常に好ましからざることであるj と注意を喚起している，，，。前述のように、香

港政庁は表向きには失業者の増大を理由にして駒形丸の来航を拒んだが、実際のところは、

香港に駐屯していたインド兵への影響を懸念したのであった。

また、帝国の統治者たちは、インド人革命家がどこかで駒形丸に乗り込み、各地で煽動

を始めるのではないかとの不安を募らせていた。たとえばインド省は植民地省に対して、

ヴァンクーヴァーにおいて元々の乗客に加えて新たなインド人が乗船していないか、また

「幾人かの乗客たちがインドで政府に対する煽動を起こす意図があると語ったという旨の

新聞報道を 自治領の当局者は重要視しているかどうかJを問い合わせている，，，。植民地省

からこれらの点に関して問われたカナダ総督は、新たな乗客は確認されていないと図書す

る一方で、駒形丸の航海が 「カナダで上陸を拒否されたことを、インドにおける英国支配

に対する煽動行為の根拠として利用しようとする政治的煽動者あるいは革命秘密結社から

財政援助を受けているJ可能性について言及している 2へたとえば、 6月末にハーナム

シンとフカム ・シンの 2名がヴィクト りアの商唐で、 25丁の自動小銃を購入しようして断

られている，.，。また 7月 20日にはアメリカ ・カナダ国境付近で、 2丁の自動小銃と 500

発の弾丸を所持したメワ シンが、銃器密輸の容疑でカナダ官憲に逮捕された。実のとこ

ろ、メワ ・シンはその前日に、 「海岸委員会」のメンバーであるパグ シンとパルワント

シン、そしてハーナム ・シンとともに、アメリカのワシントン州スマスにおいてベンガノレ

州出身の革命家タラクナート ・ダースと会合を行っており、メワ シンが所持していた銃

器は彼らとともに購入していたものであった目6。こうしたインド人の動きからも、カナダ

官憲は駒形丸に密かに銃器を運び込もうとする計画が行われていると考え、それが 「合衆

国に住む有名なヒンドゥーの革命家たちとの陰謀Jの一環であると推断していた，.，。

242 F. M. May， Governor， Hong Kong to Lewis Harcourt， Se巴retaryof State for the 

Colonies， 25 July 1914，四printedin Malwinderjit Singh Waraich and Gurd肝 Singh

Sidhu， Komagata Maru: A Challenge to Colonialis111， New Delhi : Unistar， 2005， pp 
94-95 

243 lndia Office to Colonial Office， 29 July 1914， reprinted in Waraich and Sidhu， op 

cit.， p. 96 
244 The Governor General of Canada to the Secretary of State for the Colonies， 3 

August 1914， reprinted in Waraich and Sidhu， op. cit.， p. 97 
245 Note on the Hindu Revolutionary Move皿 entin Canada， March 1919， p. 5ヲ Si

皿 onFraser University Library Digital Collection， Available frc皿 h並IG'血豆旦皇旦L且
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246 Tapan K. Mukherjee， Taraknath Das: Life and Letters of A Revolutio刀aryin Exile， 
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248 M. A. Mant, Financial Secretary to Government, Punjab, to Secretary to the 
Government of India, Commerce and Industry Department, 25 August 1914, reprinted 
in Waraich and Sidhu, op. cit., p. 101. 
249 Ibid. 
250 Ibid. 
251 Ibid.  
252 Foreigners Ordinance, 20 August 1914, reprinted in Government of India, 
Legislative Department, Legislation and Orders relating to the War, 3rd edition, 
Delhi : Superintendent Government Printing , India, 1915, pp. 22-25. 
253 M. A. Mant, Financial Secretary to Government, Punjab, to Secretary to the 

このようなカナダからの情報は、植民地省やインド省を通じてインドにも伝えられた。

パンジャープ州政庁の財務書記官 R.A マントは、駒形丸の乗客たちの多くがパンジャー

プ州に戻り 、「シク教徒のあいだに深刻な動揺を惹起しようとする数々の試みが行われる可

能性がある」と、インド政庁に注意を呼びかけた，.，。同じ報告のなかで、マントは、駒形

丸の帰還とともに、ガダノレ党のプロパガンタ活動によって 「他の反体制的なパンジャープ

人の大量流入Iが予想されている状況にも言及している'49。マントによれば、

戦争の勃発以前でさえ、合衆国やカナダ、中国の諸港にいるパンジャーブ人(とくに

シク教徒)のあいだには相当の動揺が見られた。こうした気運は、それらの国々にい

るインド人のあいだで広く流通していたらしい 『ガダノレ』誌に番かれた革命的で激情

的な記事によって煽られたものであり、無知な移民たちに、パンジャーブで何らかの

蜂起がまもなく起こるとの印象を与えたのであった。その結果として、パンジャープ

へ帰還しようとする反抗的な者たちの移動が作り出されたのである問。

こうした背景のもと、パンジャープ州総督サー ・マイケノレ ・オドワイアーは、 「アメりカ

や極東からインドに戻ってくるすべての移民の移動を、政庁が管理し制限できるようにす

る特別な立法が必要であるI とインド政庁に進言した，，，。そもそもインド政庁は、第 次

世界大戦の勃発と英国の対独参戦を受けて、 8月20日に 「外国人規則 (theForeigners 

Ordinance) Jを発布し、英領インド内における敵性外国人の取締を強化していた'"。その

規則によって、外国人の出入国は厳格な監視下に置かれ、必要な場合には在留外国人の拘

束が即座に行えるようになっていた。海外からのインド人革命家の帰還に備えるために、

オドワイアーはこの規則を 「海路でインドに到着するすべての人聞に対して適用できるよ

うに拡大Iすることをインド政庁に求めたのである，，，。

248 M. A. Mant， Financial Secretary to Government， Punjab， to Secretary to the 

Government of India， Co皿 merceand Industry Department， 25 August 1914， reprinted 
in Waraich and Sidhu， op. cit.， p. 101 
249 Ibid 
2ω Ibid 

251 Ibid 

252 Foreigners Ordinance， 20 August 1914ヲ reprintedin Government of India， 

Legislative Depart皿 ent，LegisJation and Orders relating to the War， 3rd edition， 
Delhi: Superintendent Government Printing ， India， 1915， pp. 22-25 
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Government of India, Commerce and Industry Department, 25 August 1914, reprinted, 
Waraich and Sidhu, op. cit., p. 102. 
254 Ingress into India Ordinance, 5 September 1914, reprinted in Ibid., pp. 26-27.  

こうして9月5日に、 「インド入国規則 (theIngress into India Ordinance) Jが発布され

る'"。同規則は、 「その安全と利益と平穏jを脅かす危機からインドを守るために必要と判

断される場合には、当局が 「外国人でない者 (personsnot being foreigner) Jを、インド

入国時に無条件に逮捕 ・拘禁することを可能にした。これによって、ガダノレ覚を始めとす

る革命勢力に関係があると看倣されたインド人は、あたかも 「外国人j であるかのように

扱われるようになったのである。

この 「インド入国規則」は、ガダノレ党の革命家たちが大挙してインドに帰還してくると

いう事態に応じて考案されたものであったが、それが最初に適用されたのは、駒形丸の乗

客に対してであった。これは駒形丸をインド独立運動史上の悲劇の主役として意義づける

際に、決定的に重要な事実となる。

6.カノレカッ タ:パ ッジ ・パ ッジの虐 殺

9月26目、駒形丸はカノレカッタを目指し、フーグり一川の河口に入る。 しかし、カルカ

ッタから約90キロ 下流に位置するカノレピ村近くを航行中、汽艇で近づいてきた官憲の指示

で、駒形丸は 時的に碇泊させられてしまう。翌日、 3名の高官が駒形丸を訪問した。当該

地域の行政長であるジェイムズ・ドナノレド、インド政庁犯罪情報局のF.S.A スロコック、

パンジャープ州ホシャルプーノレ県警副部長のR ハンフリ ーである。彼らにはパンジャープ

人の警官隊が帯同していた。警官隊は2日間に渡って駒形丸を臨検し、武器や扇情的文書の

類が隠匿されていないか船内を隈なく捜索した。 しかしこの捜索では何も特別な物品は発

見されてはいない。

臨検の結果、駒形丸は上流に向けて航行することを許される。 しかし29日にカノレカッタ

から27キロ下流を棚上中、汽艇で接近してきた前述の高官たちとカルカッタの警視総監サ

ー ・F・ハリディが駒形丸の甲板に上がり、同船をカノレカッタ南西に位置するパッジ ・パ

ツジに係留するよう命じた。そして乗客たちに対して、桟橋近くの停車場で待機している

特別列車で彼らをパンジャープ州まで護送すると伝えた。321名の乗客のうち17名のムス

Government of India， Co皿 merceand Industry Department， 25 August 1914， reprinted， 
Waraich and Sidhu， op. cit.， p. 102 
254 Ingress into India Ordinance， 5 Septe皿 ber1914， reprinted in Ibid.， pp. 26-27 
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256 Government of India, op. cit., pp. 72-74. 
257 Baba Gurdit Singh, op. cit., pp. 151-152. 

リム教徒は、当局の措置に同意し、比較的速やかに船を下りたが、官憲からの度重なる勧

告にもかかわらず、残りの者たちは下船を頑に拒否した問。数時間の抵抗の結果、ようや

く陸に上がった後も、停車場で彼らは列車に乗ることを拒み続ける。この時点で配備され

ていた27名の警官隊の力では、 300名に及ぶインド人を列車に無理に押し込むのは不可能

であった。そのうちの数名は列車に乗ることに同意したが、残りのインド人たちは徒歩で

カノレカッタへ向けて行進を始めた。現場に居る警官隊だけではもはや事態を収拾できない

と考えたドナルドは、ベンガノレ州行政参事会副議長サー ウィリアム ・デュークに連絡を

取り、軍隊の動員を要請した。それを受けて、デュークとベンガル州政府主席書記官J.G

カニングに伴われた、 主立フュージリア連隊に所属する 150名の兵士が、カノレカッタのウ

ィリアム砦から自動車で急派された。またハリディ警視総監は電話で本部に警官の増員を

命じ、 J.H イーストウッド予備警察隊司令警視の指揮のもと、 30名の警官が現場に駆け

つけた。この問、列車には59名が乗せられていたが、当局はさしあたり彼らをパンジャー

ブ州まで護送することを優先し、列車を出発させた。他方で、増員された警官隊と軍隊は、

パッジ ・バッジの桟橋から4、5マイノレ離れた地点で、インド人たちの行進を阻止し、再び

停車場まで連行した。第2の列車の準備が整うまでの問、インド人たちは野外で待機させら

れることになる。ここから事態が急転する。グルジット シンを群衆の中から無理矢理に

連れ出そうとしたイ ーストウッド警視の振る舞いに対してインド人が激昂したことから衝

突が起こり、その鎮圧のために警官隊と軍隊が発砲した。

インド人と治安側のどちらが最初に発砲したのか、そもそもインド人が銃器を所持して

いたかどうかという点に関しては、インド政庁による 『報告書』の記述と 、グノレジット ・

シンが著した 『駒形丸の航海』の記述には大きな食い違いがある。 r報告書』では、イー

ストウッド警視に対するインド人側の発砲によって衝突は開始されたとの説明がなされて

おり、インド人は相当数の銃器を所持していたと書カ通れている，，.。他方でグノレジット ・シ

ンは自著のなかで、インド人が銃器を所持していなかった事実を強調している'"。残念な

がら、このどちらが真実であるかを判断する術は存在しない。しかし仮にインド人の側が

銃器を所持していたとしても、双方の武装に圧倒的な非対称性があったことは、衝突の被

，'"本節で用いられている数的データは、インド政庁が績めた 『駒形丸事件調査委員会報告

書』の記述に依拠している。以下の論述のなかで出てくる数的データも、とくに断りがな

いかぎり、同史料に依拠したものである。

256 Government of lndia， Op. cit.， pp. 72一74
257 Baba Gurdit Singh， Op. cit.， pp. 151-152 
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262 Weekly Report of the Director of Criminal Intelligence, 13 October 1914, reprinted 
in Waraich and Sidhu, op. cit., p. 226.  

害から一目瞭然であろう。駒形丸の乗客のうち少なくとも20名が警官隊と軍隊が放った銃

弾によって殺害されたのに対して、治安側が出した死者は、イ ーストウッド警視とインド

人警官2名の計3名に過ぎない加。さらに『報告書』の説明によれば、イーストウッド警視

以外の2名は、軍隊による誤射によって殺害された可能性が高いのである'"。また駒形丸の

乗客と治安当局の人間以外にも、近隣住民2名と鉄道員1名がおそらく流れ弾に当たったこ

とが原因で死亡している加。 しかし結局351，が重傷を負い、 211名が逮捕された争乱のさ

なかに、グノレジット シンを含む28人が逃亡することに成功した。

これが 「バッジ ・バッジの虐殺」として知られる出来事の顛末である。歴史家R C マ

ジャムダーノレは 「すべての事実が知られるようになれば、バッジ パッジ虐殺はジャリヤ

ーンワーラー ・ パーグの虐殺 (~アムリットサルの虐殺]と閉じカテゴリ ーに入れられる

ようになるだろう Iと述べている'"。当局の措置を正当化する目的で作成された『報告書』

でさえも、大部分のインド人の殺傷が、警官と兵士の発砲によるものであったと明記して

いる。軍隊だけでも 177発の銃弾を放ったこの事件の直後、ベンガノレ州政庁がインド内の

各新聞社に対して 「刺激的なコメント」を避けるよう通達し、報道管制を敷いたのも不思

議ではない'"。それほどまでに治安当局側の鎮圧行動は激烈なものだったのである。

バッジ ・バッジの虐殺後、グノレジット シンのように官憲の追跡を逃れられなかった駒

形丸の乗客たちは 「インド入国規則Jの適用によって逮捕され、カノレカッタの監獄に収監

''"在カルカッ夕日本総領事は、死者は 40名以上に数え、負傷者は 100名を超えたとの風

説があることを伝えている。1914年 10月 1日付 在カノレカッタ総領事信夫淳平より外務

大臣加藤高明宛 「駒形丸帰還印度人ノ 『バッジ ・バッジ』ニ於ケル騒擾ニ関スル報告ノ件」

『加奈陀ニ於テ東印度人入国禁止 件駒形丸事件~ (外交史料館所蔵)。後生の歴史研

究は、インド政庁の 『報告書』が死傷者数を実際よりも低く見積もっているのではないか

との疑念をしばしば呈してきた。Josh，op. cit.， pp. 80-90 

259 Government oflndia， Op. cit.， p. 74 
2関 Ibid

261 R. C. Maju皿 dar，History of Freedom Movement in lndia， Vol. 2， Calcutta : Firma 

K.L. Mukhopadhyay， 1962， p. 434. ( 内引用者補足。なお、アムリットサノレの虐殺と

は、 1919年 4月 13日、インドのパンジャープ州アムリットサノレ市において、国産品愛用

(スワデーシー)の要求と 、反植民地主義運動の活動家に対する令状なしの逮捕や、陪審

員なしの裁判を認めたロ ーラット法の制定に対する抗議のために集まったインド人に対し

て、軍隊が無差別射撃を行った事件である。事件の現場となった公園の名を取って、ジャ

リヤーンワーラー ・パーグの虐殺 (Jallianwala Bagh Massacre)とも呼ばれる。この事

件がひとつの契機となって、すでに 4月 6日にガンディ ーが開始していた非暴力不服従運

動(サティヤーグラハ)が広範な大衆的支持を集めることになった。

262 Weekly Report of the Director of Cri皿 inallntelligence，13 October 1914， reprinted 

in Waraich and Sidhu， op. cit.， p. 226 
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されることになった。大英帝国の臣民であることを根拠にしてカナダへの自由な入国を求

めた駒形丸の乗客たちは、 「インド人」 としての人種的差異を理由にしてカナダから強制

送還された。 しかし、インドに帰国してみれば、 インド独立を目指す革命活動への関与を

疑われ、 「インド入国規則Jの適用によ って、あたかも 「外国人」であるかのように逮捕 ・

監禁されたのである。大英帝国における移動の権利を求めた彼らの航海は、逮捕 監禁に

よってインド領内での移動の自由さえも奪われる結果になったのである。これが1914年4

月に香港を発って以来、約6ヶ月に渡って続けた航海と抵抗運動が迎えた悲劇的なクライマ

ックスなのであった。

7 おわりに

本章で詳述してきたように、駒形丸に乗ったインド人乗客が大英帝国の一部であるカナ

ダから強制退去させられたという事実は、北米太平洋岸地岐を拠点としてインド独立を展

開していたガダル党の活動を活性化 し、故国で武装蜂起を起こすために帰還していく革命

家の移動の波を作り出した。結果的に、こうした革命勢力を乗せてインドに向かう数々の

船を先導する形になった駒形丸は、ガダル党のメンバーたちによって 「草命の船j として

意味付けられることになった。それに対して植民地帝国の側は、こうした革命勢力の動向

から駒形丸の航海自体がインド独立運動と関連していると疑い、革命運動の鎮圧のために

立法化された特別措置のひとつである 「インド入国規則j を駒形丸に乗ったインド人に行

使し、上陸と同時に彼らを拘束しようとしたのであった。インドの治安維持を担う側から

みれば、駒形丸の乗客たちは不穏分子に他ならないと看倣されたのであった。

本章を閉じる前に、駒形丸事件を契機としてインドに帰還して武装蜂起を試みたガダノレ

覚の計画がどうような末路を辿ったのかについても簡単に触れておきたい。

カナダや香港などからの情報によって、すでに草命勢力の大規模な帰還に対して厳戒態

勢で望んでいたインド政庁は、前述の 「インド入国規則j の行使することで、多数の革命

家を入国時と同時に逮捕した。革命運動と結びついた 「犯罪的陰謀活動Jの調査を目的と

してインド政庁が 1918年に纏めた 「インド煽動活動調査委員会報告書 (Reportof lndian 

Sed比ionCommittee) Jによれば、 1914年から 1917年までに、 311名が投獄され、 2ヲ527
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263 Great Britain, Parliamentary Papers, Report of Committee Appointed to 
Investigate Revolutionary Conspiracies in India, Cd. 9190, London : H. M. Stationary 
Office, 1918, p. 68. 
264 Defence of India Act, 19 March 1915, reprinted in Government of India, Legislative 
Department, op. cit., pp. 2-8. 
265 Singh and Singh, op. cit., p. 45.  
266 India Office, “Memorandum on Indian Immigration to Canada, ” 26 August 1915, 
reprinted in Canada, Department of External Affairs, Documents on Canadian 
External Relations, Volume I: 1909-1918, Ottawa : Queen’s Printers and Controller of 

名がそれぞれの出身村内に監禁されたという 2旬。

また、インド政庁が敷いたこのような験しい監視の網を潜り抜けて、インドへの上陸を

無事に果たした草命家たちも、当初の計画を十全に遂行できたわけではない。1914年 11

月から 1915年 2月にかけて、パンジャーブ地方の各地で企てられた数々の武装蜂起は、

指導的立場にある者の多くが入国時に検挙されたことによる組織力と連絡網の弱体化、慢

性的な資金不足、海外からの武器供給計画の失敗、そして何よりも英国官憲による諜報活

動と厳格な取締のために、いずれも失敗に終わった。1915年半ばまでにはインド本土にお

けるガダル党の革命活動は、当局によってほぼ完全に弾圧された。

インド政庁は r1915年 3月に、公的な安全と平穏に対する犯罪行為を速やかに裁くため

iこj 、 「インド防衛法 CIndianDefence Act) Jを制定し、弁護人の立ち会いや、上告の

手続を省略した特別法廷においてガダノレ党の関係者を断罪する加。1915年から 1917年に

かけて聞かれた一連の特別法廷において、291人のガダノレ党員が出廷させられ、そのうち

42名が死刑に、 93名が禁固刑に、 114名がアンダマン島などへの流刑に処せられた，，，。

しかし、なぜこれほどまでに多数のインド人たちが英国への反感を爆発させ、ガダノレ党

の革命行動に参加したのであろうか。残念ながら、彼ら自身による言葉は残されていなし、。

しかし駒形丸事件の約1年後に、インド昔、がカナダへのインド人移民をめぐって生じた諸問

題を痕り返るために作成した覚書に書かれた次のように言葉は、それを考える上でのヒン

トになる。

インドにおける大英帝国にとっての問題の深刻さは、インド軍の主要な徴兵地である

パンジャープの臣民が実際に影響を被った集団 (classes)であったことであり、パン

ジャープで不穏を惹起させようとした扇動者たちに、シク教徒たちのカナダに対する

不平が非常に巧妙に利用されたことである。(中略]彼らを翻弄しようとした扇動者

たちの試みは、移民に関する不平と密接に絡まり合っていたのである摘。

263 Great Britain， Parliamentary Papers， Report of Committee AppoInted to 

Investigate RevoJutionary ConspiracIes In lndia， Cd. 9190， London : H. M. Stationary 

Office， 1918， p. 68 
264 Defence of lndia Act， 19 March 1915ヲ reprintedin Government of India， Legislative 

Depart皿 ent，op. cit.， pp. 2-8 
265 Singh and Singh， Op. cit.， p. 45 
266 lndia Office，“Memorandum on Indian 1皿皿igrationto Canada， " 26 August 1915， 
reprinted in Canada， Department of External Affairs， Documen白 onCanadian 

External Relations， VoJume]: 1909-1918， Ottawa : Queen's Printers and Controller of 
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Stationary, 1967, p. 666.  

ここに指摘されているように、ンク教徒がガダノレ党による反乱に加担した根本的な原因が、

自治領植民地でのインド人に対する差別的な移民管理にあった。

本章で指摘したように、そもそもガダノレ覚の運動自体を人員と財政の面から支えていた

のは、シク教徒の労働者階級であった。そして 『ガダノレ』誌の呼びかけに応え、独立を達

成するための武装蜂起に参画するために世界各地から故国に戻った者たちの大部分も、少

しでもましな生を求めるために大英帝国の内部の労働市場のなかを(時にはそれを越えた

より広い空間を)渡り歩いていた労働者階級であった。兵士や警官として極東アジアの港

で帝国の治安維持の末端を担ったものたち。カナダ太平洋岸の製材所や缶詰工場、鉄道敷

設のキャンプでの季節労働に従事しながら帝国の周辺の経済開発に貢献したものたち。こ

うした労働者たちがインド独立を求める独立運動 (FreedomMove皿entof lndia)に参加

した理由には、移動の自由 (Move皿entof Freedo皿)への希求があったのではないだろう

か。そして、彼らの植民地帝国による抑圧に対する抵抗運動もまた、移動のなかで熟成さ

れたと考えられるのではないだろうか。

本章の官頭で強調したように、駒形丸自体はインド独立といった政治的目標を掲げて出

航したのではない。それは出稼ぎ労働者を運ぶために傭船された 隻の移民船にすぎない。

しかし、大英帝国内でよりよい雇用機会が見込める場所に移動しようとした労働者階級、

自国の領内への有色人種の流入を何としても阻止しようとしたカナダの排斥主義者、駒形

丸を 「革命の船」と意味付け、カナダから駒形丸の強制退去を契機として、インドでの武

装蜂起を早期に実現しようとしたガダノレ党の活動家たち、駒形丸の乗客たちを英国のイン

ド支配にとっての不穏分子と看倣した植民地帝国の施政者たち、このような商業 ・経済 ・

政治を横断したさまざまな思惑が交錯する歴史状況のなかを航海した駒形丸は、結果とし

てインド人に独立運動を展開する際の政治的覚醒をもたらす契機となったといえるのでは

ないだろうか。

駒形丸の移動は、帝国の臣民には帝国領内での移動の権利が保証されているはずである

との前提をも って開始された。しかし、ヴアンクーヴァーに到着した駒形丸の乗客たちは、

特定の 「国民Iに属していないという理由から上陸を阻まれ、特定の 「人種」に所属して

いることを理由に強制送還が正当化された。そしてインドにおいては、革命勢力との関連

日tationary，1967， p. 666. ( J内引用者補足。
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267 Bhai Parmanand, “Greater India,” The Modern Review, Vol. 12, No. 2 (February 
1912), p. 156. 

を疑われたために、 「インド入国規則」が適用され、あたかも 「外国人」であるかのよう

に扱われ、逮捕 ・監禁された。臣民に保証されていた最低限の権利さえもが剥奪されたの

である。

駒形丸の航海に対する植民地帝国側の対応は、帝国の臣民の原則が 「国民」や 「人種J

の差異の窓意的な援用によって書き直される様を明らかにしていた。駒形丸の移動は、 「国

民Jや 「人種Iを統治のアりパイとして触発してしまったのである。すなわち、その移動

は、帝国の臣民という 般性を徐々に内破させていくきっかけだったといえるのではない

だろうか。大英帝国から独立し、インド国民=ネイシヨンを希求しているという嫌疑をか

けられ、 「インド入国規則Iが初めて適用された人間たちが乗っていた船、それが駒形丸

だった。それは船でなければならなかったのだ。後にガダノレ覚の主要メンバーの 人とな

るプハイ パノレマナンドは、 1912年に 『ザ モダン レビュー』誌に寄稿した論考のなか

で書いている。 r船酔いこそがネイシヨンにとっての最良の強壮剤であるJ、と，，，。

267 Bhai Parmanand，“Greater lndia，" The Modern Review， Vol. 12， No. 2 (February 

1912)， p. 156 
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終 章

1 .本研究のま とめ

1914年 5月、グノレジット ・シンをはじめとした駒形丸の乗客たちは、彼らが有する英国

臣民としての地位と、それが保証している帝国領内での自由な移動の権利に訴えて、閉じ

大英帝国領であるカナダの門戸を叩いた。 しかしながら有色移民の大量流入を好ましく恩

わないカナダの移民局は、法外な手段を用いて駒形丸の乗客たちの上陸を阻止した。駒形

丸の乗客たちのカナダからの強制退去は、究極的には、カナダに付与されていた自治権あ

るいは国家主権の名の下に行使されたが、そもそもカナダが同じ帝国の臣民であるインド

人に対して移民管理の名のもとに、軍事力による脅迫をもってして強制送還を強いること

ができるかどうか、この点は帝国内部における国民国家の主権の範囲をめぐる議論の余地

を大きく残した。同時に、このような法外な手段に訴えて初めて、カナダ政府はその 「国

境J線を引いたのである。「国境」は自明のものとして存在していたわけではなかったのだ。

にもかかわらずカナダ司法は 「国民」や 「人種」の区分の動員によって、帝国臣民のあい

だに窓意的な差異を持ち込み、帝国臣民であるインド移民の移動の自由を否定し、移民局

の対応に法的な裁可を与えたのであった。それは多数の民兵と海軍の出動という軍事的暴

力によって裏書きされた。

カナダ海軍巡洋艦レインボ一号に護送されながら駒形丸がヴァンク ーヴァーを離れた直

後、カナダの 『トロント ・スター』紙は、帝国の臣民が帝国の領土から追い払われるとい

う事態が露にしている明らかなる矛盾を、次のような言葉で端的に表現した。

我々は認めなければなければならない。 ある意味では帝国に留まることを、 ~IJの意味

では帝国を出て行くことを強いられているヒンドゥーたちに、その事態が正当なもの

だと説明するのが極めて困難であるということを2倒。

268 Cited in J. Castell Hopkins， The Canadian Annual RevIew of Public Affairs: 1914ヲ

Toronto: Annual Review Publishing， 1915， p. 119 
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強制送還されていく駒形丸の姿が明 らかにしていたのは、帝国の臣民である限りにおい

て法の下での平等を約束していた、当の帝国の統治原理が破綻している様であった。

この逆説は、追放されたインド人の側に、ある種の抵抗の論理を与えることになる。つ

まり、帝国政府が帝国の領土であるカナダからのインド人移民の追放を許すのであれば、

インド人がインド領からの英国人の追放を求める者がでてきたとしても、いささかも不思

議ではなかろうというものだ。

本研究を通して繰り返し指摘してきたように、インド人に対する移民管理の強化は、反

英独立運動を激化させる可能性を常に秘めていた。実際、帝国の統治原理が自壊するさま

を衆目の下に晒した駒形丸の強制送還は、インド独立を目指す反英植民地主義闘争を加速

化させたという点でも重要な歴史的意義を持っていた。第4章で詳述したように、駒形丸

の運命は北米太平洋岸を拠点にグロ ーパルな規模で反英武力闘争を唱導していたガダル党

の行動計画を加速化させ、多数のインド人移民を革命活動に参画する事態を招来したので

あった。

他方で、植民地帝国の治安維持を担う統治機構支から革命活動とのつながりを疑われた

駒形丸の乗客たちは、インドにおいても暴力的な扱いを受けることになった。駒形丸の乗

客は、第 次世界大戦の勃発と反植民地主義運動の高揚という背景のもとで制定された戦

時特別法のひとつであり、反体制的な政治勢力に加担しているインド人を敵性外国人と閉

じように扱うことを許可した 「インド入国規則」の最初の適用対象とされたのである。同

規則のもとで行われようとした逮捕 監禁に抵抗した乗客たちは、警官隊と軍隊による発

砲射撃の餌食となり、 4ヶ月に及んだ駒形丸の航海は、少なくとも 26名以上の死者を出し

た悲劇的な結末を迎えることになったのである。

このようにヴァンクーヴァ ーを離れてからの駒形丸の乗船員たちがとった行動は、カナ

ダの排他的移民法への挑戦という意味での政治的側面を持つに至ったわけが、これも繰り

返し指摘してきたように、当初の駒形丸の航海自体は、カナダへの出稼ぎ労働者を運ぶ経

済活動であったにすぎない。 しかしながら、その船の乗客たちの移動に対する帝国の移民

管理統治は、逆説的なことに、大英帝国の統治秩序の内破を導いていった。帝国内の秩序

を維持するために採られた 連の方策によって悲劇に追い込まれた 隻の船の運命が、実

はその帝国の秩序自体を揺さぶり、混乱させ、亀裂を走らせるきっかけになったのである。
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1

2 移民に 関する歴史社会学的アプローチへの本研究の貢献

本研究の最も重要な新規性、もしくはオリジナリティは、駒形丸が経験した悲劇が、帝

国にとってもある意味で悲劇的な逆説をもたらすことになったということ、この事実を歴

史の実証的再検酎に基づいて論証した点にある。近代帝国とその変容過程に関して理論的、

思想的検討を施すだけでなく、可能なかぎり広範囲に文献資料を猟歩し、あくまでも当時

の史資料をして語らしめようとしたことにこそ、本研究の独自性があるといえよう。それ

はまた、カナダとインドの 「各国史」の中でのみ語られてきた 「駒形丸事件」を、広く帝

国史の文脈に引きずり出すと同時に、船主、船籍、寄港地、そして航海そのものが大英帝

国の主権の領績をそもそも超えていたということ、またその帝国とは異なる、もしくは括

抗する権益を求めていた近代日本に未だ+分検酎されていない史資料があるということを

加味すれば、駒形丸は帝国史からゆるゆると漕ぎ出し、よりグロ ーパノレな移民、労働過程、

主権、脱植民地主義運動などをめく'る、多様な問題群へと接続されうる可能性を秘めてい

る。

また本研究が移民に関する歴史社会学的アプローチに貢献することが期待される方法論

的側面も強調しておきたい。「移民が国境を超えるから問題となるのではなく、移民を制限

することによって国境なるものが立ち上がるj という視点の転換を、筆者は歴史事実に寄

り添いながら、本研究を通じて繰り返し提案してきた。第 1章で重点的に展開した、移民

を 「プッシュ プノレ要因」のマト りクスのもとに定点観測する従来の手法や、その延長線

上の発想から、 トランスナショナルな移動を定位するためにまずはナショナノレな地理、 主

権の範囲、国民という資格付を分析の出発点とする方法論的ナショナリズムに対する批判

は、純粋に方法論や分析論の水準にとどまるのではなく 、「駒形丸事件Jという出来事の歴

史を詳細に、多角的に、かつ実証的に再検討する作業を通じて初めて可能になった。それ

は単に歴史の再解釈という 、いくつもの物語を措定したうえで多元論的視点に立った 「オ

ールタナティヴ ・ヒストリー」を訴えるものでは、もちろんない。

「駒形丸事件Iという出来事は、帝国と国民国家、移動とそれを制限する国境、法外な

手段と法、革命勢力と統治機構、それぞれが複雑に絡み合う重層的な歴史を、それがまさ

に歴史的出来事であるということを通じて私たちに想起させるものだ。帝国を揺さぶった

駒形丸が想起され、そこでイメージされる歴史的主体が立ち現れる時、それは帝国の危機

の瞬間を現在に想起させると同時に、移民や移動を理解し考察する、従来の視座、方法、
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アプローチもまた危機にあることを改めて教えられるきっかけになるだろう。

3.今後の課題

本研究は大英帝国領内における移民管理を考察することに焦点を当てたため、帝国と国

民国家との相克関係は、あくまでも大英帝国の秩序をめぐるせめぎあいとして取り扱われ

た。しかし駒形丸に搭乗していたのはインド人だけではない。前述したように、 20世紀初

頭の海運大固として大英帝国と海上輸送をめぐる政治経済的折衝を繰り広げていた日本人

がその船主であり、船員であった。本研究ではわずかに言及したにすぎないが、 「駒形丸事

件Jを記録した日本語史資料は数多くあり、なおかつ本研究で参照した先行研究ではほぼ

見過されている状態である。この史資料を入念に読み込み、詳細に検討することで、 「駒形

丸事件」を 帝国史の領野から漕ぎ出させ、前節で述べたようなよりグローパノレな海上の

歴史社会学へと展開できるだろう。むろん、 「駒形丸事件Iを日本の立場から再検討しよう

というのではない。それでは本研究を通じて批判してきた、特定の国家聞ないしは地域聞

の 「プッシュ ・プノレ要因」をフォーマットとする定点観測的アプローチに立ち戻ることに

なってしまうからだ。

例えば、駒形丸で 「移民j を企てたのは何もインド人乗客だけではなかったことに注目

するならば、帝国の波聞を移動するより不特定多数の労働者または労働予備軍たちの動向

と、輸送手段としての船との関係に光を当てることができる。駒形丸がカナダ海軍巡洋艦

レインボ一号に連行されながらヴァンクーヴァーを出航する際にも、船員のなかから密入

国を企てるものが表れている。在ヴァンクーヴァ一日本領事堀義貴が本国外務省に送った

報告書によれば、

軍自監は晩香域島南端ケープ フラッタリー迄同行せしが、其途次、プランパー海峡

に於て、日本人水夫 2名投木、密入国を企てたるも、昼間なりん為、容易に捕へら

れ、駒形丸に還付せられたり，，，。

""大正 3年 7月 30日付、晩香坂領事堀義貴より外務大臣加藤高明宛 「駒形丸出航事情報

告ノ件JW加奈陀ニ於テ東印度人入国禁止 件 駒形丸事件~ (外交史料館所蔵)。
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270 Peter Linebaugh and Marcus Rediker, Many Headed Hydra. Sailors, Slaves, 
Commoners, and the Hidden Histry of the Revolutionary Atlantic, Boston: Beacon 
Press, 2000, p. 144. 

大英帝国の波打ち際で 「カナダJと 「インドj がしのぎを削っている隙に、その帝国の外

部にありつつ周縁をうかがう日本人がいた。 日本人海上労働者による脱走の企てがあった

という歴史は、単に日本人労働者の移動の経路と、インド人労働者の移動の経路が、駒形

丸という汽船の内部で交差していたことを示すだけではない。このさりげない事実から始

められる研究の射程は、国境管理に焦点を当てたカナダ 国史でもなく、インドからカナ

ダへの人の移動に焦点を当てた移民史でもなく、また駒形丸の航路を辿る地域史でもなく、

さらには英国や旧植民地諸国に保存されている史料分析に基づく 帝国史でもない、大英

帝国を越えたより広範な歴史的 ・空間的視座の中での 「駒形丸事件Jの意義である。その

目指すところは、完成された植民地帝国である大英帝国と、新興の大日本帝国とを包括的

に研究対象とするような海洋歴史社会学への視座を開くこと 、本研究はその大きな課題に

取り組むための第 歩である。駒形丸はそもそもインド人労働者を輸送するための船であ

ったにもかかわらず、 「事件jを経て、インドの脱植民地化と独立革命へといたる見逃し難

いマイノレストーンとして出来事化されたということを忘れてはならないだろう。やはり船

から考えなければならない。大西洋の歴史家ピーター ・ラインパウとマーカス ・レディカ

ーがいみじくも述べたように、世界をめぐる輸送の主力であったその時代、船は 「資本主

義のエンジン」であると同時に、革命家たちの概念や実践が伝達される 「抵抗の舞台Iで

もありうるからだ'"。

270 Peter Linebaugh and Marcus Rediker， Many Headed Hydra. Sailors， SJaves， 
COJnlllOners， and the Hidden Histry ofthe Revolutionary Atlantic， Boston: Beacon 

Press， 2000， p. 144 
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